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そのフランス人にとって

「27」はただの番号ではない

憧れ続けた人の代名詞

フェラーリのエースとして

初めてそれを背負った日の記憶は鮮明

だからこそ今も

ジャン・アレジにとって

F92Aは特別なものなのだ

Prologo

Photo/Paul-Henri Cahier
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ミ
ジ
ョ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
を
１
０
０
㎜
弱
持
ち
上
げ
て
、

エ
ン
ジ
ン
の
両
側
に
位
置
す
る
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
底
面
を
後
方
へ
伸
ば
し
デ
ィ
フ

ュ
ー
ザ
ー
の
よ
う
に
上
面
に
跳
ね
上
げ
た
。

こ
れ
が
ア
ッ
パ
ー
デ
ッ
キ
で
あ
る
。
一
方
、

ロ
ワ
デ
ッ
キ
と
し
て
従
来
ど
お
り
フ
ラ
ッ

ト
ボ
ト
ム
規
制
を
満
た
し
た
底
面
と
デ
ィ

フ
ュ
ー
ザ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、

ロ
ワ
デ
ッ
キ
の
上
に
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン

の
底
面
で
あ
る
ア
ッ
パ
ー
デ
ッ
キ
が
あ
る

２
階
建
て
＝
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
が
で
き
あ

が
っ
た
。

ネ
ッ
ク
は
エ
ン
ジ
ン

　

走
行
中
、
前
方
か
ら
車
体
底
面
に
流
れ

込
ん
だ
空
気
は
、
路
面
と
従
来
の
底
面
の

隙
間
を
通
過
し
て
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
か
ら

後
方
へ
引
き
抜
か
れ
ベ
ン
チ
ュ
リ
ー
効
果

に
よ
っ
て
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
発
生
す
る

と
い
う
原
理
は
変
わ
ら
な
い
。
異
な
る
の

は
、
ロ
ワ
デ
ッ
キ
が
す
く
い
上
げ
た
空
気

が
ア
ッ
パ
ー
デ
ッ
キ
と
ロ
ワ
デ
ッ
キ
の
隙

間
に
流
れ
込
み
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の

下
を
通
り
抜
け
ロ
ワ
デ
ッ
キ
の
デ
ィ
フ
ュ

ー
ザ
ー
上
面
へ
通
り
抜
け
る
点
だ
。

　

こ
れ
ま
で
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
側
面

を
流
れ
て
い
た
空
気
が
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー

ン
底
面
を
通
り
抜
け
る
こ
と
で
、
よ
り
大

量
に
ロ
ワ
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
の
上
面
へ
流

れ
、
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
効
率
が
上
が
っ
て

ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。

こ
れ
が
ニ
コ
ル
ス
と
ミ
ジ
ョ
ー
の
狙
い
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
２
枚
の
デ
ッ
キ
を
持
つ
新
し
い
マ
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１
９
９
２
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
フ
ェ
ラ

ー
リ
Ｆ
92
Ａ
は
、「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
」

と
異
名
を
と
っ
た
。
直
訳
す
れ
ば
「
床
が

２
枚
あ
る
ク
ル
マ
」
で
あ
る
。
そ
の
名
の

と
お
り
Ｆ
92
Ａ
に
は
、
通
常
１
枚
の
床
が

２
枚
存
在
し
た
。

　

フ
ラ
ッ
ト
ボ
ト
ム
規
制
下
、
規
制
を
受

け
な
い
後
輪
よ
り
後
方
の
車
体
底
面
を
上

方
へ
跳
ね
上
げ
た
整
流
板
、
い
わ
ゆ
る
デ

ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
＝
ア
ッ
プ
ス
ウ
ィ
ー
プ
を

用
い
て
車
体
底
面
の
空
気
を
積
極
的
に
引

き
抜
く
こ
と
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト

を
生
み
出
し
、
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
得
る

手
法
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
デ
ィ

フ
ュ
ー
ザ
ー
下
面
ば
か
り
に
こ
だ
わ
ら
ず

デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
上
面
に
流
速
の
高
い
空

気
を
流
す
と
、
下
面
か
ら
の
空
気
の
引
き

抜
き
効
率
が
上
が
り
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が

増
す
こ
と
が
判
明
。
す
る
と
、
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
後
端
部
を
徐
々
に
絞
り
込
ん
で

ボ
デ
ィ
側
面
と
リ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
内
側
の
隙

間
か
ら
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
上
面
へ
空
気
を

流
す
、「
コ
ー
ク
ボ
ト
ル
」
デ
ザ
イ
ン
が

一
般
化
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、
よ
り
多
く
の
空

気
を
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
上
面
へ
流
し
込
ん

で
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
稼
ぎ
出
そ
う
と
考

え
て
工
夫
を
重
ね
た
が
、
フ
ロ
ア
の
上
面

に
は
当
然
な
が
ら
モ
ノ
コ
ッ
ク
や
エ
ン
ジ

ン
や
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
な
ど
が
あ
り
、

デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
上
面
の
面
積
に
は
限
界

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
発
想
を
転
換
し
た
の
が
、
Ｆ
92

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ニ
コ
ル
ス
と
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・

F92Aはクルマが放つ美しさという意味で

1992年シーズン車の中で一際目立っていたかもしれない

しかし、如何せん戦闘力に欠ける駄馬だった

５年ぶりの未勝利に終わった前年の戦績を挽回すべく

ダブルフロアを搭載するなどした空力的意欲作は

見掛け倒しに終わってしまう……

Text/Makoto Ogushi
Photos/XPB Images
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シ
ン
の
ス
タ
イ
ル
は
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
と
な
っ
た
。
新
し
い
マ
シ
ン
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
流
儀
か
ら
離
れ

た
〝
Ｆ
92
Ａ
〞
と
い
う
形
式
名
が
与
え
ら

れ
た
。
し
か
し
、
意
欲
作
Ｆ
92
Ａ
は
、
デ

ビ
ュ
ー
す
る
や
苦
戦
に
陥
っ
た
。

　

最
大
の
原
因
は
エ
ン
ジ
ン
に
あ
っ
た
模

様
だ
。
91
年
型
よ
り
も
幅
、
上
下
高
を
短

縮
、
さ
ら
に
新
素
材
に
よ
る
軽
量
化
を
加

え
た
全
面
新
開
発
の
Ｖ
型
12
気
筒
、
型
式

名
Ｅ
１
Ａ
‐
92
（
別
称
：
テ
ィ
ー
ポ
０
４
０
）

が
用
い
ら
れ
た
。
Ｅ
１
Ａ
以
外
に
予
選
専

用
ス
ペ
ッ
ク
Ｅ
１
Ｂ
も
用
意
さ
れ
た
と
い

う
。
だ
が
こ
の
エ
ン
ジ
ン
が
ト
ラ
ブ
ル
を

多
発
し
、
Ｆ
92
Ａ
の
画
期
的
ア
イ
デ
ア
を

検
証
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

開
発
陣
は
、
シ
ー
ズ
ン
序
盤
の
う
ち
に

ボ
ア
90
㎜
へ
拡
大
し
て
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ロ

ー
ク
化
し
た
Ｅ
１
Ｃ
（
決
勝
用
）、
Ｅ
１

Ｄ
（
予
選
用
）、
シ
リ
ー
ズ
中
盤
に
は
新

素
材
を
使
う
と
と
も
に
吸
排
気
系
と
制
御

を
見
直
し
さ
ら
に
高
回
転
・
高
出
力
を
狙

っ
た
Ｅ
１
Ｅ
（
レ
ー
ス
用
）、
Ｅ
１
Ｆ
（
予

選
用
）
を
投
入
し
、
最
終
的
に
は
Ｅ
１
Ｇ

ま
で
ス
ペ
ッ
ク
を
４
段
階
で
進
化
さ
せ
た
。

本
拠
地
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
１
万
４
５
０
０

ｒ
ｐ
ｍ
ま
で
回
る
と
い
う
〝
特
殊
〞
な
Ｅ

１
Ｇ
／
１
が
投
入
さ
れ
た
が
、
こ
の
仕
様

は
な
ぜ
か
金
曜
日
に
走
っ
た
だ
け
で
し
ま

い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

確
か
に
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
開
幕
時
点

で
許
さ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
特
殊
燃
料
が

シ
ー
ズ
ン
途
中
で
禁
止
さ
れ
、
市
販
燃
料

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
な
ど
エ
ン
ジ
ン
を
取

り
巻
く
条
件
が
大
き
く
変
動
し
た
た
め
、

こ
ま
め
な
仕
様
変
更
で
対
応
す
る
必
要
も

あ
っ
た
が
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
場
合
は
根
本

的
な
部
分
で
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
十
分
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
後
手
後
手
の
対
応
が
繰
り
返
さ
れ

た
形
跡
が
あ
る
。

困
難
な
実
走
と
実
験
の
検
証

　

肝
心
の
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
（
ダ
ブ
ル
フ
ロ

ア
、
ツ
イ
ン
フ
ロ
ア
と
も
呼
ば
れ
た
）
が

ど
れ
ほ
ど
の
空
力
的
効
果
を
発
揮
し
た
か

は
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ

な
り
の
可
能
性
は
あ
っ
た
も
の
の
決
定
的

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
よ
り
苦
戦
を

乗
り
越
え
る
ほ
ど
に
は
機
能
し
な
か
っ
た
。

ま
た
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
を
実
現
す
る
た
め
に

Chassis

Front suspension Double wishbones, pushrod operating
 single spring/ damper
Rear suspension Double wishbones, pushrod operating
 twin spring/dampers
Suspension dampers Bilstein/Penske
Wheel diameter Front:13in./Rear:13in.
Wheel rim widths Front:12in./Rear:15in.
Tyres Goodyear
Wheel BBS
Brakes Brembo
Brake pads Hitco/Carbone Industrie
Steering Ferrari
Radiators Ferrari/Secan
Fuel tanks ATL
Fuel & Oil Agip
Battery Magneti Marelli
Instruments Magneti Marelli
Radio Pioneer

Transmission

Gearbox Ferrari six speed longitudinal semi-automatic
 (F92AT:seven speed transverse)
Driveshafts Ferrari
Clutch AP

Dimensions

Wheelbase 2920mm
Front track 1810mm
Rear track 1678mm
Gearbox weight 50kg
Chassis weight 40kg
Formula weight 505kg
Fuel Capacity 220ℓ

Ferrari F92A Specifications

る
い
は
車
両
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
ら

か
じ
め
解
析
が
で
き
る
が
、
当
時
は
実
車

を
走
ら
せ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
す
ぎ
た
。
ま
し
て
や
Ｆ
92
Ａ
の
空

力
デ
ザ
イ
ン
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
構
造
で

成
り
立
っ
て
お
り
、
実
験
と
実
走
の
す
り

あ
わ
せ
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も

Ｆ
92
Ａ
の
産
み
の
親
で
あ
る
ニ
コ
ル
ス
は

熟
成
作
業
を
す
る
前
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
離

脱
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は

か
つ
て
在
籍
し
て
い
た
ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス

ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
を
呼
び
戻
し
て
熟
成
作
業

を
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

20
年
後
の
Ｆ
１
に
復
活

　

ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
は
、
走
ら
な
い
Ｆ

92
Ａ
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
シ
ャ
シ
ー
に

様
々
な
改
良
を
加
え
た
。
ア
ッ
パ
ー
デ
ッ

キ
と
ロ
ワ
デ
ッ
キ
の
長
さ
、
隙
間
の
間
隔

を
見
直
す
と
と
も
に
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
フ
ィ

ン
で
気
流
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
な
わ
れ

た
。
ま
た
、
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
の
ボ
ー

テ
ッ
ク
ス
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
ロ
ッ
ド
で

左
右
連
結
し
て
補
強
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
92
Ａ
に
は
当
初
縦
置
き
６
速
ギ
ヤ
ボ

ッ
ク
ス
が
装
備
さ
れ
、
第
５
戦
サ
ン
マ
リ

ノ
Ｇ
Ｐ
で
試
験
的
に
新
開
発
の
横
置
き
７

速
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
投
入
。
シ
リ
ー
ズ
第

12
戦
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
以
降
は
全
面
的
に
横

置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
が
用
い
ら
れ
、
横
置

き
（
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ス
）
の
頭
文
字
を
つ

け
て
Ｆ
92
Ａ
Ｔ
と
も
呼
ば
れ
た
。

　

第
15
戦
日
本
Ｇ
Ｐ
、
第
16
戦
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
と
、
Ｆ
92
Ａ
に
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
サ
ス
が
装
備
さ
れ
た
（
ニ
コ
ラ
・
ラ
リ

ー
ニ
車
の
み
）。
こ
れ
は
Ｆ
92
Ａ
の
改
良

サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
が
持
ち
上
が
っ
た
分
、

内
部
に
収
め
ら
れ
る
ラ
ジ
エ
タ
ー
を
含
む

補
機
類
の
取
り
付
け
位

置
も
持
ち
上
が
っ
て
車

体
重
心
が
上
が
り
、
運

動
性
能
が
低
下
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
足
を
引

っ
張
っ
た
。
さ
ら
に
フ

ロ
ン
ト
の
ノ
ン
ロ
ー
ル

式
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
も
、
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
幅
が
小
さ
い

た
め
に
Ｆ
92
Ａ
苦
戦
の

原
因
と
な
っ
た
。

　

ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
の
空

力
性
能
や
重
心
位
置
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
現

代
な
ら
ば
大
型
風
洞
実

験
施
設
や
Ｃ
Ｆ
Ｄ
、
あ

と
い
う
よ
り
も
、
も
は
や
新
た
に
開
発
さ

れ
る
93
年
型
マ
シ
ン
の
た
め
の
先
行
テ
ス

ト
で
あ
っ
た
。

　

結
局
Ｆ
92
Ａ
は
１
勝
も
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
結
果
的
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
低
迷

を
決
定
づ
け
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
リ
ヤ

デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
の
効
率
を
引
き
上
げ
る

た
め
に
本
来
の
フ
ロ
ア
の
上
面
構
造
に
手

を
加
え
る
と
い
う
発
想
は
あ
な
が
ち
間
違

っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
Ｆ
92

Ａ
か
ら
20
年
後
、
ト
ロ
ロ
ッ
ソ
の
Ｓ
Ｔ
Ｒ

６
、
Ｓ
Ｔ
Ｒ
７
は
、
ほ
ぼ
Ｆ
92
Ａ
と
同
じ

空
力
コ
ン
セ
プ
ト
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
Ｆ

92
Ａ
同
様
〝
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
〞
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
Ｆ
92
Ａ
は
、

常
識
を
飛
び
越
え
よ
う
と
し
た
意
欲
作
で

あ
り
実
験
作
で
あ
っ
た
が
、
い
さ
さ
か
生

ま
れ
る
の
が
早
す
ぎ
た
未
熟
児
で
あ
っ
た
。

想定どおりにダブルフロアが機能せず、サイドポンツーンの真下に設けられたチ

ャンネル（空間）を埋めた車両（普通のフロア）でテストした実績も残っている
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常識を飛び越えようとした意欲作であり実験作であったが

いささか生まれるのが早すぎた未熟児であった

ジェット戦闘機型のエアインテークを備えた

サイドポンツーンが目を引くフロントビュー。

先駆者ベネトンほどノーズ先端は高くはない

が、２本の支柱で吊り下げるベネトン式フロ

ントウイングを採用したF1史上２例目となる

リヤビューからはボディワークがフロアから

浮き上がっているように見える。これがF92A

のアイデンティティとも言えるダブルデッキ

（ダブルフロア）のディテールだ。しっかり開

発されれば未来は大きく違ったかもしれない



群集劇────
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回り舞台の演者たち、“主役”のフェラーリ

F92A～F92ATを囲む人々。右列上からハー

ベイ・ポスルズウエイト＆ニキ・ラウダ、ジ

ャン・アレジ、クラウディオ・ロンバルディ。

左列上からジャン-クロード・ミジョー、イワ

ン・カペリ、ジョン・バーナード。不思議だ、

これだけの面々が関与したというのに……。

1992年のフェラーリ陣営は、悲劇というよ

りも喜劇を演じているような状況にあった
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────『1992 混乱のマラネロ』
おそらく、それぞれはそれぞれの持ち場で頑張っていたはずだ

各自の能力もまた、一定の水準を超えるものではあった

ただ、噛み合わなかった。何もかもが、まったく――

もしかしたらF1マシンの歴史に残る革新車になれたかもしれない

でも、フェラーリF92Aが実際に得た役まわりは

『1992 混乱のマラネロ』なる群集劇の主役であった

Text/Toshiyuki Endo
Photos/Hiroshi Kaneko, Kenji Sawada, Masaru Miyajima,

Motorsport Images, SAN-EI
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開幕２戦連続全滅後の第３戦ブラジルで、アレジ４位に

カペリ５位。F92Aは初入賞をダブルで飾る。このとき

は、まさかこれが年間唯一の２台入賞になるとは誰も思

わなかっただろう。「もっと上がれる」と、信じていた

３幕目で４位＆５位、希望を持てていた頃?
Round 3 Brazilian GP @ Interlagos

雨のバルセロナでの第４戦

では、アレジがティレル時

代の斬れが戻ったかのよう

な活躍を見せる。マクラー

レン・ホンダに挑み、終盤

ベルガーをコース上でパス、

セナが止まって、３位表彰

台獲得だ。この年に彼のも

のとなった27番、その“ら

しさ”も感じさせる勇戦

サムライ・アレジ峻烈、４幕目は表彰台へ
Round 4 Spanish GP @ Barcelona



本拠地が混乱していようが、マシンが思うように走らな

かろうが、現場は戦い続けるしかない。中団に埋もれた

シルバーストン戦、カペリはリジェの後ろ９位で５戦ぶ

りの完走を記録する（チェッカーを受けるのは６戦ぶり）

カペリ久々の完走はシルバーストン戦
Round 9 British GP @ Silverstone

第３戦ブラジルで４位＆５位、（今にして思え

ば束の間の）上昇ムードで迎えた雨の第４戦

スペインで、２台のF92Aは中盤から揃って

６位入賞圏を走る。だがカペリは最後にスピ

ン、５位を失い10位完走扱い（アレジ３位）

上位編隊走行のスペイン、しかしカペリ空転
Round 4 Spanish GP @ Barcelona

前年も０勝だったフェラーリだが、この年はいよいよおかしいぞ……そん

な懸念が本格化してきたシーズン中盤、フランスGPではカペリのV12に電

気系トラブル発生。マラネロでは滑稽な政治ショーが佳境を迎えていたか

現場低迷、本拠地オタオタの中盤戦……
Round 8 French GP @ Magny-Cours

ウイリアムズ圧倒、その後ろにマクラーレンとベネトン、

これは92年の基本構図である。フェラーリF92Aはどこ？ 

１台はそれなりの位置、もう１台はアクシデントでコー

ス外……。新加入カペリの２戦目は０周リタイアに

92年、フェラーリF92A苦闘の典型的光景
Round 2 Mexican GP @ Mexico City
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フェラーリの27番にとって

特別な場所、カナダのジル

・ビルヌーブ・サーキット。

そこでアレジがシーズン２

度目の３位表彰台に立つ。

ちなみに３年後、彼はここ

で頂点に――。それにして

も、こうして見てくるとア

レジとF92Aの前半戦は、そ

んなにひどくもなかった!?

“27番のコース”でアレジ再びの表彰台
Round 7 Canadian GP @ Montreal

伝統のモナコ、終盤にあの“伝説の死闘”が生まれる第

50回大会の年だ。こちらはレース前半、アレジがミハエ

ルとの次世代バトルを演じる。しかし接触があり、その

ダメージも影響したか、マシントラブルでストップ

あの年のモナコ、アレジとミハエルも激闘
Round 6 Monaco GP @ Monte Carlo
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92年のハンガリーGPといえばマンセルの戴

冠戦だが、実はフェラーリのF1参戦500戦目。

アレジは序盤、若手ハッキネンが駆るV8搭載

のロータスとバトル。首尾よく抜いたがスピ

ン、リタイア。祝戦でエースは結果を残せず

フェラーリ500戦目、ロータスと戦うが……
Round 11 Hungarian GP @ Budapest

前半戦最後となる第８戦フランス、雨に翻弄

された母国戦のアレジがレース終盤にエンジ

ントラブルに見舞われ、F92Aは全滅だ。こ

の年、ダブルリタイアは16戦中８回に達す

ままならぬ完走、ダブルリタイア多し
Round 8 French GP @ Magny-Cours

マシンの“力勝負”の度合いが高かった、当時のホッケンハイムの予選。そ

こでの５番グリッド獲得は、この年のフェラーリの基本的な立ち位置を考

えるとアレジ健闘だ。決勝でも自身シーズン４度目の入賞を果たす（５位）

アレジ善戦のホッケンハイム
Round 10 German GP @ Hockenheim

アレジのみ“F92AT初戦”のスパ、雨絡みの展開で見せ

場が。序盤のタイヤ交換で王者マンセルに先行！ だが数

周後にラ・ソースで両者接触、アレジはパンク等あった

模様で立ち上がりにてスピン～リタイアとなってしまう

スパのピットで最強王者に先んじる見せ場
Round 12 Belgian GP @ Spa-Francorchamps



イタリアンドライバーのフェラーリでの成功

は難しい、そんな話を証明することになって

しまった92年のイワン・カペリ。レイトンハ

ウス・マーチ時代の笑顔が懐かしい……

015

終盤２戦、翌年に向けてアクティブサス仕様

車を走らせるために、テスターのニコラ・ラ

リーニが実戦舞台に登場。そしてこの日本～

オーストラリアの戦いにおいて、フェラーリ

は連続ダブル完走するなど上向き気配を示す

代役でラリーニ登場、チームに安定もたらす
Round 15 Japanese GP @ Suzuka

終盤第14戦ポルトガル、カペリは３戦連続リ

タイアとなり、これが自身の92年シーズン最

終レースに。日本馴染みの彼、栄光のフェラ

ーリ戦士としての鈴鹿凱旋はならなかった。

『1992 混乱のマラネロ』は演者変更に

カペリ、“シーズン完走”を果たせず――
Round 14 Portuguese GP @ Estoril

ハンガリーGPのこの絵柄、優勝争いであってほしいもの

だが……。後ろのマクラーレン、ベルガーは３位。前の

カペリは１周後れの６位だ。それでもカペリはこの年２

回目のポイントゲット、今はこれで上出来のフェラーリ

ハンガリーでカペリがシーズン２度目の入賞
Round 11 Hungarian GP @ Budapest
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前年91年にフェラーリで組んだふたりが内緒

話。「ジャン、去年の私の苦労が分かってきた

だろう？ 実は来年はね……」と語っていそう

なプロストは、この時点ではF1解説者、翌年

は最強チームへ。アレジの胸中やいかに

第13戦モンツァ、フェラーリにとっての聖地

でアレジがやった。シーズンベストとなる予

選３位。本来なら喜んでいてはいけない順位

だが、苦境下で得たひとつの到達点だ。でも

レースではトラブルによって序盤で消える

アレジ、モンツァでシーズン最高の予選３位
Round 13 Italian GP @ Monza

２度の表彰台は彼方の思い出、自身４戦連続リタイアと、もはや泥沼

の流れでアレジは鈴鹿にやってきた。そして予選ではシーズン自己最

悪の15位。それでも決勝ではミナルディを僅差で従え、意地の５位

ドン底からの決勝巻き返し、アレジ鈴鹿５位
Round 15 Japanese GP @ Suzuka

最終戦、ロケットスタートを決めたアレジは、４位入賞で連続ポイント。ラ

リーニも走り切り２戦連続２台完走だ。「終わり良ければ」とまでは言えな

いが、混乱したままの群集劇のようだった年、最後にわずかな光が差したか

アレジ4位、連続ダブル完走。最後に少し光が!?
Round 16 Australian GP @ Adelaide
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か
つ
て
の
面
影
な
き
フ
ェ
ラ
ー
リ

│
│
あ
な
た
は
１
９
８
５
年
か
ら
88
年
ま

で
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

ど
う
し
て
91
年
に
古
巣
に
戻
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
か
？

「
い
や
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
復
帰
し
た
ん
じ

ゃ
な
い
。
あ
れ
は
実
質
的
に
は
フ
ィ
ア
ッ

ト
だ
っ
た
。
私
は
２
年
半
ほ
ど
の
間
を
置

い
て
マ
ラ
ネ
ロ
に
戻
っ
た
が
、
も
う
ま
る

で
別
の
チ
ー
ム
の
よ
う
で
、
メ
ン
バ
ー
の

顔
ぶ
れ
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
。

　

移
籍
の
経
緯
を
話
す
と
、
テ
ィ
レ
ル
を

辞
め
る
こ
と
に
し
た
私
は
、
ど
こ
で
も
行

き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
け
る
ほ
ど
引
く
手
あ

ま
た
だ
っ
た
。
テ
ィ
レ
ル
０
１
９
が
大
い

に
注
目
を
浴
び
、
レ
ー
ス
で
の
優
勝
こ
そ

な
か
っ
た
も
の
の
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ

る
こ
と
を
示
し
た
か
ら
だ
。
当
時
は
ど
こ

の
家
に
も
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
つ
い
た

留
守
番
電
話
が
あ
っ
て
ね
。
ギ
・
リ
ジ
ェ

や
ロ
ン
・
デ
ニ
ス
、
フ
ラ
ビ
オ
・
ブ
リ
ア

ト
ー
レ
と
い
っ
た
面
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ミジョーが生み出した革新的フォルムのF92Aは

ティレル019の流れを汲むコンセプトの集大成だった

しかし、あまりに斬新なスタイルは不振の原因とされ

潜在能力を開花させるための適切な開発がなされなかった

Text/Adam Cooper  Translation/Kenji Mizugaki
Photos/Bernard Asset, XPB Images, Motorsport Images, SAN-EI

チ
ー
ム
の
迷
走
が
コ
ン
セ
プ
ト
を
台
無
し
に
し
た

リ
ル
の
週
末
（
９
月
下
旬
）
に
、
彼
ら
の

約
束
が
ど
れ
も
空
手
形
だ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
ん
だ
。
私
は
そ
の
週
末
の
土
曜
に

考
え
を
変
え
、
チ
ェ
ザ
ー
レ
の
と
こ
ろ
へ

行
っ
て
、『
ま
た
イ
タ
リ
ア
に
戻
ろ
う
か

と
思
う
』
と
伝
え
た
。

　

当
時
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
妙
に
楽
観
的
で
、

そ
の
年
の
世
界
選
手
権
を
勝
ち
取
れ
る
と

考
え
て
い
た
。
鈴
鹿
の
１
コ
ー
ナ
ー
で
ア

イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
と
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト

が
ぶ
つ
か
る
直
前
の
こ
と
だ
」

│
│
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
は
、
い
つ
か
ら
仕
事

を
始
め
た
の
で
す
か
？

「
90
年
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
ま
で
は
テ
ィ

レ
ル
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
最
終
戦
の
翌
日
に
は
荷
造
り
を

し
て
、
そ
の
足
で
マ
ラ
ネ
ロ
へ
向
か
っ
た
。

ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
の
ア
イ
デ
ア
は
、
も
う
あ

る
程
度
ま
で
固
ま
っ
て
い
た
。
私
の
最
初

の
仕
事
は
、
ピ
レ
リ
と
契
約
す
る
よ
う
チ

ェ
ザ
ー
レ
を
説
得
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
90

年
に
テ
ィ
レ
ル
が
使
っ
た
ピ
レ
リ
タ
イ
ヤ

は
、
特
に
予
選
で
は
か
な
り
い
い
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
た
か
ら
だ
。
た
だ
、

レ
ー
ス
タ
イ
ヤ
と
し
て
は
ひ
ど
い
も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
結
果
を
残
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
90
年
の
ク
ル
マ
が
、
も

う
１
シ
ー
ズ
ン
は
十
分
な
競
争
力
を
維
持

で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
基
本
設
計
か
ら
、

も
う
２
年
目
か
３
年
目
を
迎
え
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
だ
。
し
か
し
91
年
開
幕
戦

の
直
後
に
、
も
は
や
こ
の
ク
ル
マ
で
は
勝

て
な
い
と
気
づ
き
、
そ
こ
が
い
か
に
も
フ

ェ
ラ
ー
リ
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
急
遽
新

し
い
ク
ル
マ
を
作
ろ
う
と
決
め
た
ん
だ
。

シ
ー
ズ
ン
の
第
1
戦
を
終
え
て
か
ら
新
車

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
す
る
な
ん
て
、

普
通
な
ら
あ
り
得
な
い
こ
と
で
、
そ
の
影

響
で
92
年
に
向
け
た
私
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
う
し
て
作
り
上
げ
た
新
車（
６
４
３
）

は
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
で
投
入
さ
れ
、
驚
く
べ

き
こ
と
に
、
い
き
な
り
優
勝
争
い
に
加
わ

る
速
さ
を
示
し
た
。
確
か
ア
ラ
ン
が
予
選

で
フ
ロ
ン
ト
ロ
ウ
に
つ
け
、
２
度
ほ
ど
レ

ー
ス
を
リ
ー
ド
し
た
は
ず
だ
。
た
だ
、
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
か
ら
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
躍

進
が
始
ま
り
、
そ
れ
以
降
は
彼
ら
が
明
ら

か
な
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
６
４
３

は
ベ
ー
ス
と
な
る
シ
ャ
シ
ー
の
構
造
が
複

雑
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
か
な
り
厄
介
な
仕
事

だ
っ
た
。
テ
ィ
レ
ル
で
０
１
８
の
後
半
部

ジ
が
入
っ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
い
ま

だ
に
大
事
に
保
存
し
て
あ
る
（
笑
）。

　

チ
ェ
ザ
ー
レ
・
フ
ィ
オ
リ
オ
か
ら
も
何

度
か
誘
い
を
受
け
て
い
た
が
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
に
戻
る
の
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
私
は
リ
ジ
ェ
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
る

こ
と
に
決
め
て
、
サ
イ
ン
す
る
直
前
ま
で

話
が
進
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
エ
ス
ト

I n t e r v i e w  w i t h ジャン‐クロード・ミジョー インタビュー

92年２月の新体制発表でお披露目されたニューマシン。多くのメディアがジェット

戦闘機のような美しいスタイリングと、斬新なフロア構造を衝撃的に報じた
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1953年１月16日生まれ。フランス出身。大学で航空宇宙工

学を学び、ルノー・スポールのF1チームに加入。85年にチー

ムが閉鎖されるまで在籍した。その後フェラーリに移籍し、ハ

ーベイ・ポスルズウエイトと共に働く。88年にハーベイとと

もにティレルに移り、90年末まで在籍。この時期、プジョー

のスポーツカープログラムの誘いをジャン・トッドから受け

るも、ティレルで自分の考えを活かした車を作れそうなので、

辞めるつもりはないと断る。91年、再びフェラーリに移り、

643とF92Aをデザインするが、93年１月に解雇。同年7月に

フェラーリに移籍したトッドと再び話す機会があったが、す

でにガブリエル・ルミとともに設立したフォンドメタル社の

ビジネス、ティレルとの仕事に関わり始めていた。その後も

同社を経営し、空力コンサルティングや風洞開発を行なった

ジャン‐クロード・ミジョー
Jean-Claude Migeot

分
を
流
用
し
、
フ
ロ
ン
ト
を
設
計
し
直
し

て
０
１
９
を
作
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

あ
の
ク
ル
マ
も
前
半
部
分
だ
け
を
作
り
変

え
て
少
し
ノ
ー
ズ
を
持
ち
上
げ
た
。
し
か

し
、
モ
ノ
コ
ッ
ク
の
構
造
上
、
そ
れ
が
簡

単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
終
了
後

に
チ
ェ
ザ
ー
レ
が
ク
ビ
に
な
っ
た
。
競
争

力
を
高
め
た
け
れ
ば
、
い
い
ク
ル
マ
を
作

る
よ
り
も
先
に
、
ま
ず
安
定
し
た
チ
ー
ム

組
織
が
必
要
だ
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
フ
ェ

ラ
ー
リ
は
、
そ
の
逆
を
や
ろ
う
と
し
て
い

た
。
チ
ェ
ザ
ー
レ
の
後
任
に
ク
ラ
ウ
デ
ィ

オ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
納
ま
り
、
ピ
エ
ロ

・
ラ
ル
デ
ィ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
も
呼
び
戻
さ

れ
、
チ
ー
ム
統
括
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い

た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
私
に
与
え
た
仕
事

は
、
あ
ま
り
に
も
範
囲
が
広
す
ぎ
た
。
レ

ー
ス
チ
ー
ム
の
面
倒
を
第
一
に
見
る
こ
と

に
な
り
、
私
は
91
年
後
半
の
大
部
分
を
サ

ー
キ
ッ
ト
で
の
仕
事
と
移
動
に
費
や
し
た
。

翌
年
に
向
け
た
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
の
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
だ
目
標
を
達
成
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
何

と
か
92
年
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う
よ
う
に

ク
ル
マ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
た
」

Ｆ
92
Ａ
誕
生
の
経
緯

│
│
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ニ
コ
ル
ス
は
、
Ｆ
92

Ａ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
発
案
に
は
フ
ラ
ン
コ

・
ル
イ
ジ
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
一
役
買

っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
フ
ラ
ン
コ
は
す
ご
い
や
つ
だ
っ
た
。
ア

ウ
ト
ス
プ
リ
ン
ト
と
か
、
そ
の
手
の
雑
誌

で
見
た
写
真
か
ら
、
す
ぐ
に
1
台
の
ク
ル

マ
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
し
ま
う
ん
だ
。

手
本
に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
自
分
な
り
に

ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
ね
。
そ
ん
な
彼
の
能

力
は
と
て
も
役
に
立
っ
た
。

　

最
初
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
加
わ
っ
た
時
、

私
は
あ
る
意
味
で
騙
さ
れ
た
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
ハ
ー
ベ
イ
（
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ

ト
）
と
面
接
し
た
時
、
私
が
『
自
前
の
風

洞
を
持
た
な
い
限
り
、
開
発
は
方
向
性
を

見
失
っ
て
迷
子
に
な
る
』
と
言
う
と
、
彼

も
ま
っ
た
く
同
じ
意
見
だ
っ
た
。
実
際
ル

ノ
ー
で
は
そ
う
な
っ
た
し
、
86
年
の
フ
ェ

ラ
ー
リ
も
同
様
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、

ハ
ー
ベ
イ
が
『
他
の
こ
と
は
全
部
い
っ
た

ん
止
め
て
、
ま
ず
風
洞
を
作
ろ
う
』
と
号

令
を
か
け
、
オ
ー
ル
ド
マ
ン
（
エ
ン
ツ
ォ

・
フ
ェ
ラ
ー
リ
）
は
、
そ
の
た
め
に
駐
車

場
の
敷
地
の
半
分
を
使
う
こ
と
を
許
し
て

く
れ
た
。
風
洞
は
そ
れ
か
ら
約
９
カ
月
で

競
争
力
を
高
め
た
け
れ
ば
安
定
し
た
チ
ー
ム
組
織
が
必
要
だ
が

当
時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
そ
の
逆
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
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コ
ー
ス
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
私

た
ち
は
そ
こ
へ
実
車
を
持
ち
込
ん
だ
。
テ

ス
ト
の
目
的
は
空
力
の
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
り
、

エ
ン
ジ
ン
は
余
っ
て
い
た
旧
型
を
積
ん
で

い
た
。
コ
ー
ス
を
１
周
し
て
戻
っ
て
き
た

ア
レ
ジ
は
、
こ
う
言
っ
た
よ
。『
こ
の
エ

ン
ジ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
で
使
っ
た
も
の
よ

り
ず
っ
と
い
い
！
』

　

そ
の
後
、
彼
は
『
こ
の
エ
ン
ジ
ン
を
使

わ
せ
て
ほ
し
い
』
と
、
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
に

直
訴
し
た
。
旧
型
は
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ン
ジ

ン
と
し
て
ス
ク
ー
デ
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
に

供
給
さ
れ
て
い
た
が
、
間
が
悪
い
こ
と
に
、

第
２
戦
は
標
高
が
高
い
メ
キ
シ
コ
で
開
か

れ
、
問
題
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
ス
ク
ー
デ
リ
ア
・
イ
タ
リ

ア
の
方
が
ス
ト
レ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
が
は
る

か
に
速
か
っ
た
ん
だ
。
結
果
、
チ
ー
ム
内

で
は
大
き
な
政
治
的
争
い
が
勃
発
し
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
エ
ン
ジ
ン
部
門

の
連
中
は
新
型
エ
ン
ジ
ン
に
問
題
は
な
い

と
主
張
し
、
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
は
い
き
な
り

難
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
前
年
に
フ

ェ
ラ
ー
リ
に
復
帰
し
た
彼
は
、
Ｆ
92
Ａ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
て
、
こ
れ
は
素
晴
ら

し
い
と
惚
れ
込
ん
で
い
た
。
着
任
早
々
、

フ
ェ
ラ
ー
リ
が
こ
う
し
た
革
命
的
デ
ザ
イ

ン
を
打
ち
出
し
て
好
成
績
を
収
め
れ
ば
、

自
分
が
偉
大
な
英
雄
に
な
れ
る
と
思
っ
た

ん
だ
。
イ
タ
リ
ア
人
は
す
ぐ
に
有
頂
天
に

な
り
、
ま
た
気
が
変
わ
る
の
も
早
い
か
ら

ね
（
笑
）。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ニ
キ
・
ラ

ウ
ダ
は
、
も
ち
ろ
ん
ず
っ
と
賢
明
な
人
だ

っ
た
が
、
彼
の
状
況
分
析
に
よ
れ
ば
、
チ

ー
ム
に
必
要
な
の
は
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー

ド
を
呼
び
戻
す
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、

私
は
ほ
ん
の
２
週
間
か
そ
こ
ら
で
、
完
全

に
孤
立
無
援
の
状
態
に
陥
っ
た
」

│
│
そ
れ
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
す
か
？

「
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
２
戦
を
終
え
た
時
だ
。

先
ほ
ど
も
言
っ
た
よ
う
に
、
私
は
91
年
に

あ
ま
り
に
も
多
く
の
仕
事
を
抱
え
な
が
ら
、

92
年
の
新
車
で
は
メ
カ
ニ
カ
ル
な
部
分
を

一
新
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
ハ

ー
ベ
イ
が
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
来
て
く
れ
れ
ば
、

そ
う
し
た
仕
事
に
は
ま
さ
に
適
任
で
心
強

い
と
思
っ
た
ん
だ
。
長
年
一
緒
に
働
い
た

彼
を
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
に
推
薦
す
る
こ
と

に
迷
い
は
な
か
っ
た
。
91
年
と
92
年
の
間

の
オ
フ
に
、
ハ
ー
ベ
イ
を
連
れ
て
モ
ン
テ

ゼ
モ
ロ
を
訪
ね
、
彼
の
オ
フ
ィ
ス
で
面
談

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
ハ
ー
ベ
イ
は
Ｆ
92
Ａ
の
風
洞
デ

ー
タ
に
は
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
、

実
車
で
も
機
能
す
る
と
い
う
確
信
は
持
て

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
空
力
を
開

発
す
る
代
わ
り
に
横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス

に
賭
け
、
そ
れ
を
搭
載
し
た
ク
ル
マ
が
シ

ー
ズ
ン
後
半
に
Ｆ
92
Ａ
Ｔ
と
し
て
投
入
さ

れ
た
。
し
か
し
、
横
置
き
は
空
力
的
に
は

不
利
だ
っ
た
。
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
の
出
口

付
近
の
幅
が
、
縦
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
よ

り
も
大
き
い
か
ら
だ
。
結
果
と
し
て
、
私

は
当
初
よ
り
も
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
デ
ィ
フ

ュ
ー
ザ
ー
を
い
く
つ
も
作
ら
さ
れ
、
気
流

を
導
く
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
効
果
も
低
下
し
た
。

そ
う
し
て
新
た
に
作
っ
た
も
の
は
、
ど
れ

も
フ
ィ
オ
ラ
ノ
や
テ
ス
ト
を
し
た
他
の
コ

ー
ス
で
、
以
前
よ
り
ク
ル
マ
を
遅
く
す
る

方
向
へ
働
い
た
。
結
局
そ
れ
ら
が
実
戦
で

使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
成
績
は

ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
っ
た
。

　

私
が
思
う
に
、
も
し
テ
ィ
レ
ル
だ
っ
た

ら
、
あ
き
ら
め
ず
に
あ
の
ク
ル
マ
の
開
発

を
続
け
て
い
た
だ
ろ
う
。
毎
年
新
車
を
作

る
ほ
ど
の
予
算
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ

が
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
あ
っ
さ
り
と
見
切
り

を
つ
け
て
、
白
紙
の
状
態
か
ら
の
再
出
発

を
決
め
た
」

逸
れ
ゆ
く
開
発

│
│
幅
の
広
い
横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
が
、

気
流
の
妨
げ
に
な
っ
た
の
で
す
ね
？

「
あ
の
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
の
お
か
げ
で
ク
ル

マ
が
速
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う

ね
。
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
の
設
計
に
は
多
く
の

時
間
が
費
や
さ
れ
、
そ
の
影
響
は
他
の
部

分
に
も
及
ん
だ
。
例
え
ば
、
私
は
０
１
９

の
フ
ロ
ン
ト
に
使
っ
た
よ
う
な
モ
ノ
シ
ョ

ッ
ク
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
頼
ん
だ
の
だ
が
、

そ
の
設
計
は
と
て
も
褒
め
ら
れ
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
で
、
私

が
『
こ
れ
を
見
て
く
れ
』
と
言
う
と
、
ハ

ー
ベ
イ
も
『
ま
い
っ
た
な
、
こ
れ
は
』
と

二
の
句
が
継
げ
な
か
っ
た
の
を
よ
く
覚
え

て
い
る
。
ロ
ッ
カ
ー
の
側
面
に
ロ
ー
ラ
ー

を
設
け
て
い
な
い
た
め
に
、
作
動
に
摩
擦

抵
抗
が
生
じ
て
い
た
ん
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー

が
コ
ー
ナ
ー
で
の
挙
動
に
一
貫
性
が
な
い

と
訴
え
た
原
因
は
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
あ

っ
た
。

　

Ｆ
92
Ａ
に
は
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
り
、
開
発
す
れ
ば
引
き
出
せ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
や
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
適

切
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供
の

よ
う
な
も
の
だ
。
ナ
ル
ド
で
行
な
っ
た
テ

ス
ト
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
で
漠
然
と
感
じ

て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
実
車
の
デ

ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
が
発
生
さ
せ
る
ダ
ウ
ン
フ

ォ
ー
ス
は
、
風
洞
の
値
よ
り
も
大
き
か
っ

た
ん
だ
。
あ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
部
分
に
、
あ

る
種
の
ス
ケ
ー
ル
効
果
が
作
用
し
て
い
た

の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
私
は
も
っ
と
縮
尺

が
大
き
い
風
洞
モ
デ
ル
を
作
っ
て
、
ど
こ

か
別
の
風
洞
で
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
を
取

り
た
い
と
チ
ー
ム
に
要
請
し
て
い
た
ん
だ
。

　

と
も
あ
れ
、
そ
う
し
た
風
洞
と
実
車
の

違
い
か
ら
、
風
洞
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
デ

ザ
イ
ン
し
た
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
は
小
さ

す
ぎ
、
リ
ヤ
の
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
と
釣
り

合
っ
て
い
な
か
っ
た
。
対
策
と
し
て
、
私

た
ち
は
フ
ラ
ッ
プ
を
大
型
化
し
、
ピ
ッ
チ

セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
改
善
す
る
た
め
に

い
ろ
い
ろ
と
手
を
打
っ
た
。
他
に
も
開
発

の
余
地
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
の
に
、
チ
ー

ム
に
は
開
発
を
続
け
る
意
志
が
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
シ
ー
ズ
ン
半
ば

に
バ
ー
ナ
ー
ド
と
契
約
し
、
そ
の
時
点
で

も
う
私
の
命
運
は
決
ま
っ
て
い
た
」

│
│
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ド
の
完
成
に
期
待

を
か
け
な
が
ら
、
そ
れ
が
実
現
し
な
か
っ

た
こ
と
も
、
あ
な
た
に
と
っ
て
は
痛
手
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
91
年
の
段
階
で
、
す
で
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

の
ク
ル
マ
は
存
在
し
て
い
た
。
あ
の
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
は
実
際
に
は
、
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
部
分
的
に
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
が
開

発
し
た
も
の
で
、
ア
メ
デ
オ
・
ビ
ス
コ
ン

テ
ィ
と
い
う
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
を
知
り
尽
く
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Ｆ92Ａには大きなポテンシャルがあり
開発すれば引き出せたにもかかわらず
誰もそのために必要なことをやろうとしなかった

完
成
し
た
が
、
そ
の
間
、
私
は
ク
ル
マ
の

デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
建
設
工

事
の
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。

　

当
時
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
ま
だ
小
さ
な
チ

ー
ム
で
、
す
べ
て
の
オ
フ
ィ
ス
が
一
本
の

同
じ
廊
下
に
面
し
、
そ
の
一
番
奥
に
オ
ー

ル
ド
マ
ン
が
い
た
。
私
は
ハ
ー
ベ
イ
の
オ

フ
ィ
ス
に
製
図
板
を
持
ち
込
み
、
そ
こ
で

仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
製
図
板
で
は
３

台
の
ク
ル
マ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
ひ
と
つ

は
86
年
の
シ
ャ
シ
ー
に
、
か
な
り
大
柄
な

ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
を
被
せ
た
も
の
、
も
う
1

台
は
よ
り
ス
リ
ム
な
ボ
デ
ィ
を
持
つ
も
の
、

も
う
ひ
と
つ
が
〝
Ｆ
16
〞
と
呼
ば
れ
た
実

験
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
下
に

エ
ア
イ
ン
レ
ッ
ト
を
設
け
る
と
い
う
レ
イ

ア
ウ
ト
は
大
き
な
間
違
い
だ
っ
た
。
ボ
デ

ィ
下
面
の
気
流
を
大
き
く
減
速
さ
せ
て
し

ま
う
か
ら
だ
が
、
実
は
あ
れ
こ
そ
が
ダ
ブ

ル
フ
ロ
ア
の
祖
母
に
あ
た
る
。
あ
の
デ
ザ

イ
ン
は
フ
ラ
ン
コ
を
含
め
た
チ
ー
ム
の
全

員
が
知
っ
て
い
て
、
私
が
テ
ィ
レ
ル
に
い

る
間
に
、
同
じ
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い
て
彼

が
い
く
つ
も
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
復
帰
し

た
後
、
私
も
実
際
に
彼
が
描
い
た
図
面
を

見
て
い
る
。
し
か
し
、
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
は
、

間
違
い
な
く
私
の
ア
イ
デ
ア
だ
！
」

│
│
再
び
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
戻
る
こ
と
を
決

め
た
時
点
で
、
す
で
に
あ
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

「
あ
れ
は
０
１
９
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。

基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ク
ル
マ
の
下

に
入
る
気
流
を
増
や
す
こ
と
で
、
そ
の
た

め
に
シ
ャ
シ
ー
の
前
側
を
持
ち
上
げ
る
の

が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
。
次
に
考
え

る
べ
き
は
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
だ
。
ア
ン

ダ
ー
フ
ロ
ア
に
よ
り
大
き
な
仕
事
を
さ
せ

る
に
は
、
そ
こ
へ
よ
り
多
く
の
空
気
を
送

り
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
用
い
た
ア
イ
デ
ア
が
、
昔

か
ら
あ
る
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ン
ウ
イ
ン
グ
の

原
理
だ
っ
た
。
ウ
イ
ン
グ
に
ス
ロ
ッ
ト
を

設
け
る
と
、
そ
こ
を
通
過
す
る
空
気
が
ウ

イ
ン
グ
下
面
の
気
流
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与

え
る
。
つ
ま
り
、
あ
の
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
は
、

い
わ
ば
ス
ロ
ッ
ト
を
持
っ
た
フ
ロ
ア
だ
っ

た
ん
だ
。
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
は
エ
ン
ジ

ン
の
ク
ー
リ
ン
グ
に
必
要
だ
か
ら
、
な
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
を
持
ち
上
げ
て
、
空
気
が
流
れ

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
サ

イ
ズ
は
上
下
方
向
に
８
㎝
ほ
ど
だ
っ
た
と

思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
と
て
も
大
き
な

ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
生
み
出
し
た
」

│
│
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
説
明
を
加
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

「
主
な
狙
い
は
、
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ト
ム
の
後

方
（
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
）
に
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
っ
た
気
流
を
送
り
込
む
こ
と

だ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
に
あ
る
。
通
常
、

サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
前
で
は
気
流
の
拡

散
が
起
き
る
。
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
の
そ
の
部

分
が
空
気
の
流
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
か
ら

で
、
結
果
と
し
て
そ
こ
で
気
流
は
減
速
す

る
。
風
洞
で
開
発
し
た
、
あ
の
と
て
も
小

さ
な
エ
ア
イ
ン
テ
ー
ク
は
、
そ
う
し
た
気

流
の
減
速
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
サ
イ
ズ
と
形
状
を
決
め
た
も

の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ダ
ブ
ル
フ

ロ
ア
の
部
分
に
到
達
す
る
空
気
の
流
れ
は
、

通
常
よ
り
も
高
い
速
度
を
保
っ
て
い
た
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
は
完
璧
に
機
能
し
た
よ
。

冷
却
面
で
も
、
イ
ン
テ
ー
ク
に
手
を
加
え

る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
ク
ー
リ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
あ
れ
こ
れ
と
記
事
に

も
書
か
れ
た
が
、
最
初
か
ら
何
の
問
題
も

な
か
っ
た
か
ら
ね
」

エ
ン
ジ
ン
問
題
か
ら
政
治
的
争
い
に

│
│
実
戦
投
入
直
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
初
戦
で
直
面
し
た
最
大
の
ト
ラ
ブ
ル
は

エ
ン
ジ
ン
の
問
題
だ
っ
た
。
あ
れ
は
新
型

の
エ
ン
ジ
ン
で
、
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た

の
か
は
知
ら
な
い
が
、
開
幕
戦
へ
行
っ
て

か
ら
そ
の
問
題
が
見
つ
か
っ
た
ん
だ
。
パ

ワ
ー
が
な
く
て
、
ブ
ロ
ー
バ
イ
が
異
常
に

多
か
っ
た
し
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
オ
イ
ル
を

消
費
し
た
。
ま
あ
、
そ
の
前
の
Ｖ
12
も
似

た
よ
う
な
も
の
で
は
あ
っ
た
け
ど
ね
。
オ

イ
ル
の
サ
ブ
タ
ン
ク
を
設
け
て
、
レ
ー
ス

の
途
中
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
コ
ッ
ク
を
操
作

し
、
エ
ン
ジ
ン
に
オ
イ
ル
を
補
給
し
て
い

た
ほ
ど
だ
。
ま
た
、
信
頼
性
も
低
か
っ
た
。

92
年
に
エ
ン
ジ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
で
何
度
リ

タ
イ
ア
を
喫
し
た
か
、
正
確
な
数
は
覚
え

て
は
い
な
い
が
、
と
に
か
く
も
の
す
ご
く

多
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
そ
し
て
、
毎

度
の
こ
と
な
が
ら
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
は
エ

ン
ジ
ン
に
問
題
が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
政
治

的
な
内
紛
が
起
き
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｆ
92
Ａ
の
空
力
コ
ン
セ

プ
ト
が
他
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
ク
ル
マ
が
速
く
な
い
の
は
、
そ
の

せ
い
に
違
い
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。
あ
ま

り
に
も
単
純
す
ぎ
る
考
え
だ
。
反
論
と
し

て
、
私
は
チ
ー
ム
の
風
洞
が
も
う
か
な
り

旧
式
で
、
し
か
も
小
さ
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。
実
際
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
作
業
を
し
て

い
た
風
洞
は
、
私
が
テ
ィ
レ
ル
時
代
に
使

っ
た
も
の
よ
り
も
縮
尺
が
小
さ
か
っ
た
。

40
％
が
標
準
だ
っ
た
時
代
に
、
30
％
の
風

洞
だ
っ
た
ん
だ
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ

ー
ム
は
ど
こ
で
も
40
％
で
、
そ
れ
よ
り
縮

尺
が
大
き
い
風
洞
は
ま
だ
誰
も
使
っ
て
い

な
か
っ
た
と
思
う
が
、
40
％
が
主
流
だ
っ

た
の
は
間
違
い
な
い
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
フ

ィ
ア
ッ
ト
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し

て
、
ナ
ル
ド
の
広
大
な
市
販
車
用
テ
ス
ト

I n t e r v i e w  w i t h

Jean-Claude
Migeot



022

し
た
と
て
も
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
フ
ェ

ラ
ー
リ
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
。
シ
ス
テ

ム
は
も
の
す
ご
く
複
雑
で
信
頼
性
も
低
か

っ
た
か
ら
、
92
年
の
ク
ル
マ
に
最
初
か
ら

搭
載
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を
期
待
し
て
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
、
終

盤
の
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
実
戦

ン
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
成
績
を
残
せ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
だ
。
92
、
93
年

に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
実
証
し
た
よ
う
に
ね
。

だ
が
、
あ
の
手
の
シ
ス
テ
ム
は
、
当
時
は

ま
だ
熟
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
私
自

身
も
油
圧
式
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
サ
ー
キ

ッ
ト
で
走
ら
せ
る
の
は
、
時
期
尚
早
だ
と

思
っ
て
い
た
。
と
に
か
く
難
し
い
課
題
だ

っ
た
ん
だ
。
そ
の
後
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が

私
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明

し
た
わ
け
だ
が
、
私
が
油
圧
式
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
考
え
た
時
点
で
は
、

常
に
正
し
く
作
動
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
技

術
的
裏
付
け
が
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
95
年
の
テ
ィ
レ
ル
で
ハ
イ
ド

ロ
リ
ン
ク
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
ト
ラ
イ
し

た
時
に
も
、
あ
の
小
さ
な
チ
ー
ム
で
は
や

は
り
同
じ
問
題
に
直
面
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

必
要
な
だ
け
の
努
力
を
注
げ
ば
機
能
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
る
し
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は

そ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
け

れ
ど
も
、
91
年
あ
る
い
は
92
年
の
フ
ェ
ラ

ー
リ
で
は
、
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
、
あ
の
ク
ル
マ
は
ア
ク
テ
ィ
ブ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
な
く
て
も
、
十
分
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
た
と
思
う
。

メ
カ
ニ
カ
ル
な
面
で
対
処
す
べ
き
問
題
が

あ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
も
い
ず
れ

は
解
決
で
き
た
は
ず
だ
。
実
際
、
テ
ィ
レ

ル
で
は
そ
れ
が
で
き
た
の
だ
か
ら
。

　

ま
た
、
別
の
問
題
も
あ
っ
た
。
排
気
ガ

ス
を
利
用
し
た
ブ
ロ
ウ
ン
ア
ン
ダ
ー
ト
レ

イ
を
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
失
速
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
。
通
常
は
、
ス
ト

レ
ー
ト
で
車
速
が
あ
る
程
度
以
上
に
な
る

と
、
フ
ロ
ア
が
下
が
り
す
ぎ
て
デ
ィ
フ
ュ

ー
ザ
ー
が
失
速
し
、
そ
れ
で
最
高
速
を
２

〜
３
㎞
／
ｈ
は
稼
げ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ダ

ブ
ル
フ
ロ
ア
で
は
そ
う
し
た
現
象
が
起
き

ず
、
少
し
違
っ
た
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
強
い

ら
れ
た
。
あ
と
少
し
開
発
を
す
れ
ば
解
決

で
き
た
は
ず
な
の
に
、
残
念
な
が
ら
そ
の

方
向
へ
進
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」

続
く
迷
走

│
│
ニ
コ
ル
ス
が
チ
ー
ム
を
去
り
、
ポ
ス

ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
を
迎
え
、
や
が
て
バ
ー
ナ

ー
ド
も
加
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
状
況
は
一
層
複
雑
に
な
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
92
年
の
チ
ー
ム
は
顔
ぶ
れ
が
す
っ
か
り

入
れ
替
わ
り
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
に
関
し
て

言
え
ば
、
91
年
か
ら
残
っ
て
い
る
の
は
私

く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
難
し
い
状
況
に

あ
る
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
者
は
誰
で
も
、

ま
さ
に
ハ
ー
ベ
イ
が
言
っ
た
よ
う
に
『
い

や
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
。
こ
の
ク
ル

マ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
時
、
私
は
こ
こ
に

は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
ク
ル
マ
の
問
題
に

関
し
て
は
、私
に
は
何
の
責
任
も
な
い
』と
、

次
の
新
し
い
ク
ル
マ
だ
け
に
関
与
し
よ
う

と
す
る
。
け
れ
ど
も
、
ハ
ー
ベ
イ
の
新
車

は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
モ
ン
テ
ゼ
モ

ロ
が
彼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
上
げ
て

し
ま
っ
た
ん
だ
」

│
│
レ
ー
ス
の
結
果
を
見
る
と
、
ア
レ
ジ

は
２
度
ポ
デ
ィ
ウ
ム
に
も
上
が
っ
て
い
て
、

そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
成
績
不
振
と
い
う
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
？

「
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
し
て
は
、
あ
れ
で
も
最

悪
な
ん
だ
。
実
際
、
あ
の
年
に
は
ポ
イ
ン

ト
は
あ
ま
り
獲
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

ア
レ
ジ
は
い
ま
だ
に
あ
の
ク
ル
マ
が
大
好

き
ら
し
い
。
も
う
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
雨
中
の
フ

ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
最
初

か
ら
ウ
エ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
レ

ー
ス
中
盤
に
突
然
激
し
い
雨
が
降
り
始
め

た
。
そ
し
て
、
ス
リ
ッ
ク
の
ま
ま
ス
テ
イ

ア
ウ
ト
し
た
ジ
ャ
ン
は
、
あ
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
考
え
れ
ば
驚
異
的
な
ペ
ー
ス
で

走
り
続
け
た
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
Ｆ
92

Ａ
は
他
の
多
く
の
マ
シ
ン
よ
り
も
ず
っ
と

大
き
な
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
発
生
し
て
い

た
か
ら
だ
。
そ
れ
以
外
の
理
由
は
考
え
ら

れ
な
い
。
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
速
さ
を
通

常
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
発
揮
で
き
な

い
こ
と
に
は
話
に
な
ら
ず
、
あ
の
ク
ル
マ

で
は
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
が
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ

た
最
大
の
理
由
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

「
言
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
私
が
最
も
誇

り
に
思
っ
て
い
る
の
は
あ
の
ク
ル
マ
だ
。

テ
ィ
レ
ル
０
１
９
の
方
が
有
名
で
、
ダ
ブ

ル
フ
ロ
ア
は
悪
名
高
い
ア
イ
デ
ア
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
と
し
て
は
自
分
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
中
で
ベ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
。
も

っ
と
開
発
が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
が

行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
コ
ン
セ
プ

ト
に
反
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
開
発
ば
か
り

が
行
な
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
い
い
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
続
い
て
登
場
し
た
ク

ル
マ
た
ち
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
Ｆ

92
Ａ
は
多
く
の
人
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
。

に
も
投
入
し
た
。
だ
が
、
と
に
か
く
ま
と

も
に
機
能
せ
ず
、
レ
ー
ス
で
使
え
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」

│
│
も
し
あ
の
年
の
初
め
か
ら
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ド
が
あ

れ
ば
、
空
力
パ
ッ
ケ
ー
ジ
全
体
が
う
ま
く

働
い
て
い
た
で
し
ょ
う
か
？

「
信
頼
性
の
高
い
油
圧
式
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

モノコックのシェイプやリヤウイング支持方法、イン

ダクションポッド、モノショック式フロントサスから、

ティレル020からの流れが見受けられる。しかしF92Aの

モノショック構造は別のエンジニアが設計したという
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ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
そ

の
後
す
ぐ
に
禁
止
さ
れ
た
。
大
き
な
成
功

を
収
め
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
禁
止
さ
れ

た
の
は
、
あ
れ
を
許
し
て
お
く
と
ま
た
ク

ル
マ
が
速
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
誰
か
が
心

配
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
Ｆ
Ｉ
Ａ
が
ど
ん
な

理
由
を
挙
げ
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
、

と
も
あ
れ
彼
ら
は
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た
（
※
編
集
部

注
：
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
禁
止
の
条
文
は
、
入

手
で
き
る
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
て
い
な

い
）。
だ
が
そ
の
後
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー

ン
の
前
後
の
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
の
開
発
が

始
ま
り
、
現
在
で
は
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
広
が
っ
て
い
る
。
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー

ン
の
下
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
な
い
と
し
て
も
、

原
理
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
」

│
│
あ
の
年
に
も
何
か
し
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

一
番
の
お
気
に
入
り
で
あ
る
あ
の

ク
ル
マ
か
ら
、
学
ん
だ
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
い
や
、
私
に
と
っ
て
92
年
は
、
や
は
り

い
い
年
で
は
な
か
っ
た
ね
。
開
幕
直
後
を

別
と
す
れ
ば
、
サ
ー
キ
ッ
ト
に
も
あ
ま
り

行
か
な
か
っ
た
。
チ
ー
ム
が
問
題
と
見
な

し
た
こ
と
を
解
決
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

ね
。
そ
し
て
、
イ
ワ
ン
・
カ
ペ
リ
の
こ
と

を
思
う
と
本
当
に
胸
が
痛
む
よ
。
ジ
ャ
ン

は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
も
対
処
で
き
て
い

た
が
、
イ
ワ
ン
は
最
後
ま
で
Ｆ
92
Ａ
を
乗

り
こ
な
せ
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
あ

の
シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
彼
の
キ
ャ
リ
ア
は

損
な
わ
れ
、
事
実
上
終
止
符
を
打
た
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

も
つ
ら
い
思
い
出
だ
」

│
│
そ
れ
は
彼
ら
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す

か
？　

あ
る
い
は
、
ア
レ
ジ
が
ど
ん
な
ク

ル
マ
で
も
乗
り
こ
な
せ
た
の
に
対
し
、
カ

ペ
リ
の
方
が
や
や
神
経
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
フ
ロ
ン
ト
に
一
貫
性
が
な
い
こ
と
が
、

イ
ワ
ン
を
苦
し
め
た
の
だ
と
思
う
。
結
果

と
し
て
、
彼
は
ク
ル
マ
を
ま
っ
た
く
信
頼

で
き
な
か
っ
た
。
ふ
た
り
の
違
い
は
、
お

そ
ら
く
そ
こ
に
あ
っ
た
。
コ
ー
ナ
ー
へ
の

進
入
で
ク
ル
マ
の
挙
動
が
ナ
ー
バ
ス
で
も
、

ジ
ャ
ン
は
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
ド
ラ
イ

ブ
で
き
て
、
タ
イ
ム
も
イ
ワ
ン
よ
り
ず
っ

と
速
か
っ
た
。
だ
が
問
題
の
根
本
は
、
ク

ル
マ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
か
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
そ
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
悪
け
れ
ば
、
ク

ル
マ
を
信
じ
て
限
界
ま
で
プ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
限
界
は
か
な
り
高
い

と
こ
ろ
に
あ
り
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た

ち
は
そ
こ
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
」

│
│
も
し
あ
な
た
が
サ
ー
キ
ッ
ト
に
い
て
、

デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
な
ど
に
参
加
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
乗
り
や
す
い
ク
ル
マ
に
な

る
よ
う
に
手
を
打
て
た
で
し
ょ
う
か
？

「
抱
え
て
い
た
問
題
の
多
く
は
、
レ
ー
ス

の
週
末
に
解
決
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
先
ほ
ど
話
し
た
ロ
ッ
カ
ー
の

設
計
に
難
が
あ
っ
た
件
も
、
私
が
シ
ル
バ

ー
ス
ト
ン
へ
行
っ
て
、
初
め
て
見
つ
け
た

ほ
ど
だ
か
ら
ね
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
が
リ
ー
ダ

ー
だ
っ
た
年
か
ら
ハ
ー
ベ
イ
の
年
に
か
け

て
、
製
図
室
で
は
大
勢
の
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
わ
り
、
継
続
性
が
完
全
に
失
わ
れ
て

い
た
。
だ
が
、
何
よ
り
も
大
き
か
っ
た
の

は
、
や
は
り
エ
ン
ジ
ン
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
だ
」

新
た
な
る
旅
路

│
│
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
離
れ
た
の
は
い
つ
で

す
か
？

「
93
年
１
月
に
解
雇
さ
れ
た
。
ま
だ
契
約

途
中
で
40
％
の
モ
デ
ル
を
作
り
、
ま
だ
完

成
し
た
ば
か
り
の
そ
の
風
洞
へ
持
ち
込
ん

で
テ
ス
ト
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
リ

を
辞
め
た
後
、
縁
あ
っ
て
経
営
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
そ
の
風

洞
施
設
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
の
希
望
は
イ
タ
リ

ア
に
住
み
続
け
る
こ
と
で
、
ま
た
イ
ギ
リ

私
が
最
も
誇
り
に
思
っ
て
い
る
ク
ル
マ
は
F
92
A
だ

が
残
っ
て
い
た
３
年
目
に
つ
い
て
は
、
チ

ー
ム
と
争
っ
た
末
に
年
俸
の
支
払
い
を
受

け
ら
れ
た
。
シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
へ
行
っ
た

時
に
、
現
地
を
訪
れ
て
い
た
モ
ン
テ
ゼ
モ

ロ
が
バ
ー
ナ
ー
ド
と
面
談
す
る
の
を
見
て

い
た
の
で
、
ま
も
な
く
起
き
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
楽
観
的
な
予
想
は
し

て
い
な
か
っ
た
よ
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
私

は
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
次
の
新
車
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
。
実
は
88
年

に
オ
ー
ル
ド
マ
ン
が
亡
く
な
っ
た
時
と
同

様
に
、
補
佐
的
な
立
場
で
残
留
し
な
い
か

と
い
う
オ
フ
ァ
ー
も
あ
っ
た
が
、
仕
事
を

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
の
は
分
か
り
き

っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
こ
れ
は
奇
妙
な
巡
り
合
わ
せ
な

の
だ
が
、
86
年
に
マ
ラ
ネ
ロ
に
風
洞
を
作

っ
た
時
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
の
一

部
が
、
私
が
テ
ィ
レ
ル
に
い
る
間
に
、
イ

タ
リ
ア
国
内
で
は
最
大
規
模
の
風
洞
を
建

設
し
て
い
た
ん
だ
。
92
年
に
縮
尺
の
大
き

い
風
洞
を
探
し
て
い
た
私
は
、
シ
ー
ズ
ン

ス
へ
行
こ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
フ
ォ
ン
ド
メ
タ
ル
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
開
発
チ
ー
ム
と
し
て
テ
ィ
レ
ル

と
技
術
提
携
を
結
び
、
私
が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。
そ
う
し
て
、
私
は

起
業
家
と
し
て
の
人
生
を
歩
み
始
め
た
。

い
つ
か
自
分
が
会
社
を
経
営
す
る
な
ん
て
、

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
に
ね
！
」

ポルトガルGPが最後のF92A搭乗となったカペリ。ニ

コラ・ラリーニへの交代は、表向きは翌年用アクティ

ブサスペンション開発のためとされたが、当時はミス

や成績不振が解雇の原因と見る向きも多かった

I n t e r v i e w  w i t h

Jean-Claude
Migeot
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Text/Jotaro Takayasu  Photos/Hiroshi Kaneko, Bernard Asset, Kenji Sawada, Masaru Miyajima, Motorsport Images, SAN-EI

迷走する革新

二重底アンダートレイ、分離型インテークを設置したサイドポンツーンが特徴のF92Aは、「まるで戦闘機のような外観」と称賛された

フェラーリといえば、「エンジンこそがすべて」で有名なチームだが、肝心のエンジン部門とシャシー部門が対立し、革新は迷走する

問題だらけのF92Aをねじ伏せたアレジに対し、マシンを信じ切れなかったカペリは年間を通じて苦しみ、そしてチームを追われた

①サイドポンツーンは、樽型形状のインテークをボデ

ィから離して設置。前後ウイングは前年型643を踏襲。

フラップに黄色い識別マークを貼る27号車にアレジが

乗る。予選５位からスタートして４番手走行中にオイ

ルポンプの不具合で40周リタイア。②フロント翼端板

に南アフリカの輸入車業者「T.A.K. MOTOR Co.」の

ロゴを貼る。アンダートレイは、サイドポンツーンの

底面を約100mm上げて下パネルとの隙間に気流を取り

込む二重底構造。28号車はカペリが駆る。予選９位、

決勝はエンジントラブルでリタイア。③カウル内、排

気管上に２基のミッションオイルクーラーを装備

Rd.1 South African  GP

1

2

3
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①ノーズ先端からテールエンドまでの側面に平面エリアがひとつもないボディ、そして

モノコックから距離を置いて設置したポンツーンインテークといった特徴的なルックス

から、当時は地上を走る戦闘機などと呼ばれた。②先端を若干高めたノーズ下にフルワ

イドの吊り下げ式フロントウイングを装備。予選10位に沈んだアレジは決勝６番手走行

中にオイルを噴き上げ31周リタイア。③トレッドはフロント1810mm、リヤ1678mm。

予選20位のカペリはスタート直後にマーチのベンドリンガーと絡んで０周リタイア

Rd.2 Mexican  GP

3

①フロントウイング下から二重底

構成の下パネルと上パネルに延び

るロッドの一部が見える。アレジ

車の前後ウイングは前戦から変わ

らず。リヤウイングはアッパー3

枚、ロワ2枚の２段構成。予選６

位のアレジは、神経質なピッチン

グでハンドリングが安定しないマ

シンと格闘の末、決勝４位でシー

ズン初入賞。②カペリ車はロワウ

イングで全体を支持する３段構成

の新型リヤウイングを装備。③３

段リヤウイングは翼厚が薄く、弦

長も短いため、２段ウイングより

も翼端板の幅（前後の長さ）が短

くなる。11番手スタートのカペリ

はアレジに続く５位でゴールし、シ

ーズン初完走、初入賞を果たす

Rd.3 Brazilian  GP
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①リヤウイングは翼弦長の短い２段構成。ロワウイングはフラップなし

の１枚。合わせて前後幅の短い翼端板を装着。後縁は規定どおり車軸か

ら100mmの距離に設定されているため、ステーがつくメインウイング中

心部はサイズによって前後する。このレースではステーの前傾角度が前

戦仕様よりも浅いことが確認できる。アレジは予選７位、決勝は3番手

まで順位を上げたがマクラーレンのベルガーと接触して39周リタイアに

終わる。②カペリ車のリヤウイングもアレジ車同様、ロワ１枚の２段構

成。③決勝はリヤブレーキの不具合で単独スピン、序盤11周で戦線離脱

Rd.5 San Marino GP

①ラジエターアウトレットの前1/4に上下のフチが薄いカバーを装

着。ホイールはこの年から独占契約を結ぶBBSのマグネシウム鍛造

製。車体色に合わせてリム外周が赤に。②リヤウイングは開幕２戦

と同じ２段構成。③コクピットはアレジに合わせて設計されたため、

カペリには窮屈でかなり苦戦を強いられた。それでも予選５位と健

闘。決勝は６番手走行中の63周目にコースアウトして10位完走扱い。

④決勝ではフロント翼端板に輸入代理店の「Ferrari España Import」

が貼られた。アレジは一気に３番手で１コーナーへ。その後スピン

して一時６番手まで落ちるが徐々に順位を上げ、３位表彰台を獲得

Rd.4 Spanish  GP
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①ウイングは前後とも翼面積の大きな

フラップを通常よりも立て気味に装着。

開幕からノーズ上のドライバーズネー

ムとウインドシールドの間に短いアン

テナを後傾して装備。フロントサスペ

ンションは標準的なダブルウイッシュ

ボーン、プッシュロッドで１本のスプ

リング／ダンパーユニットを稼働させ

る。②アレジは予選４位、決勝はミッ

ショントラブルでリタイア。③コクピ

ット下部スぺースが狭く、カペリの体

がうまく収まらない問題解決に向けて、

シート座面にクッションを入れた。そ

の結果、着座位置が上がって、インダ

クションボックスのインテークをヘル

メットで塞いでしまう新たな問題が持

ち上がる。そのため、カペリはストレ

ートでしばしばヘルメットを傾けて走

行。④予選８位からスタートしたカペ

リ、５番手走行中にステアリングアー

ムが壊れて60周でレースを終えた

Rd.6 Monaco  GP
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4

①平面に見えるサイドポンツーン上面はインテークから後方に向かって

ラジエター部分を頂点に盛り上がり、なだらかに下がる曲面フォルム。

②サイドポンツーンとモノコックの接合部も前面は完全な曲面仕上げ。

③２台とも車番上にベントパイプのようなしなやかな素材のパーツがつ

く。④上ディフューザーと下ディフューザーはカウルと同じ幅に装備し

たスプリッター部分で結合するという複雑な構造を採用。リヤサスペン

ションはフロント同様、ダブルウイッシュボーン＋プッシュロッドだが、

スプリグ／ダンパ－ユニットは２本でミッション上に横置きに搭載

Rd.7 Canadian GP

028
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①フロント翼端板にイギリスの輸入

販売代理店で60年代はフェラーリの

プライベーターとしてル・マン24時

間などのスポーツカーレースで活躍

した「Maranello Concessionaires」

のロゴがつく。「Marlboro」の文字が

消されたタバコ広告禁止バージョン。

②ミラー寸法は横100mm、縦50mm。

フロントウイングから延びるボーテ

ックスジェネレーターは前輪で隠れ

る規定外の位置に小型スプリッター

を装備。ディフューザー上から排気

するエキゾーストの配置は開幕から

不変。③ホイールベースは2920mm

で前年型643よりも39mm長い

Rd.9 British  GP

①第４戦スペインGPからポンツーン

側面の「Agip」をはじめ「arexons」

などの技術スポンサーのマーキング

が傾き始める。アレジ車の「Agip」

は前上がり。予選６位のアレジは、途

中で雨となった決勝でひとりスリッ

クのままペースを落とさず3番手を

走行したが、スピンを喫しタイヤを

交換。その後エンジンブローで61周

リタイア。②「Agip」が正しく貼ら

れたカペリ車。予選８位、決勝は電

気系の不具合でリタイア

Rd.8 French  GP



①前後ウイングは高速仕様。アレジは予選５位、決勝も5位。②３段構

成のリヤウイングで臨んだ予選、カペリはエンジン不調で12番手スター

ト。決勝でも出力不足は変わらず20周リタイア。③予選はアレジ車も３

段構成のリヤウイング。決勝は２台ともミドルウイングを外し、２段構

成で走った。④二重底構成の構想：下パネルで気流を上下に分断し、上

パネルとの隙間に取り込んだ気流が下パネル下（車体下）の気流の側面

からの流入を遮断。車体下の気流をディフューザーの引き抜き効果によ

って加速させて負圧を生じさせ、車体全体でダウンフォースを獲得する

Rd.10 German GP

1
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①前後ウイングは標準構成。ガーニリップ付きフロントフラップは翼端

板上縁よりも上に飛び出す位置に。②車体からフロント翼端に向けてプ

ッシュロッドとほぼ平行に延びるワイヤーはボーテックスジェネレータ

ーの補強線。アレジは予選９位、決勝リタイア。③ノーズのみならず、ポ

ンツーン側面も曲面仕上げ。２枚のアンダートレイと上下それぞれをつ

なぐ細いロッドなどを含めれば、総パーツ数は他チームよりも余裕で２

倍を超える。整備性が落ちるのは顕著。10番手スタートのカペリは６位

でゴール。第３戦ブラジルGP以来となる当季２度目の入賞

Rd.11 Hungarian GP

1

2

3
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①アレジ用に横置きミッション専用車F92ATが実戦デビュー。縦置きで

は前傾姿勢で装備されていたウイングステーが後傾するので容易に見分

けられる。アレジは予選８位、決勝はタイヤ交換した直後にウイリアム

ズのマンセルと接触してリタイア。②前後ウイングの翼厚は薄い高速仕

様だが、リヤのアッパーウイングは２枚ではなく、３枚。予選仕様のカ

ペリ車はアレジ車よりも若干翼面積が大きいリヤフラップを装備。フロ

ントフラップの傾斜は中低速の標準仕様よりも浅い。③カペリ車のミッ

ションは縦置き。予選12位、決勝はエンジンが壊れリタイア

Rd.12 Belgian GP
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①シーズン終盤になって２台は完全に速

さを失い始める。オイルポンプの不具合

は完治した様子はなく、前戦ではオイル

タンクにサブタンクが追加されたことで

インダクションポッド頂部からなだらか

に下がるエンジンカウル後方の峰のライ

ンが不自然に持ち上がる形状となった。

カペリは予選16位、決勝はエンジンのト

ラブルで34周リタイア。②予選10位から

スタートのアレジは、13周目走行中に単

独スピンを喫し、４戦連続リタイア

Rd.14 Portuguese  GP
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①カペリ車のミッションも横置きに。フロントプッシュロッド上部モノコックにバル

ジがつく。リヤウイングは３段構成。②ディフューザーは、中央部が滑らかな曲面で

後方に跳ね上がる新型。リヤカウル内は２本の排気管のみ。カウル内からミッション

オイルクーラーが消えた（２基重ねてギヤボックス後端に後傾装備という説あり）。ア

レジは予選３位、決勝はエンジントラブルで12周リタイア。③搭載するラジエターは

フェラーリ／セカン製。７番手スタートのカペリはブレーキ不調で12周リタイア

Rd.13 Italian  GP



①前後ウイングは標準構成。リヤウイン

グはアッパー３枚、ロワ２枚。モノコッ

クのプッシュロッド上のバルジは従来型

サスには不要。アクティブサスの機器を

納めるためのものと思われる。②アレジ

車のミッションは横置き。15番手スター

トのアレジは５位入賞。③28号車にはテ

ストドライバーのラリーニが乗り、アク

ティブサスを実戦テスト。ミッションは

縦置き６速に戻され、カウル後端に３基

目のオイルクーラーを増設。フロント翼

端版に「CORNES」のロゴを貼る。④ラ

リーニはプラクティスで横置きミッショ

ン＆パッシブサス搭載のマシンもドライ

ブ。⑤モノコックのプッシュロッド基部

に追加されたバルジでアクティブ車と分

かるラリーニ車。予選はアレジより前の

11位、決勝スタートでエンジンがストー

ルし、最後尾からプッシュして12位完走

Rd.15 Japanese  GP

1

2

3

45
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①リヤウイングは前戦よりも面積の大き

なフラップを装備。樽型縦長ラジエター

インテークは開幕戦からうまく機能し、最

終戦までトラブルなし。ラリーニ車はア

クティブサスを搭載。「トラクションコン

トロールの重量がストレートでハンデに

なる」というラリーニは予選19位、決勝

11位。②縦置きミッションに戻されたリ

ヤエンドの外観は横置きに換装される前

と変わらず。リヤウイングステー前に追

加装備されたミッションオイルクーラー

の存在が確認できる。③予選６位のアレ

ジは、高速コーナーで唐突に挙動が変化

するマシンを巧みに操り４位入賞

Rd.16  Australian  GP

1

2

3
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て
い
る
。
当
時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
は
、
暇

さ
え
あ
れ
ば
ク
ル
マ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て

い
る
製
図
工
が
何
人
も
い
て
ね
。
そ
の
中

の
ひ
と
り
、
フ
ラ
ン
コ
・
ル
イ
ジ
と
い
う

男
が
、
ラ
ジ
エ
タ
ー
を
水
平
に
置
い
た
ラ

ジ
カ
ル
な
エ
ア
イ
ン
レ
ッ
ト
の
ス
ケ
ッ
チ

を
描
い
た
ん
だ
。
ミ
ジ
ョ
ー
は
そ
れ
に
少

し
手
を
加
え
て
、
フ
ロ
ア
外
縁
に
沿
っ
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ア
イ
デ
ア
と
組
み
合
わ
せ

た
。
さ
ら
に
彼
は
ラ
ジ
エ
タ
ー
そ
の
も
の

を
持
ち
上
げ
て
、
そ
の
真
下
ま
で
入
り
込

ん
だ
高
さ
１
０
０
㎜
の
深
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
作
り
、
コ
ー
ク
ボ
ト
ル
ラ
イ
ン
ま
で
つ

な
げ
た
。
そ
う
し
て
、
あ
の
ダ
ブ
ル
フ
ロ

ア
が
で
き
た
ん
だ
」

ア
ク
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
ら
…
…

│
│
そ
れ
が
91
年
夏
頃
の
こ
と
で
す
ね
？

「
あ
あ
。
そ
の
頃
に
は
も
う
、
92
年
車
の

コ
ン
セ
プ
ト
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
か

ら
ね
。
あ
の
ア
イ
デ
ア
に
は
、
い
く
つ
か

の
難
点
が
あ
っ
た
。
比
較
的
簡
単
に
解
決

で
き
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
一
番
の
問
題

は
フ
ロ
ア
や
リ
ヤ
エ
ン
ド
へ
と
向
か
う
チ

ャ
ン
ネ
ル
部
分
も
含
め
て
、
通
常
の
デ
ザ

イ
ン
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

が
必
要
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
車

重
が
重
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
う
し

た
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
の
継
ぎ
目
が
増
え
る
の

で
、
ド
ラ
ッ
グ
（
空
気
抵
抗
）
も
増
え
て

し
ま
う
。
そ
し
て
、
理
由
は
定
か
で
は
な

か
っ
た
が
、
ク
ル
マ
全
体
と
し
て
の
ド
ラ

ッ
グ
も
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
は
と
て
も
重
大
な
問
題
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
全
体
が
実

Interview with

スティーブ・ニコルス インタビュー
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起
源
は
６
４
０

│
│
Ｆ
92
Ａ
の
開
発
に
つ
い
て
、
ど
ん
な

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
か
？

「
あ
の
ク
ル
マ
へ
と
至
る
進
化
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
話
す
に
は
、
１
９
８
９
年
の

６
４
０
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
。
６
４
０

の
外
観
上
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、

前
後
に
長
い
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
と
細
く

縦
長
の
ラ
ジ
エ
タ
ー
イ
ン
レ
ッ
ト
だ
っ
た
。

私
が
移
籍
し
た
直
後
に
合
流
し
て
き
た
ジ

ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー
と
、
ど
う

し
て
あ
れ
が
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
の
か

を
話
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　

あ
の
ラ
ジ
エ
タ
ー
イ
ン
レ
ッ
ト
は
、
お

そ
ら
く
複
数
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
考
慮
し
た

末
の
結
論
だ
っ
た
。
ま
ず
イ
ン
レ
ッ
ト
を

細
く
縦
長
に
す
る
こ
と
で
、
サ
イ
ド
ポ
ン

ツ
ー
ン
を
前
後
に
長
く
し
て
も
、
前
輪
後

方
で
気
流
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
な
い
形
状
に

で
き
る
。
つ
ま
り
、
前
輪
の
内
側
と
ラ
ジ

エ
タ
ー
イ
ン
レ
ッ
ト
ダ
ク
ト
の
間
が
空
気

の
通
り
道
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
に
沿
っ
て
気
流
を
拡
散
さ
せ
ら

れ
る
ん
だ
。

　

ま
た
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
利
点
が
あ

っ
た
。
空
気
は
地
面
に
近
い
方
が
温
度
が

高
い
。
だ
か
ら
路
面
に
近
い
下
の
方
で
イ

ン
レ
ッ
ト
の
面
積
を
小
さ
く
、
上
の
方
を

大
き
く
す
る
と
、
平
均
で
は
よ
り
温
度
が

低
い
空
気
を
ラ
ジ
エ
タ
ー
に
導
け
る
。
そ

れ
に
加
え
て
高
速
域
で
は
ラ
ジ
エ
タ
ー
が

気
流
の
障
害
物
に
な
り
、
ラ
ジ
エ
タ
ー
の

前
面
、
あ
る
い
は
ラ
ジ
エ
タ
ー
ダ
ク
ト
の

前
で
も
気
流
が
減
速
し
て
空
気
が
車
体
の

F92Aについてレーシングカーデザインにおける

自らの哲学に反したクルマだとニコルスは語る

彼はなぜ自分の意思を開発に反映させなかったのか

そこには非常に複雑な事情があったようだ……

Text/Adam Cooper
Translation/Kenji Mizugaki

Photos/Hiroshi Kaneko,  Kenji Sawada, XPB Images, Motorsport Images

下
へ
流
れ
込
む
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ

た
気
流
が
車
体
の
下
へ
入
る
の
は
良
い
こ

と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ジ
エ
タ

ー
イ
ン
レ
ッ
ト
の
下
端
の
面
積
を
小
さ
く

す
れ
ば
、
車
体
の
下
へ
流
れ
込
む
速
度
の

落
ち
た
気
流
も
減
ら
せ
ら
れ
る
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
の
空
力
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

「
６
４
０
の
話
か
ら
少
し
ず
つ
進
化
さ
せ

て
い
っ
た
ん
だ
。
私
は
ミ
ジ
ョ
ー
に
こ
う

言
っ
た
。『
ラ
ジ
エ
タ
ー
イ
ン
レ
ッ
ト
ダ

ク
ト
の
下
端
を
さ
ら
に
細
く
、
そ
し
て
開

口
面
積
を
維
持
す
る
た
め
に
上
端
の
幅
を

広
く
し
て
、
逆
三
角
形
に
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
』
と
ね
。
ま
ず
最
初
に
実
験
し
た
形

状
が
こ
れ
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
30
年
を
経

て
、
今
で
は
そ
れ
が
ラ
ジ
エ
タ
ー
ダ
ク
ト

の
常
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
私
た
ち
が
考
え
た
の
は
、

ラ
ジ
エ
タ
ー
イ
ン
レ
ッ
ト
の
下
端
を
フ
ロ

ア
か
ら
持
ち
上
げ
て
、
そ
の
下
に
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
空
気
の
流
路
）
を
作
っ
て
は
ど
う

か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。
フ
ロ
ア
の
外
縁

に
沿
っ
て
、
例
え
ば
高
さ
１
０
０
㎜
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
設
け
、
ラ
ジ
エ
タ
ー
の
横
を

通
し
て
リ
ヤ
エ
ン
ド
の
コ
ー
ク
ボ
ト
ル
ラ

イ
ン
に
融
合
さ
せ
る
。
そ
れ
を
空
気
の
通

路
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ロ
ア
前
端
で
生
じ

た
遅
い
気
流
を
導
き
、
ラ
ジ
エ
タ
ー
部
分

か
ら
コ
ー
ク
ボ
ト
ル
へ
と
流
す
ん
だ
。
こ

れ
も
実
際
に
試
し
て
み
た
。

　

イ
タ
リ
ア
人
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
フ

ェ
ラ
ー
リ
の
こ
と
と
な
る
と
も
の
す
ご
く

熱
心
で
、
か
つ
芸
術
的
な
セ
ン
ス
も
優
れ

確信を持てなかったアクティブライドありきの空力コンセプト
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質
的
に
１
０
０
㎜
持
ち
上
げ
ら
れ
た
結
果
、

水
も
含
め
る
と
か
な
り
の
重
量
物
に
な
る

ラ
ジ
エ
タ
ー
が
高
い
位
置
に
置
か
れ
、
ク

ル
マ
の
重
心
が
上
が
っ
た
の
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
車
重
、

ド
ラ
ッ
グ
、
重
心
高
の
点
で
は
、
い
ず
れ

も
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
ん
だ
。

　

だ
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
問
題
は
、

ミ
ジ
ョ
ー
と
私
の
間
で
ピ
ッ
チ
セ
ン
シ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
や
空
力
の
ド
ラ
イ
バ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
し
て
、
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と

だ
。
当
時
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
イ
ド
を
開
発
し
て
い
た
。
私
と
し
て
は
、

特
性
が
穏
や
か
で
ド
ラ
イ
バ
ー
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
ク
ル
マ
に
す
る
に
は
、
メ
カ
ニ
カ

ル
な
ピ
ッ
チ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
法
を
用

い
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
安
定
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
空
力
面
で
も
あ
ま
り
ピ
ッ

チ
ン
グ
に
敏
感
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
余
地
も
必
要
で
、
メ
カ

ニ
カ
ル
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、
機
械
的
な
ピ
ッ

チ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
セ
ン
シ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
抑
制
と
い
っ
た
フ
ァ
ク
タ
ー
を

揃
え
て
い
け
ば
、
ク
ル
マ
を
正
し
く
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
で
き
る
一
定
の
幅
の
ウ
イ
ン
ド

ウ
が
得
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
ミ
ジ
ョ
ー
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

ド
に
完
全
に
依
存
す
る
こ
と
で
、
ク
ル
マ

の
姿
勢
を
完
璧
な
状
態
に
維
持
す
る
考
え

方
に
傾
い
て
い
た
。
そ
う
す
れ
ば
空
力
の

ピ
ッ
チ
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
気
に
す
る

必
要
は
な
く
な
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
彼

は
そ
の
考
え
に
沿
っ
て
ク
ル
マ
を
開
発
し

て
い
っ
た
」

│
│
も
し
シ
ー
ズ
ン
開
幕
当
初
か
ら
効
果

的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、

Ｆ
92
Ａ
の
空
力
コ
ン
セ
プ
ト
は
も
っ
と
良

く
機
能
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
そ
う
だ
ね
。
た
だ
、
そ
れ
に
は
ク
ル
マ

を
完
璧
に
正
し
い
姿
勢
に
維
持
し
て
く
れ

る
完
璧
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ド
を
開
発
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ピ
ッ
チ
セ

ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
問
題
は
無
視
で
き
る

か
ら
だ
。
そ
し
て
、
ピ
ッ
チ
セ
ン
シ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
気
に
せ
ず
に
、
最
大
の
ダ
ウ
ン

フ
ォ
ー
ス
、
最
小
の
ド
ラ
ッ
グ
、
最
大
の

空
力
効
率
だ
け
を
考
え
て
ク
ル
マ
を
開
発

で
き
る
。

　

驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
が
、
あ
の
ク
ル

マ
は
か
な
り
ピ
ッ
チ
ン
グ
に
敏
感
だ
っ
た
。

私
の
懸
念
は
ク
ル
マ
の
姿
勢
を
完
璧
に
維

持
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
の

開
発
を
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
点

に
あ
っ
た
。
例
え
ば
の
話
、
80
％
く
ら
い

の
効
果
を
発
揮
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
あ
れ

ば
、
何
と
か
開
発
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の

ウ
イ
ン
ド
ウ
が
狭
く
な
り
、
よ
り
ピ
ッ
チ

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
ク
ル
マ
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
あ
る
程
度
の
幅
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
さ

え
あ
れ
ば
、
あ
の
く
ら
い
の
ピ
ッ
チ
セ
ン

シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
は
対
処
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
。
完
璧
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ

な
り
に
効
果
の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ

ム
の
手
助
け
が
得
ら
れ
る
な
ら
ね
。

　

だ
が
結
局
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
チ
セ
ン
シ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
問
題
を
克
服
で
き
る
レ
ベ

ル
ま
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
を
熟
成
さ
せ
ら
れ
ず
、

あ
の
ク
ル
マ
は
大
き
な
欠
点
を
抱
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
空
力
の
ピ
ッ
チ
セ

ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
一
貫
性
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
根
本
は
効
果
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

ド
を
搭
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
」

検
討
不
十
分
の
ピ
ッ
チ
制
御

│
│
あ
な
た
は
基
本
的
に
は
シ
ャ
シ
ー
と

メ
カ
ニ
カ
ル
面
の
責
任
者
だ
っ
た
の
で
す

ね
？

「
あ
あ
。
シ
ャ
シ
ー
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
領
域
と
、
ク
ル
マ
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
た
。
要
す
る
に
シ

ャ
シ
ー
の
設
計
全
般
と
、
ク
ル
マ
を
サ
ー

キ
ッ
ト
で
走
ら
せ
て
行
な
う
研
究
開
発
だ
。

　

ミ
ジ
ョ
ー
は
と
て
も
有
能
な
男
で
、
優

れ
た
エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
シ
ス
ト
で
あ
り
、

評
判
も
良
か
っ
た
。
チ
ェ
ザ
ー
レ
・
フ
ィ

オ
リ
オ
が
チ
ー
ム
を
去
っ
た
後
、
シ
ニ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ

（写真左）1990年、641の

発表会に立つニコルス（右

端）とエンリケ・スカラブ

ローニ（中央）。641とは名

ばかりで、この時点ではほ

ぼ640のまま。（写真下）

640の特徴である長いサイ

ドポンツーンと細く縦長の

ラジエターインレットが、

F92Aの起源となっている

Interview with

Steve
Nichols
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・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
、
空
力
に
つ
い
て
は

ミ
ジ
ョ
ー
に
指
揮
を
執
ら
せ
る
と
決
め
た

ん
だ
。
当
時
の
ミ
ジ
ョ
ー
は
空
力
の
ス
タ

ー
だ
っ
た
か
ら
だ
。
チ
ー
ム
は
彼
の
ア
イ

デ
ア
、
つ
ま
り
あ
の
空
力
コ
ン
セ
プ
ト
に

賭
け
た
。
だ
が
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
も
単

独
で
は
機
能
し
な
い
し
、
空
力
は
ク
ル
マ

の
他
の
部
分
と
調
和
し
得
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
、
あ
る
い
は
統
合
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
ん
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

チ
ー
ム
は
ピ
ッ
チ
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

問
題
を
完
全
に
無
視
す
る
落
と
し
穴
に
陥

っ
た
」

│
│
シ
ャ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？　

91
年
型
を
改

良
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
？

「
あ
る
程
度
の
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
は
あ

っ
た
が
、
全
体
の
シ
ェ
イ
プ
、
ラ
ジ
エ
タ

ー
ダ
ク
ト
な
ど
を
含
め
て
、
ず
い
ぶ
ん
大

き
く
変
わ
っ
て
い
た
。
と
て
も
見
映
え
の

す
る
ク
ル
マ
で
、
例
え
ば
ノ
ー
ズ
の
形
状

も
美
し
く
、
ラ
ジ
エ
タ
ー
ダ
ク
ト
な
ど
と

き
れ
い
に
調
和
し
て
い
た
。
か
な
り
特
徴

的
な
ル
ッ
ク
ス
だ
っ
た
と
思
う
。
シ
ャ
シ

ー
の
出
来
も
良
か
っ
た
。
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
は
文
句
な
し
に
機
能
し
、
シ
ャ
シ
ー
の

剛
性
も
高
か
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
頼
ら

ず
に
ピ
ッ
チ
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
改
善

す
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
い
い
ク
ル
マ

に
仕
上
が
っ
た
は
ず
だ
。

　

昔
か
ら
あ
る
メ
カ
ニ
カ
ル
な
ピ
ッ
チ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
法
に
、
も
っ
と
目
を
向

け
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア

ド
を
成
功
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
完
璧

で
は
な
く
、
コ
ー
ナ
ー
へ
の
進
入
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
の
反
応
が
微
妙
に
遅
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
マ
ン
セ
ル
の
よ
う
に
並

外
れ
て
勇
敢
な
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
、
ク
ル

マ
が
多
少
た
め
ら
う
よ
う
な
動
き
や
、
予

想
と
違
う
動
き
を
示
し
た
り
し
て
も
、『
大

丈
夫
！
』
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
ド
ラ

イ
ブ
を
続
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
リ
カ
ル
ド

・
パ
ト
レ
ー
ゼ
は
そ
こ
ま
で
ク
ル
マ
を
信

じ
ら
れ
ず
、
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
踏
み
込
め
な

か
っ
た
。
あ
る
い
は
ナ
イ
ジ
ェ
ル
の
方
が

想
像
力
に
欠
け
て
い
て
、
起
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
リ
ア
ル
に
思
い
描
け
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
笑
）」

修
正
の
要
望
が
驚
く
ほ
ど
多
か
っ
た
こ
と

だ
。
そ
れ
を
マ
ラ
ネ
ロ
に
戻
っ
て
エ
ン
ジ

ン
担
当
と
話
を
す
る
と
、
彼
ら
は
こ
う
返

し
て
き
た
、『
い
や
、
ダ
イ
ナ
モ
で
は
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
ん
だ
け
ど
な
…
…
』。

私
は
自
分
の
耳
を
疑
っ
た
よ
。
私
た
ち
は

ダ
イ
ナ
モ
上
で
レ
ー
ス
を
し
て
い
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
！

　

そ
う
い
う
面
々
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

ド
ラ
イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
開
発
が
本
格
的
に

進
む
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
部
門
の
人

た
ち
は
長
年
に
わ
た
っ
て
ひ
と
つ
の
数
字
、

つ
ま
り
ピ
ー
ク
回
転
数
で
の
馬
力
し
か
見

て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
そ
れ
以
外
の
性

能
曲
線
を
意
識
し
始
め
る
ま
で
に
は
、
あ

る
程
度
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

彼
ら
が
ピ
ー
ク
の
大
き
な
数
字
だ
け
で
は

ン
チ
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
ア
ン
チ
ダ
イ
ブ
の
ジ

オ
メ
ト
リ
ー
や
、
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
の
ラ
イ
ジ
ン
グ
レ
ー
ト
を
適
切
な
レ

ベ
ル
に
設
定
す
る
と
い
っ
た
部
分
で
ね
。

検
討
が
不
十
分
だ
っ
た
と
思
う
」

│
│
な
ぜ
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
を

う
ま
く
機
能
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？

「
と
て
も
複
雑
な
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
、
一

夜
に
し
て
完
成
す
る
代
物
で
は
な
か
っ
た
。

あ
れ
を
正
し
く
機
能
さ
せ
る
に
は
膨
大
な

努
力
が
必
要
で
、
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ

ら
れ
ず
挫
折
し
た
人
た
ち
も
多
か
っ
た
と

思
う
。
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
は
か
な
り
い
い
仕

事
を
し
た
し
、
ご
存
知
の
よ
う
に
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
は
Ｆ
Ｗ
14
Ｂ
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

エ
ン
ジ
ン
担
当
の
あ
り
得
な
い
一
言

│
│
あ
の
年
の
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
、

ど
う
評
価
し
て
い
ま
し
た
か
？

「
あ
あ
、
あ
の
エ
ン
ジ
ン
に
は
い
く
つ
か

問
題
が
あ
り
、
当
時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
は
、

そ
れ
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
話
題
だ
っ
た
。

今
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
昔
か
ら
ず
っ
と
エ
ン
ジ
ン

の
〝
製
造
者
〞
で
あ
り
、
そ
れ
に
誇
り
を

持
っ
て
い
て
、
エ
ン
ジ
ン
に
関
す
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
評
価
を
好
し
と
し
な
か
っ
た
。

　

私
は
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
と
一
緒
に
フ

ェ
ラ
ー
リ
に
加
わ
っ
た
。
彼
は
開
発
が
得

意
で
仕
事
熱
心
だ
っ
た
し
、
傑
出
し
た
才

能
に
も
恵
ま
れ
た
抜
群
に
速
い
ド
ラ
イ
バ

ー
だ
っ
た
。
ア
イ
ル
ト
ン

・
セ
ナ
の
よ
う
に
派
手
で

強
烈
な
印
象
は
な
く
、
大

胆
不
敵
で
も
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
と
に
か

く
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
に
乗

せ
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
速
か
っ
た
ん
だ
。
ド
ラ

イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
彼
は

シ
ャ
シ
ー
担
当
だ
け
で
な

く
エ
ン
ジ
ン
担
当
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
た
ち
と
の
話
し
合

い
に
も
長
い
時
間
を
費
や

し
た
。
移
籍
直
後
の
テ
ス

ト
で
ア
ラ
ン
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
聞
い
て
感
じ
た

の
は
、
彼
が
指
摘
し
た
エ

ン
ジ
ン
に
関
す
る
問
題
点
、

（写真上）640からヒントを得てデザインされたというニコルスの言葉どおり、F92Aにも細

い縦長のラジエターインレットが採用された。（写真下）深さ100mmのチャンネルをコーク

ラインまでつなげる、この空気の通り道（流路）こそダブルフロアが持つ利点だった

ニコルスが美しいと評したF92Aのノーズラインは、ミジョーがティレルで開

発した020の流れを汲む（詳細はGP Car Story Vol.33 Tyrrell 020を参照）
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な
く
、
曲
線
が
カ
バ
ー
す
る
面
積
に
つ
い

て
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

よ
う
や
く
ド
ラ
イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

を
認
め
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
。
ま
あ
、
い
ろ

い
ろ
と
面
白
い
チ
ー
ム
で
は
あ
っ
た
よ
。

当
時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
は
、
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同

じ
く
ら
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
部
分
も
あ
っ
た
」

理
想
か
ら
か
け
離
れ
た
デ
ザ
イ
ン

│
│
あ
な
た
は
Ｆ
92
Ａ
が
実
戦
で
走
り
出

す
前
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
離
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
が

来
る
前
の
こ
と
で
す
か
？

「
少
し
重
な
っ
た
期
間
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ほ
ど
長
く
は
な
い
。
ハ
ー
ベ
イ
が
ザ
ウ

バ
ー
か
ら
移
籍
し
て
き
て
、
代
わ
り
に
私

が
ザ
ウ
バ
ー
へ
行
く
こ
と
で
話
が
つ
い
て

い
た
か
ら
ね
。
相
互
の
合
意
の
も
と
で
、

彼
と
職
場
を
取
り
替
え
た
ん
だ
。
フ
ェ
ラ

ー
リ
は
、
ハ
ー
ベ
イ
を
復
帰
さ
せ
る
プ
ラ

ン
を
気
に
入
っ
て
い
た
と
思
う
。
彼
は
長

年
ミ
ジ
ョ
ー
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た

か
ら
ね
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
は
成
功
を
収
め
た
ク
ル
マ
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
革
新
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
人
々
の
記
憶
に
残
り
ま
し
た
。

あ
の
ク
ル
マ
に
携
わ
っ
て
良
か
っ
た
点
は

何
で
し
ょ
う
か
？

「
い
い
経
験
だ
っ
た
。
常
識
の
枠
み
た
い

な
も
の
を
押
し
広
げ
て
、
他
と
は
ま
っ
た

く
違
う
ラ
ジ
カ
ル
な
ク
ル
マ
を
作
っ
た
と

い
う
点
で
は
ね
。
結
果
と
し
て
私
た
ち
は

痛
い
目
に
遭
い
、
個
人
的
に
は
少
々
腹
立

た
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
自
分
が
作
り

た
か
っ
た
ク
ル
マ
で
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
。

私
は
あ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
確
信
が
持
て
ず
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ド
で
完
璧
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
と
思
え
な
か
っ
た
か
ら
、
ピ

ッ
チ
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
無
視
で
き
る

と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

あ
の
ク
ル
マ
は
、
私
が
本
当
に
い
い
ク

ル
マ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
必
要
と
考

え
て
い
る
も
の
か
ら
、
大
き
く
か
け
離
れ

て
い
た
。
ひ
と
つ
の
こ
と
を
極
端
に
推
し

進
め
る
と
、
だ
い
た
い
大
失
敗
に
終
わ
る

も
の
な
ん
だ
。
過
去
の
例
を
見
て
も
、
慣

性
モ
ー
メ
ン
ト
の
最
小
化
を
目
指
し
た
マ

ー
チ
７
２
１
Ｘ
は
ひ
ど
い
失
敗
作
だ
っ
た

し
、
ゴ
ー
ド
ン
・
マ
ー
レ
イ
の
ロ
ー
ラ
イ

ン
の
ブ
ラ
バ
ム
（
Ｂ
Ｔ
55
）
も
そ
う
だ
。

バ
カ
み
た
い
に
単
純
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う

が
、
私
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
考
慮
す
る
よ

う
に
努
め
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

私
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
物
理
の
法

則
、
チ
ー
ム
の
リ
ソ
ー
ス
、
デ
ザ
イ
ン
チ

ー
ム
の
能
力
な
ど
を
す
べ
て
考
え
に
入
れ

た
う
え
で
、
最
良
の
ク
ル
マ
を
作
り
た
か

っ
た
。
車
体
の
低
さ
や
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト

の
小
さ
さ
を
極
め
た
ク
ル
マ
で
は
な
く
、

可
能
な
限
り
に
お
い
て
ベ
ス
ト
な
ク
ル
マ

だ
。
本
当
に
単
純
な
こ
と
な
の
に
、
か
な

り
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
も
そ
れ
を
無

視
し
て
失
敗
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
が
92
年
に
や
ろ
う
と
し
た

1947年２月20日生まれ。アメ

リカ出身。大学卒業後、ハーキ

ュリーズ・エアロスペースに入

社し、80年代半ばにマクラーレ

ンに加入。ジョン・バーナード

の後任として87年型のMP4/3

をデザイン。その翌年に圧倒的

強さを誇ったMP4/4も手がけ

る。以後、フェラーリ、ザウバ

ー、ジョーダン、ジャガーなど

複数のF1チームを渡り歩いた

スティーブ・ニコルス
Steve Nichols

こ
と
は
、
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
と
は
思

え
な
か
っ
た
が
、
私
の
立
場
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
か
っ
た
。
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
ミ

ジ
ョ
ー
を
支
持
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
が
な
け

れ
ば
機
能
し
な
い
彼
の
空
力
コ
ン
セ
プ
ト

に
賭
け
た
か
ら
ね
。
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
は
技

術
的
な
知
識
と
経
験
が
そ
れ
ほ
ど
豊
富
で

は
な
く
、
ど
う
い
う
結
果
に
な
る
か
を
正

し
く
判
断
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
ど
う
し
て
そ
の
考
え
に
至
っ
た
の

か
分
か
ら
な
い
が
、
ミ
ジ
ョ
ー
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
イ
ド
に
過
大
な
期
待
を
し
て
い
た

と
思
う
。
私
に
は
あ
の
ク
ル
マ
が
失
敗
に

終
わ
る
こ
と
は
予
見
で
き
て
い
た
。
だ
が
、

そ
れ
に
対
し
て
何
ら
か
の
手
を
打
つ
権
限

は
な
か
っ
た
ん
だ
」

あ
の
ク
ル
マ
が

失
敗
に
終
わ
る
こ
と
は

予
見
で
き
て
い
た
が

そ
れ
に
対
し
て
何
ら
か

手
を
打
つ
権
限
は
な
か
っ
た

終盤２戦で投入されたアクティブ

ライド。同機構ありきの空力コン

セプトと言われるも、アクティブ

そのものが熟成不足の代物だった

ゆえに、F92Aの真っ当な空力評

価は最後まで果たされなかった

Interview with

Steve
Nichols
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重版出来
!

バックナンバー一覧
No. タイトル 定価 発売日

Vol.1 McLaren MP4/4 Honda 1026円 2012年6月7日

Vol.2 Ferrari 641/2 1026円 2012年11月7日

Vol.3 Williams FW14B Renault 1026円 2013年3月7日

Vol.4 Tyrrell 019 Ford 1026円 2013年6月7日

Vol.5 Lotus 97T Renault 1026円 2013年9月6日

Vol.6 March 881 Judd 1026円 2013年12月7日

Vol.7 Williams FW16 Renault 1210円 2014年3月7日

Vol.8 Benetton B192 Ford 1100円 2014年6月7日

Vol.9 Lola LC90 Lamborghini 1100円 2014年9月8日

Special Edition 「AYRTON SENNA」 1222円 2014年10月2日

Vol.10 McLaren MP4/7A Honda 1100円 2014年12月6日

Vol.11 Ferrari F187 1100円 2015年3月7日

Vol.12 Jordan 191 Ford 1100円 2015年6月15日

Vol.13 Williams FW11 Honda 1100円 2015年9月7日

Special Edition 「1993: PROST vs SENNA vs SCHUMACHER」 1100円 2015年10月7日

Vol.14 Tyrrell 022 Yamaha 1100円 2015年12月8日

Vol.15 Benetton B190 Ford 1100円 2016年3月14日

Vol.16 Ferrari 412T2 1100円 2016年6月8日

Special Edition 「minardi」 1100円 2016年9月7日

Vol.17 Lotus 99T Honda 1100円 2016年10月7日

Vol.18 McLaren MP4-13 Mercedes 1100円 2016年12月7日

Vol.19 Toleman TG184 Hart 1100円 2017年3月7日

Vol.20 Ferrari F1-2000 1100円 2017年6月7日

Special Edition 「Lotus 1977-1979 The Last Glory」 1100円 2017年9月7日

Vol.21 McLaren MP4/5 Honda 1100円 2017年10月7日

Vol.22 Sauber C12 1100円 2017年12月7日

Vol.23 Arrows A18 Yamaha 1100円 2018年3月16日

Vol.24 Benetton B194 Ford 1100円 2018年6月7日

Special Edition 「SUZUKA」 1100円 2018年9月7日

Vol.25 Jordan EJ12 Honda 1100円 2018年10月9日

Vol.26 Tyrrell P34 Ford 1540円 2018年12月10日

Vol.27 Ferrari 640 1222円 2019年3月14日

Vol.28 Wolf WR1 Ford 1222円 2019年6月24日

Special Edition 「NIKI LAUDA」 1222円 2019年9月6日

Vol.29 Williams FW18 Renault 1300円 2019年10月9日

Vol.30 McLaren MP4/8 Ford 1300円 2019年12月7日

Vol.31 Jordan 199 Mugen-Honda 1300円 2020年3月13日

Vol.32 Lotus 107 Ford 1300円 2020年6月8日

Special Edition 「Adrian Newey」 1300円 2020年9月11日

Vol.33 Tyrrell 020 Honda 1300円 2020年10月7日

Vol.34 Williams FW22 BMW 1300円 2020年12月16日

Vol.35 Sauber C20 Petronas 1300円 2021年3月10日

「GP Car Story」にとって2021年は、創刊10年目のメモリアルイヤー

読者のみなさまのご要望にお応えしてバックナンバーが重版となり

通常号＆スペシャルエディション、すべてのラインアップが

全国書店、インターネット等でお買い求めいただけるようになりました

まだコレクションできていなかった「一台」をぜひこの機会に!

お求め方法

GP car

お支払い方法・送料について

■パソコンから ■ケータイから ■お電話で

03-5357-8802
受注センター

（平日10：00～17：30）

■クレジットカード払いの場合
手数料：無料／送料：一回200円

■代金引換払いの場合
手数料：300円／送料：一回200円

ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

株式会社 三栄　販売部

〒160-8461
東京都新宿区新宿6-27-30
新宿イーストサイドスクエア7F
TEL:03-6897-4611
（平日10：00～17：30）

検索で

▼お買い求めは、書店または下記へ
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２
０
２
１
年
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
第
５
戦
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
が
終
わ
っ
た

時
点
で
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
通
算
優
勝
回
数
は
２
３
８
勝
を
数

え
る
。
１
９
５
０
年
以
来
の
世
界
選
手
権
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
戦
・
合

計
１
０
４
０
戦
の
う
ち
、
約
23
％
と
い
う
勝
率
だ
。
ほ
ぼ
４

戦
ご
と
に
１
勝
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ
れ
に
続
く
の
は
マ

ク
ラ
ー
レ
ン
の
１
８
２
勝
、
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
の
１
１
７

勝
…
…
。
活
動
歴
が
長
い
か
ら
と
は
い
え
、
70
年
間
も
の
長

き
に
わ
た
っ
て
勝
っ
た
り
負
け
た
り
を
繰
り
返
せ
る
そ
も
そ

も
の
体
力
・
地
力
の
強
さ
は
、
他
の
追
随
を
ま
っ
た
く
許
さ

な
い
。
テ
ィ
フ
ォ
シ
と
称
さ
れ
る
熱
狂
的
フ
ァ
ン
か
ら
の
支

持
も
圧
倒
的
だ
。

　

70
年
余
の
間
に
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た
こ

と
も
何
度
か
あ
っ
た
が
、
イ
タ
リ
ア
工
業
界
の
要
た
る
フ
ィ

ア
ッ
ト
や
イ
タ
リ
ア
の
世
論
が
跳
ね
馬
の
消
滅
を
許
さ
な
か

っ
た
。
55
年
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
低
迷
し
、
ラ
ン
チ
ア
（
当
時

は
ラ
イ
バ
ル
会
社
）
が
経
営
危
機
か
ら
レ
ー
ス
活
動
停
止
に

追
い
込
ま
れ
た
際
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
が
仲
介
役
を
買
っ
て
出
て
、

完
成
間
も
な
い
斬
新
な
ラ
ン
チ
ア
Ｄ
50
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を

フ
ェ
ラ
ー
リ
へ
と
譲
り
渡
す
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
、「
ラ

ン
チ
ア
製
フ
ェ
ラ
ー
リ
」
を
得
た
ス
ク
ー
デ
リ
ア
は
56
年
に

王
座
へ
と
返
り
咲
く
。
ま
た
、
60
年
代
前
半
に
米
国
フ
ォ
ー

ド
が
フ
ェ
ラ
ー
リ
買
収
に
動
い
た
の
も
、
実
は
エ
ン
ツ
ォ
・

642＆643、F92A、F93Aで戦った91～93年は

跳ね馬史上唯一の０勝が続いた、まさにドン底期

もし2021年も１勝も挙げられなければ

久々の連続０勝、暗黒期がやってくるかも……

Text/Ring Archives
Photos/Motorsport Images, Kenji Sawada, Ferrari, SAN-EI

浮き沈みと振り幅の大きさがティフォシを惹きつける!?

「年間０勝」でも
フェラーリはフェラーリ

文／リング・アーカイヴズ

と
な
る
。
た
だ
し
ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
行
方
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
次

第
と
な
っ
た
が
、
レ
ー
ス
部
門
の
決
定
権
だ
け
は
エ
ン
ツ
ォ

の
手
中
に
残
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
経
済
的
に
安
定
し
た
70
年

の
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｆ
１
は
新
ボ
ク
サ
ー
12
気
筒
路
線
で
一
気
に

優
勝
戦
線
へ
と
復
調
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
す
ぐ
の
就

職
難
の
頃
、
弱
冠
20
歳
の
エ
ン
ツ
ォ
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
入
社
面

接
で
蹴
ら
れ
た
時
の
悔
し
涙
を
、
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
時
代
を
経
て
、
結
果
的
に
（
部
分
的
に
で
は
あ
る

が
）
フ
ィ
ア
ッ
ト
に
跪
か
せ
る
こ
と
で
晴
ら
し
た
と
も
言
え

る
。
一
生
を
賭
け
た
復
讐
劇
と
言
え
な
く
も
な
い
。
ス
ク
ー

デ
リ
ア
創
設
者
エ
ン
ツ
ォ
の
強
烈
な
個
性
や
カ
リ
ス
マ
性
は

昔
も
今
も
魔
法
の
よ
う
に
生
き
続
け
て
い
る
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
初
の
Ｆ
１
マ
シ
ン
が
実
戦
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の

は
48
年
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
、
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
と
マ
セ
ラ
テ

ィ
に
次
ぐ
３
位
だ
っ
た
。
今
で
は
３
車
と
も
フ
ィ
ア
ッ
ト
・

グ
ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
が
、
当
時
は
個
性
の
異
な
る
バ
チ

バ
チ
の
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
。

　

世
界
選
手
権
制
度
が
始
ま
っ
た
１
９
５
０
年
以
降
の
話
に

な
る
と
、
51
年
夏
の
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｐ
で
常
勝
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ

オ
を
破
っ
た
の
が
初
優
勝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
Ｆ

２
で
競
わ
れ
た
52
〜
53
年
は
連
戦
連
勝
、
58
年
に
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
制
度
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は
、

２
０
２
０
年
末
ま
で
に
計
16
回
の
タ
イ
ト
ル
を
奪
っ
て
い
る
。

２
番
目
に
就
け
る
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
で
さ
え
９
回
に
す
ぎ
な
い
。

70
年
代
半
ば
過
ぎ
の
ニ
キ
・
ラ
ウ
ダ
の
時
代
、
２
０
０
０
年

代
前
半
の
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
時
代
に
お
け
る

連
戦
連
勝
＝
固
め
打
ち
ぶ
り
は
特
に
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
ラ

テ
ン
系
で
は
な
く
ゲ
ル
マ
ン
系
の
ラ
ウ
ダ
や
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ

ー
に
は
、
チ
ー
ム
全
体
ど
こ
ろ
か
Ｆ
１
界
全
体
を
牽
引
す
る

よ
う
な
パ
ワ
ー
が
漲
っ
て
い
た
。

●

　

そ
の
一
方
、
年
別
の
勝
利
数
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
年
間

フ
ェ
ラ
ー
リ
御
大
が
フ

ィ
ア
ッ
ト
か
ら
の
さ
ら

な
る
援
助
を
引
き
出
す

た
め
の
駆
け
引
き
だ
っ

た
と
言
わ
れ
る
（
映
画

『
フ
ォ
ー
ド
vs
フ
ェ
ラ

ー
リ
』
で
も
描
か
れ
て

い
た
）
。
そ
し
て
69
年
、

つ
い
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
は

フ
ィ
ア
ッ
ト
の
子
会
社

312 （1969年）

1957年）

312B3 （1973年）

125 （1950年）

lu
GP Car

1

ランチア801 （1957年）
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０
勝
の
年
が
意
外
と
多
い
こ
と
に
も
目
が
留
ま
る
。
１
９
５

０
／
57
／
62
／
65
／
67
／
69
／
73
／
80
／
86
／
91
〜
93
／
２

０
１
４
／
16
／
20
年
の
計
15
年
間
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
71
年
間
の
う
ち
、
56
年
間
で
は
勝
利
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
未
勝
利
が
続
い
た
の
は
、
今
号
の
Ｆ

92
Ａ
期
を
含
む
91
〜
93
年
だ
け
だ
。

　

か
つ
て
の
ロ
ー
タ
ス
や
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
や
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

を
思
い
出
せ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
圧
倒
的
に
強
い
時
期
も
あ

れ
ば
、
ま
っ
た
く
勝
て
ず
に
低
迷
す
る
時
期
が
長
く
続
く
の

が
、
普
通
の
パ
タ
ー
ン
。
と
こ
ろ
が
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
場
合
は
、

０
勝
状
態
が
半
年
１
年
続
い
て
ダ
メ
ダ
メ
ぶ
り
が
批
判
さ
れ

て
も
、
２
年
と
ブ
ラ
ン
ク
を
置
か
ず
突
然
思
い
出
し
た
よ
う

に
勝
ち
始
め
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
「
よ
し
復
調

だ
！
」
と
前
の
め
り
に
な
っ
た
途
端
、
ま
た
ス
ラ
ン
プ
に
陥

っ
た
り
…
…
。

　

さ
ら
に
、
比
較
的
多
い
の
が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
っ
た

絶
好
調
の
翌
年
に
い
き
な
り
勝
て
な
く
な
る
パ
タ
ー
ン
だ
。

古
く
は
、
４
気
筒
で
圧
勝
し
た
52
〜
53
年
の
路
線
を
54
年
も

継
続
し
た
ら
ラ
イ
バ
ル
勢
が
８
気
筒
や
６
気
筒
を
持
ち
出
し

て
き
て
対
抗
で
き
な
か
っ
た
例
（
前
述
の
よ
う
に
、「
ラ
ン

チ
ア
‐
フ
ェ
ラ
ー
リ
」
で
立
ち
直
る
）。
６
気
筒
で
圧
勝
し

た
61
年
に
油
断
し
て
い
た
ら
翌
年
に
は
英
国
勢
が
４
気
筒
を

捨
て
一
斉
に
８
気
筒
化
し
た
た
め
置
い
て
け
ぼ
り
を
食
っ
た

り
。
ラ
イ
バ
ル
勢
の
巻
き
返
し
や
実
力
を
読
み
間
違
え
る
傾

向
が
昔
は
多
か
っ
た
。
左
表
を
睨
め
ば
、
よ
り
細
部
が
見
え

て
く
る
は
ず
だ
。

　

感
情
の
起
伏
が
激
し
い
ラ
テ
ン
系
イ
タ
リ
ア
人
の
こ
と
。

社
内
で
の
人
事
面
で
の
ご
た
ご
た
や
前
述
の
ご
と
き
資
金
的

な
問
題
で
身
動
き
が
と
り
に
く
い
と
い
う
局
面
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
解
決
す
る
と
、
ま
た
勝
ち
始
め
る
。
そ

１勝もできなかったからといって
必ずしもダメな車ばかりとは限らない

フェラーリF1GP年別戦績

年 戦数 優勝
コンスト
ラクター
順位

ドライバー最上位 主力車種 エンジン

1950 ７ ０ ─ ５位／A.アスカーリ 125 1.5ℓV12スーパーチャージャー

1951 ８ ３ ─ ２位／A.アスカーリ 375 4.5ℓV12

1952 ８ ７ ─ １位／A.アスカーリ 500 2.0ℓL4

1953 ９ ７ ─ １位／A.アスカーリ 500 2.0ℓL4

1954 ９ ２ ─ ２位／F.ゴンザレス 625 2.5ℓL4

1955 ７ １ ─ ３位／E.キャステロッティ 555 2.5ℓL4

1956 ８ ５ ─ １位／J.M.ファンジオ ランチアD50 2.5ℓV8

1957 ８ ０ ─ ３位／L.ムッソ ランチア801 2.5ℓV8

1958 11 ２ ２位 １位／M.ホーソーン ディーノ246 2.4ℓV6

1959 ９ ２ ２位 ２位／T.ブルックス ディーノ246 2.4ℓV6

1960 10 １ ３位 ５位／P.ヒル ディーノ246 2.4ℓV6

1961 ８ ５ １位 １位／P.ヒル 156 1.5ℓV6

1962 ９ ０ ５位 ６位／P.ヒル 156 1.5ℓV6

1963 10 １ ４位 ４位／J.サーティース 156 1.5ℓV6

1964 10 ３ １位 １位／J.サーティース 158 1.5ℓV8

1965 10 ０ ４位 ５位／J.サーティース 158 1.5ℓフラット12

1966 ９ ２ ２位 ８位／L.バンディーニ 312 3.0ℓV12

1967 11 ０ ４位 ４位／C.エイモン 312 3.0ℓV12

1968 12 １ ４位 ４位／J.イクス 312 3.0ℓV12

1969 11 ０ ５位 12位／C.エイモン 312 3.0ℓV12

1970 13 ４ ２位 ２位／J.イクス 312B 3.0ℓフラット12

1971 11 ２ ３位 ４位／J.イクス 312B2 3.0ℓフラット12

1972 12 １ ４位 ４位／J.イクス 312B2 3.0ℓフラット12

1973 15 ０ ６位 ９位／J.イクス 312B3 3.0ℓフラット12

1974 15 ３ ２位 ２位／C.レガッツォーニ 312B3 3.0ℓフラット12

1975 14 ６ １位 １位／N.ラウダ 312T 3.0ℓフラット12

1976 16 ６ １位 ２位／N.ラウダ 312T2 3.0ℓフラット12

1977 17 ４ １位 １位／N.ラウダ 312T2 3.0ℓフラット12

1978 16 ５ ２位 ３位／C.ロイテマン 312T3 3.0ℓフラット12

1979 15 ６ １位 １位／J.シェクター 312T4 3.0ℓフラット12

1980 14 ０ 10位 10位／G.ビルヌーブ 312T5 3.0ℓフラット12

1981 15 ２ ５位 ７位／G.ビルヌーブ 126C 1.5ℓV6ターボ

1982 16 ３ １位 ２位／D.ピローニ 126C2 1.5ℓV6ターボ

1983 15 ４ １位 ３位／R.アルヌー 126C3 1.5ℓV6ターボ

1984 16 １ ２位 ４位／M.アルボレート 126C4 1.5ℓV6ターボ

1985 16 ２ ２位 ２位／M.アルボレート 156/85 1.5ℓV6ターボ

1986 16 ０ ４位 ５位／S.ヨハンソン F186 1.5ℓV6ターボ

1987 16 ２ ４位 ５位／G.ベルガー F187 1.5ℓV6ターボ

1988 16 １ ２位 ３位／G.ベルガー F187/88C 1.5ℓV6ターボ

1989 16 ３ ３位 ４位／N.マンセル 640 3.5ℓV12

1990 16 ６ ２位 ２位／A.プロスト 641/2 3.5ℓV12

1991 16 ０ ３位 ５位／A.プロスト 642 & 643 3.5ℓV12

1992 16 ０ ４位 ７位／J.アレジ F92A 3.5ℓV12

1993 16 ０ ４位 ６位／J.アレジ F93A 3.5ℓV12

1994 16 １ ３位 ３位／G.ベルガー 412T1 3.5ℓV12

1995 17 １ ３位 ５位／J.アレジ 412T2 3.0ℓV12

1996 16 ３ ２位 ３位／M.シューマッハー F310 3.0ℓV10

1997 17 ５ ２位 ７位／E.アーバイン F310B 3.0ℓV10

1998 16 ６ ２位 ２位／M.シューマッハー F300 3.0ℓV10

1999 16 ６ １位 ２位／E.アーバイン F399 3.0ℓV10

2000 17 10 １位 １位／M.シューマッハー F1-2000 3.0ℓV10

2001 17 ９ １位 １位／M.シューマッハー F2001 3.0ℓV10

2002 17 15 １位 １位／M.シューマッハー F2002 3.0ℓV10

2003 16 ８ １位 １位／M.シューマッハー F2003-GA 3.0ℓV10

2004 18 15 １位 １位／M.シューマッハー F2004 3.0ℓV10

2005 19 １ ３位 ３位／M.シューマッハー F2005 3.0ℓV10

2006 18 ９ ２位 ２位／M.シューマッハー 248F1 2.4ℓV8

2007 17 ９ １位 １位／K.ライコネン F2007 2.4ℓV8

2008 18 ８ １位 ２位／F.マッサ F2008 2.4ℓV8

2009 17 １ ４位 ６位／K.ライコネン F60 2.4ℓV8

2010 19 ５ ３位 ２位／F.アロンソ F10 2.4ℓV8

2011 19 １ ３位 ４位／F.アロンソ 150°Italia 2.4ℓV8

2012 20 ３ ２位 ２位／F.アロンソ F2012 2.4ℓV8

2013 19 ２ ３位 ２位／F.アロンソ F138 2.4ℓV8

2014 19 ０ ４位 ６位／F.アロンソ F14T 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2015 19 ３ ２位 ３位／S.ベッテル SF15-T 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2016 21 ０ ３位 ４位／S.ベッテル SF16-H 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2017 20 ５ ２位 ２位／S.ベッテル SF70-H 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2018 21 ６ ２位 ２位／S.ベッテル SF71H 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2019 21 ３ ２位 ４位／C.ルクレール SF90 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2020 17 ０ ６位 ８位／C.ルクレール SF1000 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

2021 23 ？ ？ SF21 1.6ℓV6ターボ・ハイブリッド

ん
な
浮
き
沈
み
の
大
き
さ
、
振
り
幅
の
大
き
さ
こ
そ
が
、
実

は
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
応
援
し
た
く
な
る
フ
ァ
ン
心
理
を
衝
い
て

い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

メ
ル
セ
デ
ス
や
レ
ッ
ド
ブ
ル
・
ホ
ン
ダ
の
後
塵
を
拝
し
続

け
２
０
２
０
年
は
ゼ
ロ
勝
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
ま
た
近
い

将
来
、
赤
い
跳
ね
馬
が
嘶
く
時
が
や
っ
て
く
る
に
違
い
な
い

と
、
テ
ィ
フ
ォ
シ
た
ち
の
応
援
は
一
向
に
や
む
こ
と
が
な
い
。

312T5 （1980年）

F14T （2014年）

ランチア801 （

643 （1991年）

SF1000 （2020年）

F186 （1986年）

※97年、M.シューマッハーは全得点剥脱
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「エンジンに対する批判はドラッグの大きさを無視した主張だ」

当時エンジン部門の責任者だったパオロ・マッサイは言う

しかしパワーには自信を持ちつつもV12の限界も感じてもいたようだ

その彼が、エンジン側から見たF92A失敗の原因を語る

Text/Adam Cooper  Translation/Kenji Mizugaki
Photos/Hiroshi Kaneko, Bernard Asset, Paul-Henri Cahier, Kenji Sawada

92
年
用
の
エ
ン
ジ
ン
開
発

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
で
働
き
始
め
た
の
は
１
９

８
８
年
７
月
の
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
自
然

吸
気
Ｖ
12
の
開
発
が
始
ま
っ
た
頃
だ
。
私

は
エ
ン
ジ
ン
部
門
全
体
の
責
任
者
だ
っ
た
。

　

90
年
に
は
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
が
チ
ー

ム
に
加
わ
り
、
と
て
も
い
い
か
た
ち
で
一

緒
に
仕
事
が
で
き
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
自

分
で
Ｆ
1
マ
シ
ン
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
、
改
良
し
た
部
分
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
、
以
前
よ
り
良
く
な
か
っ
た

か
ど
う
か
ド
ラ
イ
バ
ー
に
尋
ね
る
し
か
な

い
。
そ
の
点
、
プ
ロ
ス
ト
は
文
句
な
し
の

仕
事
仲
間
で
、
わ
ず
か
１
馬
力
の
違
い
で

も
正
確
に
感
じ
取
れ
た
。
そ
し
て
、
自
分

が
何
を
望
み
、
何
を
好
む
か
を
明
確
に
伝

え
て
く
れ
た
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
は

と
て
も
楽
だ
っ
た
。

　

92
年
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
０
３
７
エ
ン

エンジンパワーは十分に出ていた
酷評された92年型V12エンジン──開発責任者による30年後の独白

Interview with

パオロ・マッサイ インタビュー

マッサイ氏から提供いただいたフェラーリ在籍時の写真。エ

ンジンは92年式ではないが、雰囲気が伝わる貴重なカット
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ジ
ン
を
使
っ
て
い
た
91
年
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ

か
ら
始
ま
る
。
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
は
レ
ー

ス
中
盤
に
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
た
が
、
オ

ー
・
ル
ー
ジ
ュ
を
立
ち
上
が
っ
た
先
の
上

り
坂
で
エ
ン
ジ
ン
が
ブ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

オ
ー
・
ル
ー
ジ
ュ
を
６
速
で
リ
ミ
ッ
タ
ー

に
当
て
な
が
ら
走
っ
て
い
て
、
リ
ミ
ッ
タ

ー
の
設
定
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
た
ん

だ
。
そ
れ
を
見
た
私
は
、
ピ
ス
ト
ン
や
コ

ン
ロ
ッ
ド
を
始
め
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
全

体
を
作
り
変
え
る
作
業
を
始
め
た
。
そ
し

て
、
92
年
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
ボ
ア
を
拡

大
し
、
ピ
ス
ト
ン
を
新
設
計
と
し
た
エ
ン

ジ
ン
を
作
っ
た
。

　

ボ
ア
を
大
き
く
す
れ
ば
パ
ワ
ー
は
上
が

る
。
そ
れ
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
だ
。

パ
ワ
ー
は
十
分
に
出
て
い
た
し
、
ア
レ
ジ

も
「
エ
ン
ジ
ン
は
す
ご
く
い
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
た
。
問
題
は
ク
ル
マ
の
ド
ラ

イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
と
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
難
が

あ
り
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な

か
っ
た
こ
と
だ
。

風
洞
デ
ー
タ
と
実
走
行
の
解
離

　

ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー
と
は

仲
の
良
い
友
人
同
士
だ
っ
た
。
Ｆ
92
Ａ
の

空
力
は
き
わ
め
て
斬
新
で
、
あ
の
よ
う
な

ク
ル
マ
を
作
っ
て
き
た
チ
ー
ム
は
他
に
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ー
ス
上
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
成
績
は
、
風
洞
で
の
実

験
結
果
が
示
唆
す
る
も
の
と
は
か
け
離
れ

て
い
た
。
あ
の
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
は
、
と
て

も
大
き
な
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
発
生
し
て

い
た
。
し
か
し
、
私
と
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー

ド
、
そ
し
て
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
担
当
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
突
き
止

め
た
の
は
、
車
高
の
変
化
に
対
し
て
あ
ま

り
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
い
う
事
実

だ
っ
た
。

　

当
時
私
た
ち
に
は
、
ま
だ
ア
ク
テ
ィ
ブ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
な
か
っ
た
の
で
、
車

高
を
精
密
に
制
御
し
て
一
定
に
保
て
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
フ
ロ
ン
ト
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
出
来
も
あ
ま
り
良
く
な
か

っ
た
た
め
に
車
高
が
安
定
せ
ず
、
い
き
な

り
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

ク
ル
マ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
。

特
に
イ
ワ
ン
・
カ
ペ
リ
は
、
こ
の
現
象
に

苦
し
ん
で
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ア
レ
ジ
に
も
同
じ
こ
と
が

起
き
た
。
あ
る
雨
の
レ
ー
ス
で
、
彼
は
レ

イ
ン
タ
イ
ヤ
を
履
い
て
走
っ
て
い
た
が
、

突
然
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
。
ク
ル
マ

が
車
高
の
変
化
に
敏
感
す
ぎ
て
、
急
に
ダ

ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

あ
の
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
は

い
く
つ
か
難
点
が
あ
り
、
ボ
デ
ィ
の
動
き

を
う
ま
く
抑
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
Ｆ

92
Ａ
が
ひ
ど
く
扱
い
づ
ら
か
っ
た
主
な
理

由
は
、
こ
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題
、

そ
し
て
発
生
す
る
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が
あ

ま
り
に
ピ
ー
キ
ー
で
、
空
力
効
率
も
そ
れ

ほ
ど
良
く
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ

イ
ト
が
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
横
置
き
に
変
更

し
た
が
、
そ
れ
も
私
に
言
わ
せ
れ
ば
最
悪

の
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
だ
っ
た
。
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク

ス
の
幅
が
広
く
な
り
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー

ン
と
リ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
の
間
の
空
気
の
流
れ

アレジもエンジンはすごくいいとコメントしていた
問題はクルマのドライバビリティとスタビリティに難があり
それが解決できなかったことだ

左右ともモナコGPで撮影された写真。カムカバーや遮熱版の材質に違いがあり、仕様が異なるようだ。左バンクのカムカバー上にはイグニッションコイルが配置される
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最
後
に
モ
ン
ツ
ァ
で
使
っ
た
仕
様
は
50
馬

力
以
上
も
向
上
し
て
い
た
。
50
馬
力
と
い

う
の
は
相
当
な
数
字
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、

レ
ブ
リ
ミ
ッ
ト
（
最
高
許
容
回
転
数
）
に

つ
い
て
だ
。
92
年
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
、

リ
ミ
ッ
ト
は
１
万
４
０
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
で
変

わ
ら
な
か
っ
た
し
、
モ
ン
ツ
ァ
で
は
１
万

４
５
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
ま
で
回
し
て
い
た
。
他

と
比
べ
て
も
、
決
し
て
見
劣
り
は
し
な
か

っ
た
と
思
う
。
私
た
ち
は
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ

ク
バ
ル
ブ
、
つ
ま
り
エ
ア
ス
プ
リ
ン
グ
の

研
究
も
始
め
て
い
た
。
た
だ
、
組
み
立
て

を
担
当
す
る
職
を
得
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
で

の
最
後
の
年
に
、
エ
ン
ジ
ン
よ
り
も
ビ
ー

ク
ル
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
方
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
か
ら
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
が
十
分
な
パ
ワ
ー
を
発
生
し

て
い
て
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
大
事

な
の
は
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ

り
、
そ
れ
は
ビ
ー
ク
ル
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の

領
域
で
扱
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
て
、
私
は

そ
れ
ま
で
と
は
違
う
分
野
へ
と
踏
み
出
し

た
。
そ
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
１
５
６

を
開
発
す
る
仕
事
に
携
わ
り
、
と
て
も
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

に
特
殊
な
ブ
ー
ス
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

実
現
に
向
け
て
の
ハ
ー
ド
ル
も
多
か
っ
た
。

実
際
に
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
バ
ル
ブ
を
使
い

始
め
た
の
は
94
年
か
ら
だ
。
し
か
し
回
転

数
が
上
が
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
フ
リ
ク

シ
ョ
ン
も
増
え
る
の
で
、
大
幅
な
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
の
は
難
し
か
っ
た
。

大
切
な
の
は
マ
シ
ン
バ
ラ
ン
ス

　

エ
ン
ジ
ン
を
テ
ス
ト
ベ
ン
チ
上
で
回
す

だ
け
な
ら
、
気
筒
数
は
多
い
方
が
有
利
と

言
え
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ピ
ス
ト
ン
と

コ
ン
ロ
ッ
ド
は
軽
く
で
き
る
か
ら
だ
。
だ

が
、
ク
ル
マ
に
積
む
と
な
る
と
話
は
違
っ

て
き
て
、
Ｖ
12
よ
り
も
Ｖ
10
の
方
が
ク
ル

マ
の
デ
ザ
イ
ン
は
楽
に
な
る
。
そ
し
て
、

実
際
に
ク
ル
マ
に
搭
載
さ
れ
る
エ
ン
ジ
ン

で
一
番
重
要
な
の
は
、
ク
ル
マ
全
体
の
開

発
の
足
枷
に
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　

Ｖ
12
よ
り
Ｖ
10
が
優
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
理
由
は
他
に
も
あ
る
。
12
気
筒
は

エ
ン
ジ
ン
の
総
重
量
が
重
く
、
コ
ー
ク
ボ

ト
ル
を
細
く
絞
り
込
む
の
が
難
し
い
。
現

在
で
は
、
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
ケ
ー
シ
ン
グ
が

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
で
作
ら
れ
、
ず
っ

と
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
は
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、

当
時
は
ケ
ー
シ
ン
グ
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

で
、
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
小
さ
く
す
る
の
に

も
限
界
が
あ
っ
た
。

　

私
は
93
年
の
終
わ
り
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
を

辞
め
た
。
ま
っ
た
く
違
う
仕
事
を
し
た
か

っ
た
ん
だ
。
シ
ャ
シ
ー
の
方
を
扱
う
仕
事

を
望
ん
だ
私
は
、
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
で
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
と
ビ
ー
ク
ル
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

トリノ工科大学で機械工学を学び、

1971年にランチアに入社。フルビ

ア・ラリーカーの開発責任者を務

めた後、デルタ4x4の開発まで在

籍。88年にフェラーリに移籍し、

93年の退社までF1エンジンプロ

グラムの責任者を務めた。その後、

フィアット、アルファロメオに移

籍し、エンジン以外のすべての製

品開発を担当。2005年に退職した

後、イタリアの４輪誌クアトロル

オーテのジャーナリスト、カーテ

スター、大学講師として活躍する

パオロ・マッサイ
Paolo Massai

Engine 

Type E1A-92
No. of cylinders V12 （65°）
Capacity 3500cc
Valves 5
Maximum revs 14,000rpm
Bore/stroke 88mm×47.9mm
Compression ratio 11.3
Block material Iron
Pistons and rings Mahle
Bearings Vandervell
Fuel and oil Agip
Spark plugs Champion
Fuel injection Magneti Marelli
Ignition system Magneti Marelli

Paolo MassaiInterview with
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が
完
全
に
損
な
わ
れ
て
、
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

ー
と
リ
ヤ
ウ
イ
ン
グ
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高

い
気
流
を
導
け
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
サ

イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
問
題

が
あ
っ
た
。
前
端
が
フ
ロ
ン
ト
ホ
イ
ー
ル

に
、
後
端
が
リ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
に
近
す
ぎ
た

ん
だ
。

　

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
や
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
の
サ

イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
と
比
べ
て
み
れ
ば
一
目

瞭
然
だ
が
、
Ｆ
92
Ａ
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

リ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
と
ボ
デ
ィ
の
間
を
気
流
が

通
過
し
に
く
い
。
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
を
最

良
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
働
か
せ
、
最
大

の
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
を
発
生
さ
せ
よ
う
と

考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
望
ま
し
い
こ
と

で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
サ
イ
ド
ポ
ン

ツ
ー
ン
前
端
と
フ
ロ
ン
ト
ホ
イ
ー
ル
が
近

す
ぎ
る
た
め
に
、
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
と
タ
イ

ヤ
の
間
に
十
分
な
空
間
が
な
く
、
ク
ル
マ

全
体
の
ド
ラ
ッ
グ
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
。

　

あ
の
空
力
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
大
変
興

味
深
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
形
状

と
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
問
題
が
あ
っ
た

の
だ
。
私
は
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
た
。
あ
れ
ほ

ど
ド
ラ
ッ
グ
が
大
き
け
れ
ば
、
ス
ト
レ
ー

ト
で
最
高
速
が
伸
び
な
い
の
は
当
た
り
前

だ
。
ま
あ
、
そ
ん
な
ふ
う
に
問
題
は
山
積

み
だ
っ
た
。

パ
ワ
ー
は
出
て
い
た

　

エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る
批
判
は
、
空
力
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
ド
ラ
ッ
グ
の
大
き
さ
を
無
視

し
た
主
張
だ
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

言
え
ば
、
キ
ャ
ラ
ミ
の
開
幕
戦
に
持
ち
込

ん
だ
テ
ィ
ー
ポ
０
４
０
は
、
前
年
型
よ
り

最
大
出
力
が
30
馬
力
以
上
も
大
き
か
っ
た
。

信
頼
性
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
の
は
確

か
だ
が
、
パ
ワ
ー
が
前
年
を
上
回
っ
て
い

た
の
は
間
違
い
の
な
い
事
実
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
イ
ン
テ
ル
ラ
ゴ
ス
で
開
か

れ
た
第
3
戦
で
は
、
前
年
型
の
０
３
７
と

同
じ
ピ
ス
ト
ン
、
同
じ
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス

を
組
み
込
ん
だ
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
。
０

３
７
の
ボ
ア
が
86
㎜
だ
っ
た
の
に
対
し
、

０
４
０
は
88
㎜
で
６
８
０
馬
力
を
発
生
し

て
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
空
力
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
が
異
な
り
ロ
ー
ド
ラ
ッ
グ
仕
様

だ
っ
た
イ
ン
テ
ル
ラ
ゴ
ス
で
の
最
高
速
は
、

そ
れ
ま
で
よ
り
も
速
か
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン

の
出
力
は
30
馬
力
も
下
が
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
話
に
戻
る
と
、
92
年
の
０

４
０
は
以
前
と
同
様
に
気
筒
あ
た
り
５
バ

ル
ブ
の
ヘ
ッ
ド
を
採
用
し
た
。
ち
な
み
に

３
本
の
吸
気
バ
ル
ブ
は
す
べ
て
同
じ
で
は

な
く
、
１
本
と
他
の
２
本
と
で
違
う
設
計

に
な
っ
て
い
た
。
ボ
ア
×
ス
ト
ロ
ー
ク
は

88
㎜
×
47
・
９
㎜
、
圧
縮
比
は
開
幕
戦
の

時
点
で
11
・
３
、
ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
と
モ

ン
ツ
ァ
の
予
選
で
は
12
・
１
だ
っ
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
第
４
戦
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は

Ｅ
１
Ｃ
と
呼
ば
れ
る
仕
様
を
使
っ
た
。
レ

ー
ス
で
は
ア
レ
ジ
が
ス
タ
ー
ト
直
後
に
３

番
手
に
浮
上
し
、
３
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

し
た
。
イ
ン
テ
ル
ラ
ゴ
ス
に
持
ち
込
ん
だ

エ
ン
ジ
ン
と
比
べ
る
と
、
Ｅ
１
Ｃ
は
30
馬

力
以
上
も
パ
ワ
フ
ル
で
、
０
４
０
エ
ン
ジ

ン
は
出
力
不
足
と
い
う
主
張
が
真
実
で
は

な
い
こ
と
は
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
で
の
成
績

が
証
明
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
10
馬
力
ほ
ど
上
乗
せ
さ
れ
た
Ｅ

１
Ｅ
は
、
イ
モ
ラ
で
投
入
さ
れ
た
。
エ
ン

ジ
ン
に
は
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
が
、
ジ

ャ
ン
は
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
ガ
ー
と
の
接

触
で
リ
タ
イ
ア
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

同
じ
仕
様
を
使
っ
た
モ
ナ
コ
で
、
ア
レ
ジ

は
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
ベ
ネ

ト
ン
に
ヒ
ッ
ト
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
損
傷
し
て
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
の
制
御
が
で

き
な
く
な
り
戦
列
を
離
れ
た
。

　

私
た
ち
の
ベ
ス
ト
レ
ー
ス
は
、
シ
ル
バ

ー
ス
ト
ン
、
ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
、
そ
し
て

ス
パ
だ
。
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
で
使
っ
た
の
は

Ｅ
１
Ｆ
／
１
と
い
う
仕
様
で
、
イ
ン
テ
ル

ラ
ゴ
ス
の
時
と
比
べ
る
と
出
力
が
40
馬
力

以
上
も
上
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ス
パ

の
レ
ー
ス
か
ら
は
横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス

が
搭
載
さ
れ
、
こ
れ
が
コ
ー
ク
ボ
ト
ル
部

分
の
気
流
の
妨
げ
に
な
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
観
点
か
ら
は
逆
効
果
だ
っ
た
。

モ
ン
ツ
ァ
の
予
選
用
に
用
意
し
た
Ｅ
１
Ｇ

／
１
は
、
ス
パ
で
使
っ
た
も
の
よ
り
さ
ら

に
10
馬
力
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
は

予
選
で
3
位
に
つ
け
た
が
、
レ
ー
ス
で
は

燃
料
ポ
ン
プ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
エ
ス
ト
リ
ル
、
鈴
鹿
、
ア
デ

レ
ー
ド
で
は
仕
様
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
の
全
員
が
、
す
で
に
翌

年
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
に
専
念
し
て
い
た

か
ら
だ
。

　

テ
ィ
ー
ポ
０
４
０
が
前
年
型
よ
り
出
力

の
点
で
劣
っ
て
い
た
と
い
う
説
は
、
ま
っ

た
く
事
実
に
反
し
て
い
る
。
開
幕
の
時
点

で
91
年
型
を
30
馬
力
上
回
っ
て
い
た
し
、

あれほどドラッグが大きければ、ストレートで最高速が伸びないのは当たり前だ
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賑やかの詰め合わせ

「F92Aとは何ぞや？」と問われれば、二重底マシン、マラネロ初の吊り下げ式フロントウイング、フロントモノショック

横置きトランスミッションにアクティブサスペンション、さらにはトラクションコントロールと実に賑やかなクルマだと

走行中はよく見えないこの“賑やかの詰め合わせ”に秘められた細部の意味あること、ないことを深堀りする

①二重構造アンダートレイ、車体から離した位置に設置したサイドポンツーンの

樽型形状インテークなど、独創的なデザインが注目の的となったF92A。写真の

カペリ車のミッションは縦置き。カウル左右後端および左ポンツーン上面にNACA

ダクトを装備。②プラクティスに初登場の横置きミッション車。ポンツーン上面

のNACAダクトが消え、前進したリヤウイングステーとの干渉を避けるためにカ

ウル後端中央部がＵ字形に削られた。③フェラーリ初の吊り下げ式フロントウイ

ングはワイドスパンの１枚翼。④フラップは前年型643同様、左右別体式

Rd.5 San Marino Grand Prix

Rd.5 San Marino Grand Prix

Rd.5 San Marino Grand Prix

Rd.11 Hungarian Grand Prix

1

3

2

4



F9
2

A
 D

et
ai

l 
Fi

le

049

①フロントロワアーム前に取り付けた太いロッドでボーテクスジェネレーターを保持。さらにモノ

コックのステアリングロッド下から細いワイヤーで補強。②翼端板には当時の日本の販売代理店

「CORNES」ロゴ。③フロントウイングステーはノーズ下から後方に向かって延びる形状。④ボー

テックスジェネレーターはU字溝を横にしたようなフォルム。ここに取り込んだ気流がタイヤで発

生する乱流を抑える。⑤翼端板はタイヤと干渉しないよう後端を内側に湾曲させる。⑥アンテナは

ウインドシールド前に後傾装備した１本のみ。⑦カペリ車のウインドシールドはアレジ車より大判

Rd.11 Hungarian Grand Prix

Rd.15 Japanese Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.9 British Grand Prix

Rd.9 British Grand Prix

1

2

3

4

5

6

7

Rd.2 Mexican Grand Prix
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①跳ね馬バッジが奢られたインパネはマネッティ・マレリ製。左側にボタン、キルス

イッチなどを配置。②ステアリングはMOMO製の小径３本スポーク。③アクティブ車

ではモノコックのプッシュロッド基部にバルジがつく。④アクティブサスはスプリン

グ／ダンパーユニットを電子制御するというシンプルな構成。⑤第８戦フランスGPか

らコクピット周囲の３色ストライプはミラー基部を避けるように分割して貼る。⑥カ

ーボン剥き出しのシートに座るアレジ。通常はスケドーニのバックスキン張り。⑦パ

ッシブのモノショックサスはダンパーにコイルスプリングを巻いた一般的な構成

Rd.7 Canadian Grand Prix 

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.15 Japanese Grand Prix

Rd.15 Japanese Grand PrixRd.1 South African Grand Prix

Rd.11 Hungarian Grand Prix 

Rd.16 Australian Grand Prix 1

2

3

4

5

6

7
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①横置きミッションのアレジ車。リヤウイングステー脇に小型の潜望鏡型

ダクトを装着。②釣りロッド基部は円錐形状。③上アンダートレイ底面は

無塗装カーボン。④ラジエターはフェラーリ／セカン製。外側は湾曲した

カウル側面に合わせた形状にデザインされる。エンジンエアダクトは3分

割構成で接合部を黒色テープで補強。⑤釣りロッドは前の２本に加えて後

部に２本の計４本。⑥横置きミッション車では前進したウイングステー基

部を避けるべくカウル後端中央部をカット。⑦横置きミッション車のエン

ジンカウルはオイルタンクによって背の後部が不自然に盛り上がる

Rd.5 San Marino Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.8 French Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.16 Australian Grand Prix 

Rd.13 Italian Grand Prix

1

2

3

4

5

6

7
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①フロントモノコックはユニークな卵型断面。バルクヘッドにステアリングギヤボック

スとフルードボトルを装着。②フロントサスペンションはアッパーよりもロワが長い不

等長アーム。アップライトは平板組み立て式。③二重底構成の下パネル裏は外周をケブ

ラーで補強。クラッシュで変形したため、モノコックのシルエットがうっすら浮かんで

いる。④車体の整備作業中はモノコックのフロントエンドにカーボン製のカバーを装着。

⑤シーズンが進むにつれてカバーは前に延び、ボディと同色に。⑥長さの違う２枚のフ

ロアパネルはスプリッターを介して接合。スプリッターの形状を含めて興味深い構造

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.15 Japanese Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

Rd.7 Canadian Grand Prix 

Rd.7 Canadian Grand Prix 

1

2

3

4

5

6
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①ポンツーンが約100mm底上げされているため、ラジエターは通常よりも横に長く

して冷却面を稼ぐ。エアボックス上に置かれているのはラジエターアウトレットカ

バー。②予選初日にスピンしたアレジの下パネルを清掃中。③縦置きミッションと

リヤサスペンション一式。セミオートマの電磁バルブを布でカバー。④サスペンシ

ョンはアッパーアームを除いてロッド類はすべて翼断面形状。⑤横置きミッション

車のリヤサス周辺ディテール。プッシュロッドのベルクランクなど細部形状が縦置

きミッション車と異なる。エンジンヘッド部にダンパーのガスボトルを装着

Rd.8 French Grand Prix 

Rd.4 Spanish Grand Prix Rd.4 Spanish Grand Prix

Rd.15 Japanese Grand Prix Rd.4 Spanish Grand Prix

1

24

3

5
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①右冷却器は２段重ねで装備。上がオイルクーラーで下がラジエター。左側に搭載されるラジ

エターと異なり、冷却面はスタンダードな四角形。②薄く弦長の短い上下２枚構成のリヤウイ

ングを装備した横置きミッション車。ウイングはメインウイングで支持するタイプとロワウイ

ングで支持するタイプの２種類が存在する。写真のウイングは後者。③排気管はアンダートレ

イとわずかに干渉する位置につく。そのためトレイ後端の一部を切り取り、接触を避ける処置

がなされている。④左右のミッションオイルクーラーは上部をパイプでつなぎ、オイルを循環

Rd.6 Monaco Grand Prix

Rd.13 Italian Grand PrixRd.1 South African Grand Prix

Rd.1 South African Grand Prix

1

2

3

4
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Rd.12 Belgian Grand Prix

1

①縦置きミッションを搭載したカペリ車。スプリッターの両面、下段デ

ィフューザー位置にウイングレットを装着。ディフューザー部の構造が

より複雑になる。カウル内側のウイングレットは一枚翼に見えるが、ミ

ッションカバーによって二分されている。リヤ翼端板下部から外側のウ

イングレットに補強ロッドが延びる。②横置きミッション車（F92AT）

のリヤエンド。ディフューザーの形状がシンプルになり、外観もすっき

りした。車体内側（左右スプリッター間）の跳ね上がる角度が上がり、後

端の位置が高くなっている。翼端板の補強ロッドは上パネルに装備

Rd.12 Belgian Grand Prix2
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│
│
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
す
か
？

「
最
初
は
ク
ル
マ
の
設
計
グ
ル
ー
プ
の
一

員
で
、
そ
の
後
、
サ
ー
キ
ッ
ト
で
仕
事
を

す
る
レ
ー
ス
チ
ー
ム
に
移
っ
た
。
専
門
は

シ
ャ
シ
ー
、
特
に
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ

た
。
１
９
９
２
年
は
シ
ー
ズ
ン
開
幕
か
ら

ハ
ン
ガ
リ
ー
Ｇ
Ｐ
ま
で
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ

の
レ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務
め
、
そ
れ
以

降
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
離
れ
て
、
新
た
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
の
Ｄ
Ｔ

Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
わ
っ
た
」

空
力
を
最
優
先
し
た
デ
ザ
イ
ン

│
│
Ｆ
92
Ａ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
か
？

「
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
80
年
代
終
わ
り
頃
に
、

シ
ャ
シ
ー
部
門
を
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド

が
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
Ｇ
Ｔ
Ｏ
（
ギ
ル
フ

ォ
ー
ド
・
テ
ク
ニ
カ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
）
に

に
な
り
、
Ｆ
92
Ａ
は
〝
私
の
ク
ル
マ
〞
だ

と
さ
え
思
っ
て
い
る
。
あ
の
ク
ル
マ
の
た

め
に
、
か
な
り
の
量
の
仕
事
を
こ
な
し
た

か
ら
だ
。
た
だ
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
結

果
的
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
ク
ル
マ
に

は
な
ら
な
か
っ
た
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ど
の
よ

う
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
エ
ン
ジ
ン
部
門
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
面

で
は
マ
ネ
ッ
テ
ィ
・
マ
レ
リ（
現
マ
レ
リ
）

が
密
接
に
協
力
し
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
技

術
者
を
常
駐
さ
せ
て
い
た
。
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク

ス
部
門
も
と
て
も
優
秀
で
、
空
力
と
風
洞

実
験
を
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー

移
し
た
。
そ
し
て
ジ
ョ
ン
が
チ
ー
ム
を
去

る
と
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
を

そ
っ
く
り
マ
ラ
ネ
ロ
に
呼
び
戻
し
て
、
シ

ャ
シ
ー
の
設
計
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
彼

が
長
年
イ
ギ
リ
ス
で
デ
ザ
イ
ン
の
作
業
を

し
て
い
た
た
め
に
、
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も

あ
る
よ
う
な
設
計
グ
ル
ー
プ
が
マ
ラ
ネ
ロ

に
は
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
た
ん
だ
。
そ

こ
で
エ
ン
リ
ケ
・
ス
カ
ラ
ブ
ロ
ー
ニ
が
技

術
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
に
迎
え
ら
れ
た
。
だ

が
、
彼
は
１
年
後
に
は
辞
め
て
し
ま
い
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ニ
コ
ル
ス
が
新
車
の
デ
ザ

イ
ン
責
任
者
に
な
っ
た
。
ニ
コ
ル
ス
は
経

験
の
浅
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
チ
ー
ム
を
指
揮

し
て
新
し
い
ク
ル
マ
を
設
計
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
も
そ
の
チ
ー
ム
の
一
員
だ
っ
た
。

最
初
は
製
図
板
と
鉛
筆
で
図
面
を
描
い
て

い
た
が
、
間
も
な
く
そ
の
図
面
を
元
に
３

Ｄ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
設
計
を
行
な
う
よ
う
に
な

っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
い
い
経
験

ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
担
当　

ル
イ
ジ
・
ウ
ル
ビ
ネ
リ

エ
ン
ジ
ニ
ア
こ
そ
務
め
て
い
た
が
、
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
の
設
計
は
じ
め

Ｆ
92
Ａ
に
関
し
て
ウ
ル
ビ
ネ
リ
は
、
ほ
ぼ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
立
ち
位
置

そ
れ
ゆ
え
に
自
ら
の
ク
ル
マ
だ
と
技
術
的
な
解
説
を
多
く
展
開
し
て
く
れ
た

T
e
x
t/A

d
a
m

 C
o

o
p

e
r

T
ra

n
s
la

tio
n

/K
e
n

ji M
izu

g
a
k
i

P
h

o
to

s
/B

e
rn

a
rd

 A
s
s
e
t, P

a
u

l-H
e
n

ri C
a
h

ie
r, K

e
n

ji S
a
w

a
d

a

ブラジルGP決勝半ばにブランドル（ベネトン）と交錯するも、

４位で走り切ったアレジをスタッフと出迎えるウルビネリ

エンジニアの証言
1
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が
指
揮
し
て
い
た
。
新
車
の
デ
ザ
イ
ン
方

針
は
、
何
よ
り
も
重
要
と
思
わ
れ
た
空
力

を
最
優
先
し
、
一
切
妥
協
を
し
な
い
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
私
を
含
め

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
、
空
力
に
よ
っ

て
決
ま
っ
た
形
状
内
に
メ
カ
ニ
カ
ル
パ
ー

ツ
が
す
べ
て
収
ま
る
よ
う
に
設
計
す
る
タ

ス
ク
を
課
せ
ら
れ
た
。
と
て
も
難
し
い
仕

事
だ
っ
た
よ
。
シ
ャ
シ
ー
の
断
面
が
ほ
ぼ

円
形
で
、
し
か
も
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
と
い
う

ク
ル
マ
だ
か
ら
ね
。
普
通
の
レ
ー
ス
カ
ー

と
同
じ
位
置
に
あ
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
、

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
ほ

ど
だ
。
か
な
り
難
易
度
の
高
い
仕
事
で
は

あ
っ
た
が
、
同
時
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

で
も
あ
っ
た
」

│
│
ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
が

来
た
こ
と
で
、
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

「
何
か
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
シ
ー
ズ
ン

を
通
じ
て
悩
ま
さ
れ
た
問
題
は
、
す
べ
て

あ
の
ク
ル
マ
に
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
も
何
を
す
べ
き
か
を
理
解
し
よ
う
と

努
め
た
が
、
Ｆ
１
マ
シ
ン
は
い
っ
た
ん
完

成
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
本
当
に
重
要
な

と
こ
ろ
は
変
え
ら
れ
な
い
。
で
き
る
の
は

細
部
の
改
良
だ
け
な
ん
だ
。
そ
し
て
、
あ

の
ク
ル
マ
に
お
い
て
可
能
な
範
囲
で
そ
う

し
た
改
良
も
試
み
た
が
、
や
が
て
例
年
よ

り
か
な
り
早
い
時
期
に
翌
年
の
ク
ル
マ
の

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
か
か
っ
た
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ど
う
し
て

機
能
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
あ
の
ク
ル
マ
が
成
功
し
な
か
っ
た
の
は
、

空
力
が
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
車
高
変
化
に
対
し

て
あ
ま
り
に
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
す
ぎ
た
か

ら
だ
。
ク
ル
マ
が
性
能
を
発
揮
す
る
ウ
イ

ン
ド
ウ
が
と
て
も
狭
い
う
え
に
、
ク
ル
マ

を
そ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
内
に
保
つ
の
が
容
易

で
は
な
か
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
他
の
Ｆ

１
チ
ー
ム
の
違
い
は
特
に
当
時
は
そ
の
傾

向
が
強
か
っ
た
の
だ
が
、
と
に
か
く
優
勝

が
至
上
命
令
だ
っ
た
こ
と
だ
。
た
だ
レ
ー

ス
に
出
て
競
争
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん

だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
チ
ー
ム
が
感
じ
る
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き

か
っ
た
」

│
│
あ
な
た
は
ミ
ジ
ョ
ー
の
空
力
コ
ン
セ

プ
ト
の
有
効
性
を
信
じ
て
い
ま
し
た
か
？

「
あ
れ
か
ら
何
年
か
後
に
は
、
ど
の
チ
ー

ム
も
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
を
極
端
に
絞
り
込
み
、

フ
ロ
ア
の
面
積
を
で
き
る
だ
け
広
げ
よ
う

と
し
始
め
た
。
そ
れ
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、

あ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
影
響
を
受
け
た
か
ら

だ
と
思
う
。
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
高
い
気
流
を
送
り
込
む
た
め
に
、

第
２
の
フ
ロ
ア
を
設
け
た
レ
ー
ス
カ
ー
は

あ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。
と
て
も
ク
レ
バ

ー
な
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
が
、
い
い
ア
イ
デ

ア
を
発
見
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
か
っ

た
の
だ
と
思
う
。
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
、

も
っ
と
テ
ス
ト
を
し
て
、
も
っ
と
開
発
を

進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
あ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
〝
最
初
の
一

歩
〞
の
域
を
出
な
か
っ
た
」

フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
を
設
計

│
│
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
も
問

題
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
…
…
。

「
あ
の
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
は
私
が
設
計
し
た

ん
だ
。
た
ぶ
ん
誰
よ
り
も
詳
し
い
よ
。
あ

れ
は
当
時
、
誰
も
が
関
心
を
持
っ
て
い
た

技
術
的
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
モ
ノ

シ
ョ
ッ
ク
に
す
る
と
、
垂
直
方
向
の
動
き

に
対
す
る
硬
さ
と
ロ
ー
ル
剛
性
を
完
全
に

切
り
離
し
て
調
整
で
き
る
。
ダ
ン
パ
ー
が

ロ
ー
ル
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
く
な
る
か
ら

だ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
ロ
ー
ル
剛
性
と

ダ
ン
パ
ー
の
硬
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に

設
定
で
き
る
。
極
端
な
例
を
示
せ
ば
、
バ

ン
プ
に
対
し
て
は
も
の
す
ご
く
硬
い
の
に
、

ロ
ー
ル
に
関
し
て
は
す
ご
く
柔
ら
か
い
ク

ル
マ
に
も
で
き
る
。
ダ
ン
パ
ー
が
ロ
ー
ル

方
向
の
動
き
に
は
干
渉
し
な
い
か
ら
で
、

通
常
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
は
ダ
ン
パ
ー

の
硬
さ
も
ロ
ー
ル
剛
性
に
含
ま
れ
て
し
ま

う
が
、
こ
の
ク
ル
マ
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
も
う
ひ
と
つ
の
利
点
は
、
全
体
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
だ
。
特
に
モ

ノ
コ
ッ
ク
が
円
形
断
面
で
内
部
が
と
て
も

狭
い
と
、
ア
ン
チ
ロ
ー
ル
バ
ー
と
２
本
の

ダ
ン
パ
ー
を
収
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

通
常
の
レ
イ
ア
ウ
ト
よ
り
軽
量
で
、
縦

と
横
の
剛
性
そ
れ
ぞ
れ
を
望
み
ど
お
り
に

設
定
で
き
る
と
い
う
点
で
、
モ
ノ
シ
ョ
ッ

ク
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
は
す

で
に
分
か
っ
て
い
た
。
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
89
年
に
テ
ィ
レ
ル
が
モ
ノ
シ
ョ

ッ
ク
を
採
用
し
、
う
ま
く
機
能
さ
せ
て
い

た
こ
と
だ
。
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
が
フ
ェ
ラ

ー
リ
と
契
約
し
た
時
、
彼
は
ま
さ
に
そ
の

ク
ル
マ
に
乗
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
様
々

な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
の
採

用
は
決
し
て
間
違
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
は
な

い
と
示
し
て
い
た
ん
だ
。
私
た
ち
が
直
面

し
た
問
題
は
、
空
力
的
に
ベ
ス
ト
な
領
域

で
ク
ル
マ
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
剛
性
を

ど
う
設
定
す
る
か
の
選
択
が
難
し
か
っ
た

こ
と
だ
。
当
時
の
設
計
チ
ー
ム
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
た
ち
は
ミ
ジ
ョ
ー
の
意
見
に
は
逆
ら

え
ず
、
あ
の
ク
ル
マ
に
関
し
て
は
空
力
的

に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
さ
せ

る
こ
と
が
最
優
先
だ
っ
た
か
ら
ね
。
も
し

私
が
Ｆ
92
Ａ
の
デ
ザ
イ
ン
を
や
り
直
す
と

し
た
ら
、
通
常
の
２
本
ダ
ン
パ
ー
を
採
用

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
当
時
は
誰

も
が
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
は
と
て
も
ク
レ
バ
ー

な
ア
イ
デ
ア
だ
と
確
信
し
て
い
て
、
あ
え

て
や
ら
な
い
理
由
は
な
か
っ
た
ん
だ
」

│
│
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
す

か
？

「
そ
れ
に
つ
い
て
は
ジ
ャ
ン
と
話
す
べ
き

だ
。
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
彼
だ
か

ら
（
笑
）。
ど
う
い
う
わ
け
か
あ
の
年
の

エ
ン
ジ
ン
は
最
良
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
・
エ
ン

ジ
ン
で
は
な
く
、
あ
の
ク
ル
マ
が
成
功
し

な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
そ
こ
に
あ
る
。

エ
ン
ジ
ン
が
十
分
に
パ
ワ
フ
ル
な
ら
ば
、

シ
ャ
シ
ー
に
起
因
す
る
問
題
の
多
く
を
補

え
る
。
だ
が
パ
ワ
ー
が
な
け
れ
ば
、
た
と

え
最
高
の
シ
ャ
シ
ー
を
手
に
入
れ
た
と
し

て
も
レ
ー
ス
で
は
勝
て
な
い
。
エ
ン
ジ
ン

ト
ラ
ブ
ル
も
多
か
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
の
レ

ー
ス
で
は
、
か
な
り
の
数
の
エ
ン
ジ
ン
が

壊
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
あ
の
エ
ン
ジ

ン
は
前
年
型
に
大
幅
に
手
を
加
え
た
も
の

だ
っ
た
が
、
も
う
少
し
開
発
が
必
要
だ
っ

た
。
少
な
く
と
も
期
待
ど
お
り
の
働
き
を

し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
」

│
│
ク
ル
マ
の
重
量
配
分
は
悪
く
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
レ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
重
量
配

分
が
問
題
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

も
っ
と
大
き
な
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
だ
（
笑
）。
シ
ー
ズ
ン
の
途
中
で
、

チ
ー
ム
は
縦
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
横
置

き
に
変
え
た
。
こ
れ
は
重
量
配
分
の
面
で

は
多
少
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
が
、
ギ
ヤ

フロントサスのモノショックはウルビネリが設計。２本サス

より軽量で縦・横の剛性それぞれを設定できる利点があった

雨で目覚めた夜中からセットアップを考えたスペイン

GPは忘れられない一戦。その甲斐あってアレジは３位
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バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
ち
ょ
う
ど
目
が
覚
め
た

時
に
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
夜

の
う
ち
か
ら
ウ
エ
ッ
ト
用
の
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
の
計
算
を
始
め
た
。
だ
か
ら
、
あ
の
レ

ー
ス
は
よ
く
覚
え
て
い
る
ん
だ
」

│
│
あ
の
ク
ル
マ
に
関
し
て
、
そ
の
他
に

何
か
良
い
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

「
モ
ナ
コ
で
は
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
悪
く
な

い
感
じ
に
ま
と
ま
っ
た
。
ク
ル
マ
が
予
想

以
上
に
う
ま
く
機
能
し
始
め
て
、
チ
ー
ム

に
と
っ
て
い
い
週
末
だ
っ
た
よ
。
お
そ
ら

く
は
コ
ー
ス
の
特
性
に
も
助
け
ら
れ
て
、

い
い
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
見
つ
か
っ
た
ん
だ

が
、
残
念
な
が
ら
レ
ー
ス
は
リ
タ
イ
ア
に

終
わ
っ
た
」

│
│
ア
レ
ジ
が
何
度
か
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
た
の
は
、
イ
ワ
ン
・
カ
ペ
リ

よ
り
も
う
ま
く
Ｆ
92
Ａ
に
適
応
で
き
て
い

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

「
結
論
と
し
て
は
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
。
ジ
ャ
ン
は
天
性
の
才
能
に
恵
ま

れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
で
、
と
て
も
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
だ
っ
た
。
だ
か
ら
ク
ル
マ
が
ベ
ス
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
時
で
も
、
ど

う
に
か
乗
り
こ
な
せ
た
。
カ
ペ
リ
の
場
合

は
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
は
な

く
、
あ
る
特
殊
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
な
ん
だ
。
私
た
ち
は
毎
回
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
、
プ
ッ
シ
ュ
し
続
け
る
こ
と
で
、

ど
う
に
か
あ
の
よ
う
な
成
績
に
つ
な
げ
ら

れ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
あ
の
ク

ル
マ
の
限
界
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
と
比
べ
る

と
カ
ペ
リ
の
方
が
苦
戦
し
て
い
た
。
そ
れ

は
間
違
い
な
い
ね
」

イタリア出身。ミラノ工科大学

卒業後、エンジニアとして1986

年にアエルマッキに入社。その

後、ダラーラ（87～89年）を皮

切りに、ブガッティ（89～90

年）、フェラーリ（90～93年）、

シューベル（93～95年）、アウ

ディ・イタリア（97～2000年）、

アジアテック（01～03年）と

F1／ツーリングカー／スポーツ

カー等、多カテゴリーでデザイ

ナー／エンジニアとして活躍。

03年にAFコルセのテクニカル

ディレクターに就任。WECやGT

でフェラーリのセミワークスと

して戦う同チームで指揮を執る

ルイジ・ウルビネリ
Luigi Urbinelli



ボ
ッ
ク
ス
の
幅
が
広
く
な
っ
た
た
め
に
リ

ヤ
エ
ン
ド
の
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
フ
ュ

ー
ザ
ー
の
作
り
直
し
を
強
い
ら
れ
た
。
最

終
的
に
ど
ち
ら
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
良

か
っ
た
の
か
は
私
に
は
分
か
ら
な
い
」

│
│
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

「
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
は
何
年
か
前
か
ら
ア
ク

テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
を
し
て

い
な
が
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
止
ま
っ
て
い
た
。
Ｆ
92
Ａ
も

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
ご
く
普
通
の
パ
ッ
シ

ブ
だ
っ
た
が
、
シ
ー
ズ
ン
終
了
間
際
の
何

戦
か
で
ニ
コ
ラ
・
ラ
リ
ー
ニ
が
シ
ン
プ
ル

な
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
ク
ル
マ
を
走
ら

せ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と

言
っ
て
も
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
と
同
じ
レ
ベ

ル
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
す

で
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
に

理
解
し
て
お
り
、
本
格
的
に
開
発
す
る
に

あ
た
っ
て
、
シ
ー
ズ
ン
終
盤
の
実
戦
で
走

ら
せ
て
み
る
の
は
悪
い
ア
イ
デ
ア
で
は
な

か
っ
た
」

Ｆ
92
Ａ
不
振
の
最
大
の
問
題

│
│
ナ
ル
ド
（
※
イ
タ
リ
ア
南
部
に
あ
る
、

直
径
４
㎞
、
全
長
約
12
㎞
、
完
全
円
形
の

高
速
周
回
試
験
場
）
で
の
空
力
テ
ス
ト
の

件
は
覚
え
て
い
ま
す
か
？

「
私
は
あ
の
現
場
へ
は
行
か
ず
、
た
だ
テ

ス
ト
の
結
果
だ
け
を
知
ら
さ
れ
た
ん
だ
。

風
洞
で
の
デ
ー
タ
が
正
し
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
た
め
に
、
空
力
チ
ー
ム
が
ナ
ル

ド
へ
ク
ル
マ
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
は
知
っ

て
い
た
よ
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
テ
ス
ト
の

結
果
は
謎
だ
ら
け
だ
っ
た
（
笑
）。
と
も

あ
れ
、
彼
ら
が
『
コ
ー
ス
で
収
集
さ
れ
た

デ
ー
タ
は
、風
洞
で
の
結
果
と
一
致
す
る
』

と
言
っ
て
い
た
の
は
覚
え
て
い
る
。
そ
れ

が
意
味
す
る
の
は
、
あ
の
ク
ル
マ
の
サ
ー

キ
ッ
ト
で
の
速
さ
は
真
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
空
力
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
た
だ
、
ク
ル
マ
を
正
し
い
ウ
イ
ン

ド
ウ
内
に
維
持
す
る
の
が
も
の
す
ご
く
難

し
く
て
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
最
大
の
問
題

に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　

実
際
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
雨
の
レ
ー
ス

で
は
、
あ
の
ク
ル
マ
は
と
て
も
い
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
し
た
。
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー

ス
が
な
け
れ
ば
、
ウ
エ
ッ
ト
で
速
く
走
れ

な
い
。
私
は
ま
だ
と
て
も
若
く
て
、
当
時

は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
夜
も

眠
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
い
つ
も
夜
中
に

目
を
覚
ま
し
て
、
こ
れ
を
忘
れ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
あ
れ
を
忘
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
て
し
ま
う
ん
だ
。
と
に
か
く

仕
事
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

Luigi  U rbinel l i

F92Aの空力コンセプトは間違っていない
ただ正しいウインドウ内に維持するのがすごく難しかった
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│
│
あ
な
た
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
の
職
歴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
加
わ
っ
た
の
は
１
９
７

６
年
10
月
で
、
最
初
は
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
担

当
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
22

年
近
く
働
い
て
、
う
ち
９
年
間
は
量
産
車

や
ア
メ
リ
カ
で
仕
事
を
し
た
が
、
そ
の
期

間
を
除
い
て
ず
っ
と
Ｆ
１
に
関
わ
っ
て
き

た
。
89
、
90
、
91
年
は
テ
ス
ト
チ
ー
ム
で

Ｊ
Ｊ
レ
ー
ト
や
ア
ン
ド
レ
ア
・
モ
ン
テ
ル

ミ
ニ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務
め
、
92
年
に
レ

ー
ス
チ
ー
ム
に
移
っ
た
ん
だ
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
の
開
発
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

「
レ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
は
、
ク
ル

マ
が
地
面
に
降
ろ
さ
れ
て
か
ら
始
ま
る
も

の
な
ん
だ
が
ね
（
笑
）。
フ
ロ
ン
ト
の
シ

ン
グ
ル
ダ
ン
パ
ー
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う

に
、
あ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
テ
ィ
レ
ル
を

部
分
的
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
、
革
命
的

な
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
を
採
用
し
て
い
た
。
と

て
も
不
思
議
な
ク
ル
マ
で
、
空
力
面
で
は

非
常
に
い
い
デ
ー
タ
を
叩
き
出
し
て
い
た
。

「
イ
ワ
ン
は
最
初
か
ら
あ
の
ク
ル
マ
が
嫌
い
だ
っ
た
」

イ
ワ
ン
・
カ
ペ
リ
担
当　

ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ァ
ン
ト
ゥ
ッ
ツ
ィ

の
ち
に
ト
ロ
ロ
ッ
ソ
の
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
く
こ
と
に
な
る
が

当
時
の
フ
ァ
ン
ト
ゥ
ッ
ツ
ィ
は
テ
ス
ト
チ
ー
ム
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
レ
ー
ス
チ
ー
ム
に
移
っ
た
ば
か
り

カ
ペ
リ
と
も
ど
も
結
果
を
残
せ
ず
、
不
満
の
残
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
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モンテゼモロがなぜかカペリを好きでなく、チームがアレジ

ひとりのために働いていると気づき、誰も信じられなくなる

ス
プ
リ
ン
グ
に
取
り
付
け
た
ポ
テ
ン
シ
ョ

メ
ー
タ
ー
や
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ

を
見
る
と
、
か
な
り
の
荷
重
が
か
か
っ
て

い
て
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が
と
て
も
大
き
い

こ
と
を
示
し
て
い
た
ん
だ
。
た
だ
、
問
題

は
そ
れ
が
不
安
定
で
一
貫
性
が
な
く
、
車

高
が
変
化
す
る
と
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
も
激

し
く
変
化
し
て
、
あ
の
ク
ル
マ
を
ひ
ど
く

ド
ラ
イ
ブ
し
づ
ら
い
も
の
に
し
て
い
た
こ

と
だ
。

　

ま
た
、
最
初
は
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
の
設
計
に
も
難
が
あ
り
、
フ
リ
ク
シ

ョ
ン
（
摩
擦
抵
抗
）
が
大
き
く
て
ス
ム
ー

ズ
に
作
動
し
な
か
っ
た
。
フ
ロ
ン
ト
の
ロ

ッ
カ
ー
が
動
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

ク
ル
マ
の
挙
動
に
一
貫
性
が
な
か
っ
た
ん

だ
。
ロ
ッ
カ
ー
の
固
着
は
テ
レ
メ
ト
リ
ー

で
も
確
認
で
き
た
が
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

の
問
題
は
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
て
か
ら
数

戦
後
に
は
解
消
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
あ
の

年
は
エ
ン
ジ
ン
の
出
来
も
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
。
ブ
ロ
ー
バ
イ
に
問
題
が
あ
り
、

そ
れ
が
か
な
り
の
パ
ワ
ー
ロ
ス
に
つ
な
が

っ
て
い
た
」

カ
ペ
リ
へ
の
ひ
ど
す
ぎ
る
対
応

│
│
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
と
比
べ
る
と
、
イ

ワ
ン
・
カ
ペ
リ
が
ひ
ど
く
苦
戦
し
て
い
た

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

「
91
年
末
の
合
同
テ
ス
ト
で
イ
ワ
ン
に
は

旧
型
車
（
６
４
３
）
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

彼
が
初
め
て
新
車
に
乗
っ
た
の
は
、
確
か

２
月
の
エ
ス
ト
リ
ル
だ
っ
た
と
思
う
。
彼

エンジニアの証言
2
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ら
の
第
一
印
象
は
正
反
対
で
、
ア
レ
ジ
が

素
晴
ら
し
い
ク
ル
マ
だ
と
絶
賛
し
た
の
に

対
し
、
イ
ワ
ン
は
ま
っ
た
く
好
き
に
な
れ

な
い
と
言
っ
て
い
た
。
イ
ワ
ン
は
最
初
か

ら
あ
の
ク
ル
マ
が
嫌
い
だ
っ
た
ん
だ
。

　

も
う
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
人
間
で
は
な
い
か

ら
言
え
る
が
、
チ
ー
ム
は
彼
の
評
価
に
気

を
悪
く
し
て
、
イ
ワ
ン
を
ひ
ど
く
冷
遇
し

始
め
た
。
ア
レ
ジ
は
熱
意
を
持
っ
て
あ
の

ク
ル
マ
を
走
ら
せ
、
ま
ず
ま
ず
の
ラ
ッ
プ

タ
イ
ム
を
叩
き
出
し
た
。
一
方
、
イ
ワ
ン

は
日
陰
へ
と
押
し
や
ら
れ
、
例
え
ば
Ｔ
カ

ー
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｔ
カ
ー
は
い

つ
も
ア
レ
ジ
の
た
め
に
取
っ
て
お
か
れ
た

ん
だ
。
Ｔ
カ
ー
が
あ
れ
ば
、
２
種
類
の
違

う
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、
違
う
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
用
意
し
て
、
一
方
か
ら
他
方
へ
と
乗

り
換
え
れ
ば
ど
ち
ら
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が

良
い
か
を
よ
り
早
く
簡
単
に
判
断
で
き
る
。

イ
ワ
ン
は
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
あ
の
モ
ノ
コ

ッ
ク
が
彼
に
は
窮
屈
す
ぎ
て
、
背
中
や
腰

の
痛
み
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
特
に

モ
ノ
コ
ッ
ク
底
部
の
幅
が
狭
く
、
お
尻
の

両
端
が
硬
い
部
分
に
当
た
っ
て
、
あ
ざ
が

で
き
て
い
た
ん
だ
。
も
の
す
ご
く
痛
そ
う

だ
っ
た
よ
。
対
策
と
し
て
シ
ー
ト
の
座
面

を
少
し
厚
く
し
た
ん
だ
が
、
そ
う
す
る
と

着
座
位
置
が
高
く
な
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が

イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
ポ
ッ
ド
の
開
口
部
を
少

し
塞
ぐ
か
た
ち
に
な
っ
て
、
そ
れ
も
ま
た

理
想
的
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
、

彼
に
は
ま
っ
た
く
快
適
で
は
な
い
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
２
時
間
に
及
ぶ

レ
ー
ス
で
は
そ
れ
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
」

│
│
確
か
に
シ
ー
ズ
ン
前
半
戦
で
カ
ペ
リ

は
何
度
か
ス
ピ
ン
を
喫
し
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
も
起
こ
し
て
い
ま
す
ね
…
…
。

「
第
２
戦
の
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
は
、
ス

タ
ー
ト
直
後
に
誰
か
に
ヒ
ッ
ト
さ
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
で
ス
ピ
ン
し
た
の
は
、
実
際
に

は
私
の
ミ
ス
だ
っ
た
。
レ
ー
ス
の
途
中
か

ら
雨
が
ひ
ど
く
な
り
、
６
番
手
走
行
中
の

イ
ワ
ン
は
後
続
の
ク
ル
マ
を
大
き
く
引
き

離
し
て
い
た
。
１
分
以
上
の
差
が
あ
っ
た

と
思
う
。
す
っ
か
り
気
が
楽
に
な
っ
た
私

は
、
彼
に
順
位
や
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
伝
え
る
の
を
や
め
て
し
ま
っ

た
。
と
こ
ろ
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
て
慎
重

に
走
っ
て
も
い
い
状
況
だ
っ
た
の
に
、
彼

は
ま
だ
プ
ッ
シ
ュ
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
当
時
は
絶
え
ず
無

線
で
会
話
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

通
話
品
質
も
プ
ア
だ
っ
た
し
、
と
て
も
い

い
ペ
ー
ス
で
走
っ
て
い
た
か
ら
話
し
か
け

て
邪
魔
を
し
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
。
結
局
、

彼
は
プ
ッ
シ
ュ
し
続
け
た
末
に
ス
ピ
ン
し

た
。
避
け
ら
れ
た
リ
タ
イ
ア
だ
っ
た
よ
。

　

モ
ナ
コ
で
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
て
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
貼
り
つ
い
た
。
カ
ナ
ダ
で
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
つ
い
て
は
ク
ル
マ
の
何
か

が
壊
れ
た
と
彼
は
言
っ
て
い
た
が
、
右
か

ら
左
へ
切
り
返
す
シ
ケ
イ
ン
で
攻
め
す
ぎ

た
だ
け
だ
と
思
う
。
単
純
に
縁
石
に
乗
り

上
げ
て
ク
ル
マ
が
宙
に
浮
き
、
ス
テ
ア
リ

ン
グ
が
効
か
な
く
な
っ
て
ウ
ォ
ー
ル
に
突

っ
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
」

ア
レ
ジ
フ
ァ
ン
の
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ

│
│
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
カ
ペ
リ

の
自
信
が
損
な
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
あ
あ
。
だ
が
私
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、

そ
う
な
っ
た
の
は
第
２
戦
か
第
３
戦
で
イ

ワ
ン
か
ら
Ｔ
カ
ー
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
後

の
こ
と
だ
。
そ
れ
は
ル
カ
・
デ
ィ
・
モ
ン

テ
ゼ
モ
ロ
が
着
任
し
た
時
期
と
一
致
し
て

い
る
。
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
は
ア
レ
ジ
の
大
フ

ァ
ン
で
、
ど
う
い
う
わ
け
か
イ
ワ
ン
が
好

き
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ワ
ン
を
チ
ー
ム
に

連
れ
て
き
た
の
は
、
レ
ー
ス
部
門
の
総
責

任
者
だ
っ
た
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ロ
ン
バ
ル

デ
ィ
だ
。
イ
ワ
ン
は
何
も
信
じ
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
た
と
思
う
。
チ
ー
ム
が
彼
の
た

め
に
は
働
か
ず
、
も
う
ひ
と
り
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
た
め
に
だ
け
働
い
て
い
る
の
が
明

ら
か
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
チ
ー
ム
は
シ
ー
ズ
ン
途
中
で
横

置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
た
が
、
最

初
は
ア
レ
ジ
の
レ
ー
ス
カ
ー
と
Ｔ
カ
ー
が

横
置
き
で
、
イ
ワ
ン
の
ク
ル
マ
は
縦
置
き

ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
の
ま
ま
。
ま
っ
た
く
バ
カ

げ
た
話
だ
よ
。
最
近
で
は
ふ
た
り
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
違
う
ク
ル
マ
を
与
え
る
な
ん
て

考
え
ら
れ
な
い
し
、あ
り
得
な
い
こ
と
だ
」

│
│
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー
は
、

カ
ペ
リ
が
苦
し
ん
だ
の
は
あ
の
ク
ル
マ
の

フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
を
信
頼
で
き
な
か
っ
た

か
ら
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
イ
ワ
ン
は
ア
ン
ダ
ー
ス
テ
ア
の
強
い
ク

ル
マ
が
苦
手
だ
っ
た
が
、
彼
の
た
め
に
ア

ン
ダ
ー
を
消
し
て
や
れ
な
か
っ
た
。
い
い

バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

逆
に
オ
ー
バ
ー
ス
テ
ア
な
ク
ル
マ
に
さ
え

で
き
ず
、
何
を
や
っ
て
も
ア
ン
ダ
ー
で
ね
。

彼
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
一
番
の
問
題
だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
ア
レ
ジ
が
速
く
走
れ
た

の
は
、
自
分
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ
イ
ル

を
ど
ん
な
ク
ル
マ
に
で
も
合
わ
せ
て
し
ま

う
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
私
は
今
で
も
、

イ
ワ
ン
は
と
て
も
い
い
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

り
、
優
れ
た
人
物
だ
と
思
っ
て
い
る
し
、

い
つ
も
正
確
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て

く
れ
た
。
た
だ
、
チ
ー
ム
は
彼
の
意
見
に

耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
ん
だ
」

│
│
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
２
戦
で
、
カ
ペ
リ

が
降
ろ
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

「
チ
ー
ム
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
こ
そ
が
進
む
べ
き
道
だ
と
考
え
た
。
当

時
、
す
で
に
テ
ス
ト
チ
ー
ム
が
開
発
を
始

め
て
い
た
ん
だ
。
そ
し
て
、
テ
ス
ト
で
は

ず
っ
と
ニ
コ
ラ
・
ラ
リ
ー
ニ
が
ド
ラ
イ
ブ

し
て
き
た
と
い
う
理
由
で
、
シ
ー
ズ
ン
最

後
の
２
戦
で
は
彼
を
起
用
し
て
ア
ク
テ
ィ

ブ
カ
ー
を
走
ら
せ
た
。
そ
う
し
て
イ
ワ
ン

は
〝
離
縁
〞
さ
れ
た
ん
だ
」

│
│
当
時
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
完

成
度
は
ど
う
で
し
た
か
？

「
信
頼
性
の
面
で
問
題
が
多
か
っ
た
。
ま

だ
明
ら
か
に
熟
成
不
足
で
ね
。
当
初
、
私

た
ち
は
車
高
だ
け
に
作
用
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
い
た
。
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な

機
構
で
ク
ル
マ
の
車
高
を
変
化
さ
せ
る
も

の
で
、
制
御
も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド

が
93
年
用
に
設
計
し
た
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

は
ま
っ
た
く
違
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
お

り
、
残
念
な
が
ら
最
初
の
シ
ス
テ
ム
よ
り

も
は
る
か
に
複
雑
だ
っ
た
」

現
代
Ｆ
１
に
影
響
を
与
え
た
デ
ザ
イ
ン

│
│
ど
う
し
て
Ｆ
92
Ａ
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？　

興
味
深
い
こ
と
に

現
在
の
Ｆ
１
カ
ー
の
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン

は
、
ど
れ
も
あ
の
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ン
の

影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

「
そ
の
と
お
り
だ
。
最
近
の
ラ
ジ
エ
タ
ー

ダ
ク
ト
は
、
す
ご
く
高
い
位
置
に
開
口
が

あ
る
。
そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
も
含
ま
れ

て
い
た
と
い
う
証
拠
で
あ
り
、
私
も
あ
の

F92Aの丸いモノコックは狭く、体格の良いカペリに

は窮屈。快適でないマシンで走らねばならなかった

ラウダがアドバイザーとして現れることもあったが、話す相

手はモンテゼモロのみ。チームとは一言も交わしていないと
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度
も
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
お
そ

ら
く
チ
ー
ム
と
は
一
言
も
交
わ
し
て
い
な

い
。
彼
は
い
つ
も
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
と
だ
け

話
を
し
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
だ
っ
た
」

│
│
全
体
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
92
年

は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
ん
な
シ
ー
ズ
ン
で

し
た
か
？

「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
。
初
め
て

レ
ー
ス
チ
ー
ム
で
仕
事
を
し
た
年
だ
か
ら
、

ど
の
レ
ー
ス
の
週
末
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ

て
ね
。
私
も
ま
だ
若
く
て
、

世
界
を
旅
し
て
回
れ
た
の
は

い
い
思
い
出
だ
が
、
同
時
に

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
大

き
か
っ
た
。
ま
あ
、
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
ベ
ル
ガ
ー
を
担
当
し
た

93
年
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
け
ど

ね
（
笑
）
。
92
年
の
場
合
は
、

結
果
が
残
せ
な
い
こ
と
へ
の
不

満
だ
っ
た
。
私
と
イ
ワ
ン
の
仲

は
良
く
て
、
だ
か
ら
こ
そ
多
少

の
苦
労
は
乗
り
切
れ
た
し
、
彼

と
は
今
も
い
い
友
人
同
士
だ
。
し

か
し
、
93
年
に
は
何
も
か
も
が
変

わ
っ
た
。
バ
ー
ナ
ー
ド
が
設
計
し

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

は
や
た
ら
と
複
雑
な
だ
け
の
ひ
ど

い
代
物
で
、
ク
ル
マ
の
扱
い
は
難

し
か
っ
た
し
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
の
態
度
も
気

に
入
ら
な
か
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
私
が
ト
ロ
ロ
ッ
ソ
へ
移

籍
す
る
と
、
彼
が
チ
ー
ム
の
共
同
オ
ー
ナ

ー
に
な
っ
て
い
て
ね
。
そ
の
頃
に
は
も
う

す
っ
か
り
い
い
人
だ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で

よ
う
や
く
友
達
に
な
れ
た
ん
だ
」

よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
イ
モ
ラ
で
ス
プ
リ

ン
グ
の
た
わ
み
量
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、

値
が
予
想
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
こ

と
だ
。
あ
の
ク
ル
マ
は
大
き
な
ダ
ウ
ン
フ

ォ
ー
ス
を
発
生
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は

一
貫
性
が
な
か
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ク
ル
マ
で
あ
れ
ば
、
あ
の

空
力
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
文
句
な
し
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。
性
能
の
ピ
ー
ク
が
す
ご
く
高

い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
ピ
ー
ク
値
で
し
か
な
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
ク
ル
マ
の
姿
勢
を

常
に
そ
の
ピ
ー
ク
の
状
態
に
、
つ
ま
り
理

想
的
な
車
高
に
維
持
で
き
る
。
だ
が
、
通

常
の
パ
ッ
シ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ク
ル

マ
に
は
、
も
っ
と
安
定
し
た
空
力
が
必
要

だ
。
ク
ル
マ
の
姿
勢
が
変
化
し
て
路
面
に

ボ
ト
ミ
ン
グ
し
た
り
し
て
も
、
空
力
的
な

一
貫
性
が
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
っ
た
の
は
シ
ー
ズ
ン
も
後
半
に
な
っ

て
か
ら
で
、
Ｆ
92
Ａ
は
パ
ッ
シ
ブ
カ
ー
と

し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ク
ル
マ
だ
っ
た
」

│
│
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ニ
コ
ル
ス
が
去
り
、

ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
が
加
わ

っ
て
、
さ
ら
に
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
も

復
帰
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
混
乱
が
生
じ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
そ
れ
は
ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
と
ね
。
そ
れ

に
加
え
て
、
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
も
し
ば
し
ば

現
場
を
掻
き
回
し
た
。
彼
は
偉
大
な
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
だ
が
、
部
下
を
激
し
く
プ
ッ
シ

ュ
し
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
ニ
キ
・
ラ
ウ
ダ
も
い
た
。

け
れ
ど
も
正
直
な
と
こ
ろ
、
私
は
彼
と
一

イタリア・モデナ出身。1976年10月、16

歳でメカニックとしてフェラーリに加入。

98年８月まで約22年にわたり、メカニック

／エンジニア等を務める。一時期はIMSAの

プログラムにも携わった。その後、ミナル

ディのエンジニア（98～2000年）、TMGの

ロジスティクスマネージャー（01～05年）

を経て、06年にトロロッソのシニアマネー

ジャーに就任。アルファタウリ改変前の19

年まで、首脳陣として同チームを牽引した。

現在はモータースポーツコンサルタント

ジャンフランコ・ファントゥッツィ
Gianfranco Fantuzzi



ク
ル
マ
に
は
優
れ
た
部
分
が
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
た
だ
、
私
た
ち
は
開
発
に
よ

っ
て
ク
ル
マ
を
改
良
し
て
い
け
ず
、
エ
ン

ジ
ン
の
出
来
も
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
あ
の
ク
ル
マ
の
一
番
の

弱
点
は
エ
ン
ジ
ン
で
、
ブ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

防
ぐ
た
め
に
使
え
る
回
転
数
の
上
限
が
ど

ん
ど
ん
下
げ
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。
当
時
の

標
準
的
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
エ
ン

ジ
ン
だ
っ
た
と
思
う
。

　

ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
は
あ
っ
た
。
最
初
に

も
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
の
計
測
デ
ー
タ
に
も
示
さ
れ
て
い
た
。

イワンのフィードバックはいつも正確
ただチームはそれに耳を傾けようとせず、冷遇さえした

Gian f ranco Fantuzzi
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ジェット戦闘機の如く
未来にヒントを与えたサイドポンツーン形状

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
芸
術
と
似
て
い

る
。
ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を
生
み
出
す
た

め
、
ま
ず
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
要
な
の
は
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
だ
。
こ

う
し
た
ひ
ら
め
き
は
、
様
々
な
も
の
か
ら

得
ら
れ
る
。
１
９
９
０
年
代
の
Ｆ
１
マ
シ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
他
チ

ー
ム
の
マ
シ
ン
や
自
然
物
、
さ
ら
に
は
航

空
機
を
観
察
し
て
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
得
て
い
た
。

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
よ
う
な
Ｆ
92
Ａ

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｆ
92
Ａ
が
発
表
さ
れ
た
時
、

何
よ
り
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
サ
イ
ド

ポ
ン
ツ
ー
ン
だ
っ
た
。
そ
の
エ
ア
イ
ン
テ

ー
ク
は
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
と
い
う
よ
り
、

軍
用
機
の
も
の
に
近
い
よ
う
に
見
え
た
か

ら
だ
。
そ
の
開
口
部
の
形
状
は
、
ア
メ
リ

カ
の
グ
ラ
マ
ン
Ａ
‐
６
イ
ン
ト
ル
ー
ダ
ー

の
も
の
と
、
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
、
Ｆ
92
Ａ
の
空
力
設
計
者
で
あ
る
ジ

ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー
が
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
入
る
前
に
航
空

業
界
に
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
さ
ほ
ど
驚

く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

　

軍
用
機
か
ら
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
形

状
を
思
い
つ
い
た
に
は
違
い
な
い
が
、
そ

の
目
的
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
。
戦

闘
機
に
お
い
て
は
、
適
切
に
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
に
空
気
を
送
り
込
む
た
め
に
ダ
ク

ト
形
状
が
非
常
に
重
要
な
要
素
と
さ
れ
る
。

一
方
で
、
Ｆ
１
マ
シ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
は
、

ほ
と
ん
ど
の
軍
用
機
の
離
陸
速
度
を
し
の

ぐ
と
は
い
え
、
音
速
の
壁
を
超
え
る
こ
と

は
な
い
。

　

戦
闘
機
の
よ
う
な
形
状
を
採
用
し
、
ミ

ジ
ョ
ー
は
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
フ
ロ
ア

か
ら
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重
心

が
高
く
な
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
下
と
フ
ロ
ア

の
間
に
空
気
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

（
理
論
上
は
）
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が
増
し

て
い
る
。
こ
の
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
は
素
晴
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
に
思
わ
れ
た
が
、
最
終
的

に
は
欠
陥
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
。

　

思
い
切
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
が
、

実
際
の
走
行
で
は
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
Ｆ

92
Ａ
は
完
全
な
る
失
敗
作
だ
っ
た
。
最
終

的
な
成
績
は
２
０
２
０
年
の
フ
ェ
ラ
ー
リ

Ｓ
Ｆ
１
０
０
０
よ
り
ひ
ど
く
、
２
回
し
か

表
彰
台
に
立
て
な
か
っ
た
の
だ
。
失
敗
の

主
な
原
因
は
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
と
ダ

ブ
ル
フ
ロ
ア
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
っ

た
と
判
断
さ
れ
、
93
年
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
は

従
来
の
デ
ザ
イ
ン
に
戻
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

Ｓ
Ｆ
１
０
０
０
同
様
、
諸
悪
の
根
源
は
空

力
で
は
な
く
、
エ
ン
ジ
ン
だ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
は
、
潤
滑

油
が
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
を
つ
た
っ
て
燃
焼

室
に
入
り
込
む
〝
ブ
ロ
ー
バ
イ
〞
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
せ
い
で
、
Ｆ
92

Ａ
は
50
馬
力
を
失
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
追
加
の
オ
イ
ル
タ
ン
ク
を
配
し

た
こ
と
で
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

Ｆ
92
Ａ
は
比
較
的
十
分
な
ダ
ウ
ン
フ
ォ

ー
ス
を
確
保
し
て
お
り
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

が
う
ま
く
は
ま
る
と
、
非
常
に
優
れ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
た
と
、
の
ち

に
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
は
語
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
安
定
し
て
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
、
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

チ
ー
ム
の
内
紛
も
あ
っ
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
不
足
を
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
せ
い

に
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
今
に
な
っ
て
み

る
と
、
問
題
が
あ
っ
た
の
は
エ
ン
ジ
ン
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

近
似
す
る
コ
ン
セ
プ
ト

　

92
年
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
再
加
入
し
た
ジ

ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、
96
年
の
Ｆ
３
１

０
に
戦
闘
機
ス
タ
イ
ル
の
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ

ー
ン
を
再
び
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
Ｆ
92
Ａ

ほ
ど
極
端
で
は
な
か
っ
た
が
、
Ｆ
３
１
０

で
も
似
た
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
、

マ
シ
ン
の
リ
ヤ
を
安
定
さ
せ
る
の
に
サ
イ

ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
の
下
の
気
流
を
活
用
し
た
。

た
だ
、
こ
の
点
と
は
関
係
な
い
他
の
部
分

Ferrari F92A
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最速のシルエットを創造する空力デザイナー

F92Aでは様々な問題で結実しなかったが

航空機由来のアイデアは今後も出現し続けるだろう
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の
マ
シ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
欠
点
が
あ
り
、
３

勝
を
挙
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
マ

シ
ン
は
失
敗
作
と
評
さ
れ
た
。
サ
イ
ド
ポ

ン
ツ
ー
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
失
敗
だ
っ
た

か
ど
う
か
定
か
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

バ
ー
ナ
ー
ド
は
後
継
の
Ｆ
３
１
０
Ｂ
（
名

前
と
は
裏
腹
に
完
全
に
異
な
る
マ
シ
ン
）

に
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン

を
持
ち
上
げ
て
マ
シ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
引
き
出
す
こ
と
に
２
回
失
敗
し
て
い

る
が
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
持
ち
上
げ

る
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
近
年
に
な
っ
て
再
び
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
挑
戦
し
た
チ
ー
ム
が

あ
っ
た
。
11
年
、
ト
ロ
ロ
ッ
ソ
は
Ｓ
Ｔ
Ｒ

６
の
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
持
ち
上
げ
、

Ｆ
92
Ａ
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
を
選
択
。

こ
の
マ
シ
ン
は
、
経
験
の
浅
い
ド
ラ
イ
バ

ー
が
ド
ラ
イ
ブ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
ず
ま
ず
の
成
績
を
残
し
た
。
後
継
の
マ

シ
ン
で
も
同
様
の
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を

使
用
し
た
が
、
結
局
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

取
り
下
げ
ら
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
ク

ー
リ
ン
グ
が
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
21

年
現
在
、
非
常
に
厳
し
い
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
少
し
で
も
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

を
得
る
た
め
に
、
22
年
の
マ
シ
ン
に
サ
イ

ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
持
ち
上
げ
る
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
す
る
チ
ー
ム
が
現
れ
な
い
か
、
興

味
深
い
と
こ
ろ
だ
。

　

サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
を
持
ち
上
げ
た
ト

ロ
ロ
ッ
ソ
の
マ
シ
ン
の
エ
ア
イ
ン
テ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン
は
非
常
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
だ

っ
た
が
、
Ｆ
１
マ
シ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

航
空
機
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

よ
う
と
す
る
の
を
や
め
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
12
年
の
ロ
ー
タ
ス
Ｅ
20
の
ロ
ー

ル
フ
ー
プ
に
は
、
マ
ク
ド
ネ
ル
・
ダ
グ
ラ

ス
社
の
Ｆ
‐
４
フ
ァ
ン
ト
ム
の
デ
ザ
イ
ン

そ
の
ま
ま
の
〝
耳
の
よ
う
な
形
状
〞 

の
ダ

ク
ト
が
つ
い
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｆ
92
Ａ
は
、
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
と
て

も
貴
重
な
戦
闘
機
の
遺
産
を
Ｆ
１
に
残
し

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
ダ
ク
ト
の
形
状
や
ス
タ
イ
ル
で
は
な

く
、
航
空
産
業
は
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

の
宝
庫
だ
と
い
う
こ
と
を
、
多
く
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
だ
。

　

戦
闘
機
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
コ
ン
セ
プ
ト

を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
の
は
、
か
な
り
大

変
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
誰

か
が
成
功
さ
せ
た
ら
、
ミ
ジ
ョ
ー
の
正
当

性
が
つ
い
に
証
明
さ
れ
る
と
考
え
る
人
も

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
先
、
ジ
ェ
ッ
ト

戦
闘
機
ダ
ク
ト
が
復
活
す
る
日
が
訪
れ
る

か
も
し
れ
な
い
！

航空産業は素晴らしいアイデアの宝庫だということを
F92Aは多くのエンジニアに気づかせてくれた

2011年のトロロッソSTR6（右）

は、サイドポンツーン下部を大き

くえぐり、ほぼF92Aのような仕

上がり。当時チームの主要スタッ

フに、P60に登場するジャンフラ

ンコ・ファントゥッツィが在籍し

ているのは単なる偶然だろうか。ロ

ータスE20（左）は、12年シーズ

ン中盤からインダクションポッド

両サイドにダクトを追加した

Lotus E20 Toro Rosso STR6

Ferrari F310
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引
き
継
ぎ
役
と
し
て

　

１
９
９
１
年
当
時
、
私
は
ラ
ン
チ
ア
・

コ
ル
セ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ

っ
た
。
元
々
の
専
門
分
野
は
エ
ン
ジ
ン
の

設
計
な
の
だ
が
、
長
年
勤
め
て
い
る
う
ち

に
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
っ
て

ね
。
あ
の
頃
、
ラ
ン
チ
ア
は
ラ
リ
ー
で
多

く
の
選
手
権
タ
イ
ト
ル
を
勝
ち
獲
っ
て
い

た
。
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
デ
ル
タ
Ｓ
４
の
エ
ン

ジ
ン
を
設
計
し
た
の
は
私
だ
。
タ
ー
ボ
と

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
両
方
を
備
え
た

エ
ン
ジ
ン
で
、
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
だ
っ
た
。

　

91
年
に
は
、
ス
ク
ー
デ
リ
ア
・
フ
ェ
ラ

ー
リ
の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

元
エ
ン
ジ
ン
設
計
者
と
し
て
チ
ー
ム
代
表
を
務
め
た
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が

〝
神
話
依
存
〞か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
過
程
で
直
面
し
た
問
題
点
を
明
か
す

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

務
め
て
い
た
チ
ェ
ザ
ー
レ
・
フ
ィ
オ
リ
オ

が
、
何
ら
か
の
理
由
で
チ
ー
ム
を
離
れ
た
。

実
際
に
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
の
役
員
会
が
彼
を

追
い
払
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
何
も
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ピ
エ
ロ
・
フ

サ
ロ
社
長
と
フ
ィ
ア
ッ
ト
の
ジ
ャ
ン
ニ
・

ア
ニ
エ
リ
か
ら
直
々
に
、
10
日
以
内
に
フ

ェ
ラ
ー
リ
に
赴
任
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

た
ん
だ
。
急
遽
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
私
は
、

91
年
の
段
階
で
は
ま
だ
正
式
な
チ
ー
ム
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
引
き

継
ぎ
役
と
し
て
そ
の
職
に
あ
っ
た
ピ
エ
ロ

・
ラ
ル
デ
ィ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
、
マ
ル
コ

・
ピ
ッ
チ
ニ
ー
ニ
の
協
力
を
得
な
が
ら
仕

事
を
し
た
。
つ
ま
り
、
当
初
は
三
頭
体
制

だ
っ
た
わ
け
だ
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス

ト
が
91
年
限
り
で
現
役
を
退
く
こ
と
を
考

え
て
い
た
。
私
は
引
退
を
思
い
と
ど
ま
る

よ
う
説
得
を
試
み
た
よ
。
真
の
一
流
ド
ラ

イ
バ
ー
を
擁
す
る
こ
と
は
チ
ー
ム
に
と
っ

て
と
て
も
重
要
で
、
当
時
最
高
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
彼
と
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
だ
っ
た

か
ら
だ
。
だ
が
、
結
局
彼
の
考
え
を
変
え

ら
れ
ず
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
の
役
員
会
は
シ
ー

ズ
ン
終
了
を
待
た
ず
に
プ
ロ
ス
ト
を
解
雇

す
る
決
定
を
下
し
た
。
ご
存
知
の
と
お
り
、

彼
は
１
年
間
Ｆ
１
を
離
れ
た
後
、
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
と
契
約
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
イ
ワ
ン
・
カ

ペ
リ
の
起
用
を
決
め
た
。
彼
は
と
て
も
優

れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
ね
。
カ
ペ
リ
を

選
ん
だ
の
は
私
で
は
な
く
、
フ
ェ
ラ
ー
リ

の
役
員
会
の
判
断
だ
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

Interview with

ランチアでの成功から一転

フェラーリ再興を託されたロンバルディ

チーム状況を把握すると分かった

“神話依存”という決定的な問題に対して

元エンジン設計者の視点から

どのように感じ、対処したのだろうか

Text/Adam Cooper
Translation/Kenji Mizugaki

Photos/Hiroshi Kaneko, Masaru Miyajima, Motorsport Images 
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私
は
ま
だ
正
し
い
選
択
が
で
き
る
ほ
ど
、

Ｆ
１
の
世
界
を
熟
知
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
92
年
の
ふ

た
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
き
わ
め
て
優
秀
で
、

ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
も
イ
ワ
ン
も
素
晴
ら
し

い
人
物
だ
っ
た
。

時
流
に
遅
れ
て
い
た

　

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
判
断
は
、
92
年

に
向
け
て
ク
ル
マ
を
全
面
的
に
刷
新
し
、

ま
っ
た
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
す

る
と
決
め
た
こ
と
だ
。
Ｆ
92
Ａ
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
と
て
も
魅
力
的
に
思
え
た
。
私

が
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
中
で
、
最
高
の

エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
シ
ス
ト
と
評
価
し
て
い

る
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー
の
ア

イ
デ
ア
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
本
当
に
卓

越
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で
、
風
洞

の
デ
ー
タ
も
文
句
な
し
だ
っ
た
よ
。
ダ
ウ

ン
フ
ォ
ー
ス
が
大
幅
に
増
え
て
い
て
、
空

力
効
率
も
高
か
っ
た
。

　

フ
ィ
ア
ッ
ト
の
役
員
会
が
、
フ
サ
ロ
に

代
え
て
ル
カ
・
デ
ィ
・
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
を

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
社
長
に
す
る
こ
と
を
決
め

た
の
も
、
91
年
の
終
わ
り
頃
の
こ
と
だ
。

モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
は
年
が
明
け
て
間
も
な
い

う
ち
に
、
そ
の
職
に
就
い
た
。

　

だ
が
、
ウ
イ
ン
タ
ー
テ
ス
ト
が
始
ま
る

と
、
す
ぐ
に
私
は
技
術
面
で
の
状
況
は
あ

ま
り
良
い
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
か
な
り

悪
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
で

は
、
誰
も
が
エ
ン
ジ
ン
は
十
分
に
優
れ
て

い
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
よ
。
フ
ェ
ラ
ー

リ
は
最
強
の
エ
ン
ジ
ン
を
擁
し
て
い
る
は

ず
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
芳
し
く
な
い
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し
た
欠
点
や
問
題
を
す
べ
て
克
服
す
る
の

に
、
２
〜
３
年
を
要
し
た
の
も
無
理
は
な

い
と
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
専
念

　

92
年
初
め
に
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
モ
ン

テ
ゼ
モ
ロ
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
人
々
か
ら

成
績
不
振
の
原
因
は
エ
ン
ジ
ン
で
は
な
い

と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
た
。
レ
ー
ス
翌
日

の
月
曜
に
な
る
と
、彼
は
相
手
構
わ
ず「
こ

の
愚
か
者
め
、
お
前
た
ち
は
何
も
分
か
っ

て
い
な
い
！
」
と
か
、
そ
ん
な
罵
声
を
浴

び
せ
る
の
が
常
だ
っ
た
。
私
に
は
モ
ン
テ

ゼ
モ
ロ
の
言
動
が
ま
る
で
理
解
で
き
な
か

っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
か
な
り
厄
介

な
状
況
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

92
年
シ
ー
ズ
ン
の
前
半
は
、
彼
が
ジ
ェ

ス
テ
ィ
オ
ー
ネ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ー
バ
（
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）
の
マ
ネ
ー
ジ
ン

グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
が
、
着
任
か
ら

何
カ
月
か
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
モ
ン
テ
ゼ

モ
ロ
は
実
に
的
確
な
人
事
を
行
な
っ
た
。

ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
に
マ
ネ

ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
地
位
を
与
え
、

私
を
エ
ン
ジ
ン
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
し

た
ん
だ
。
こ
う
し
た
正
し
い
判
断
が
で
き

た
の
は
、
彼
が
最
大
の
問
題
は
ク
ル
マ
で

は
な
く
、
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
始
め
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

Ｆ
92
Ａ
に
話
を
戻
す
と
、
ミ
ジ
ョ
ー
に

は
あ
の
卓
越
し
た
ア
イ
デ
ア
を
開
発
す
る

時
間
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
モ
ン
テ
ゼ

モ
ロ
は
、
い
つ
も
早
急
に
結
果
を
出
す
こ

と
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ベ
イ
に「
ク

ル
マ
の
手
直
し
を
し
て
く
れ
。
こ
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
ダ
メ
だ
」
と
命
じ
、
２
〜
３
カ

月
後
に
は
ハ
ー
ベ
イ
が
主
導
し
て
Ｆ
92
Ａ

の
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
が
始
ま
っ
た
。
も
し
ミ

ジ
ョ
ー
が
十
分
に
時
間
を
か
け
て
ク
ル
マ

を
開
発
で
き
れ
ば
、
あ
の
年
の
後
半
に
は

本
来
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
機
能
す
る
よ
う
に

な
り
、
選
手
権
の
様
相
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
自
身
は
部
下
の
設
計
チ
ー
ム
と
共
に
、

エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
専
念
し
た
。
エ
ン
ジ

ン
の
設
計
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
ま
ず
翌

年
に
は
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
を
４
バ
ル
ブ

に
し
て
、
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
バ
ル
ブ
も
開

発
し
た
。
オ
イ
ル
の
ス
カ
ベ
ン
ジ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
も
設
計
し
直
し
た
。
し
か
し
、
現

場
か
ら
は
絶
え
ず
「
も
っ
と
パ
ワ
ー
が
必

要
だ
」
と
突
き
上
げ
ら
れ
、
と
て
も
難
し

い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

　

92
年
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
時
点
で
は
、
０

４
０
エ
ン
ジ
ン
の
出
力
は
６
７
０
〜
６
８

０
馬
力
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
対

し
て
ル
ノ
ー
は
７
６
０
馬
力
は
出
て
い
た

と
思
う
。
私
た
ち
の
12
気
筒
は
着
実
に
改

良
が
進
み
、
93
年
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
は
ル

ノ
ー
と
対
等
か
、
少
し
上
回
る
く
ら
い
の

パ
ワ
ー
を
発
生
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
も
少
し
ず
つ
進
歩
し
て
、
翌
94
年

に
は
８
２
０
馬
力
に
達
し
た
。

感
謝
し
て
い
る

　

ひ
と
つ
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
を
責
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。

　

イ
ワ
ン
は
そ
れ
ま
で
ビ
ッ
グ
チ
ー
ム
で

ド
ラ
イ
ブ
し
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
点
で

は
ジ
ャ
ン
の
方
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。
彼
に
は
超
一
流
ド
ラ
イ
バ
ー
の
プ

ロ
ス
ト
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
し
て
、
１
年

間
一
緒
に
仕
事
を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
私
は
彼
ら
に
深
く
同
情
し
て
い
た
。

Ｆ
92
Ａ
の
最
大
の
弱
点
が
エ
ン
ジ
ン
で
あ

る
こ
と
を
、
彼
ら
は
誰
よ
り
も
よ
く
知
っ

て
い
た
し
、
そ
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

は
十
分
に
理
解
で
き
た
か
ら
だ
。

　

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は
落
ち
着
か
ず
、
い

つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
感
じ
だ
っ

た
。
依
然
と
し
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ
が
終
わ

る
た
び
に
、
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
の
「
愚
か
者

め
が
！
」
と
い
う
怒
号
が
響
い
て
い
た
。

と
に
か
く
一
番
の
問
題
は
エ
ン
ジ
ン
で
、

本
当
に
必
要
な
の
は
ミ
ジ
ョ
ー
の
素
晴
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
を
開
発
す
る
た
め
の
時
間

だ
っ
た
。
後
年
の
エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
シ
ス

ト
た
ち
は
、
誰
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
、

あ
の
優
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
何
ら
か
の

ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
い
る
と
思
う
。
空
力

の
開
発
を
着
実
に
進
め
て
い
く
機
会
と
、

エ
ン
ジ
ン
を
改
良
す
る
時
間
さ
え
あ
れ
ば
、

あ
の
ク
ル
マ
で
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
は

十
分
に
可
能
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

だ
が
結
果
は
ど
う
あ
れ
、
ひ
と
り
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
言
え
ば
私
は
フ
ェ
ラ
ー

リ
で
仕
事
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
エ
ン

ジ
ン
を
漸
進
的
に
開
発
し
て
い
く
経
験
が

で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

一番の問題はエンジンで、本当に必要なのは

ミジョーの素晴らしいアイデアを開発するための時間だった

1942年５月12日生まれ。イタリア

出身。ボローニャ大学で機械工学の

学位を取得後、82年から91年途中ま

で所属したランチアではエンジン設

計者やテクニカルディレクターを歴

任しWRCで幾多のタイトル獲得に貢

献。その後フェラーリに加入し、チ

ーム代表をはじめとした要職を経て、

94年からフェラーリGTプログラム

も担当。2000年には上級エンジニア

リングコンサルタントとして２輪メ

ーカーのアプリリアへ移籍。現在は

フリーのコンサルタント業に勤しむ

クラウディオ・ロンバルディ
Claudio Lombardi

「日本人たちのやり方に倣って、すべて

を一度に変えるのではなく、ひとつず

つ確実に改良していった」とティーポ

040の開発過程を語るロンバルディ。当

時のエンジン戦力構図が垣間見える

ポスルズウエイトがマネージングディレクターに就任、ロンバルディはエンジン開発に

専念。シャシーと共に早急な改善が求められた。右はモンテゼモロ、左はゲディーニ
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と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

問
題
、
空
力
の
問
題
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
問

題
で
あ
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
問
題
で
は
な

い
と
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
ん
だ
。

　

91
年
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
一
員
と
な
っ
て

か
ら
の
数
カ
月
間
で
、
私
は
徐
々
に
Ｆ
１

の
技
術
的
な
状
況
、
Ｆ
１
の
エ
ン
ジ
ン
の

状
況
、
そ
し
て
Ｆ
１
に
お
け
る
フ
ェ
ラ
ー

リ
の
状
況
に
つ
い
て
学
ん
で
い
っ
た
。
そ

し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
エ
ン
ジ
ン
設
計
が
、

実
際
に
は
か
な
り
時
流
に
遅
れ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
た
。
な
ぜ
遅
れ
て
い
た
か
と

言
え
ば
、
そ
れ
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
人
々
が

自
分
た
ち
は
世
界
最
高
の
エ
ン
ジ
ン
製
造

者
で
あ
る
と
自
負
し
、
部
外
者
の
話
に
耳

を
傾
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

４
つ
の
欠
点

　

92
年
の
テ
ィ
ー
ポ
０
４
０
に
は
、
大
き

く
分
け
て
３
つ
、
な
い
し
は
４
つ
の
欠
点

が
あ
っ
た
と
思
う
。

　

第
１
の
問
題
は
、
オ
イ
ル
の
ス
カ
ベ
ン

ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
が
完
全
に
間
違

っ
て
い
た
こ
と
だ
。
ス
カ
ベ
ン
ジ
ン
グ
ポ

ン
プ
の
容
量
が
小
さ
す
ぎ
て
、
ク
ラ
ン
ク

ケ
ー
ス
内
の
ブ
ロ
ー
バ
イ
圧
力
が
高
く
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
も
少
し
高
め
と
い
う
よ

う
な
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー

ス
に
多
く
の
オ
イ
ル
が
滞
留
し
て
パ
ワ
ー

ロ
ス
の
原
因
と
な
り
、
大
量
の
ブ
ロ
ー
バ

イ
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
て
い
た
。

　

第
２
の
問
題
と
し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
は

５
バ
ル
ブ
の
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
が
優
れ

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
信
じ
て
い
た
。

そ
う
考
え
た
根
拠
は
、
テ
ス
ト
リ
グ
で
は

５
バ
ル
ブ
の
方
が
吸
気
の
流
入
量
が
多
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
、
燃
焼
に
関
し

て
は
大
き
な
難
点
が
あ
っ
た
。
あ
の
５
バ

ル
ブ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
燃
焼
と
い
う
観
点

か
ら
は
優
れ
て
い
な
か
っ
た
。
燃
焼
室
の

形
状
が
複
雑
に
な
り
、
急
速
な
燃
焼
を
促

進
す
る
か
た
ち
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
結
果
と
し
て
燃
焼
速
度
は
遅
く
、

５
バ
ル
ブ
の
充
填
効
率
で
の
ゲ
イ
ン
よ
り

も
燃
焼
効
率
の
低
下
に
よ
る
ロ
ス
の
方
が

大
き
か
っ
た
。

　

第
３
の
問
題
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
機
械

式
の
バ
ル
ブ
ス
プ
リ
ン
グ
に
頼
っ
て
い
た

の
に
対
し
、
Ｆ
１
に
参
戦
し
て
い
た
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
い
ず
れ
も
す
で
に

ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
バ
ル
ブ
を
採
用
し
て
い

た
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
、
第
４
の
問
題
と
し
て
、
あ
る

い
は
こ
れ
は
問
題
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
91
年
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ェ
ラ
ー
リ

は
ア
ジ
ッ
プ
が
開
発
し
た
燃
料
に
よ
っ
て

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
エ
ン
ジ
ン
自
体
の
パ
ワ
ー

不
足
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
ん
だ
。
あ
の

当
時
、
つ
ま
り
89
〜
91
年
頃
は
、
燃
料
の

成
分
は
実
質
的
に
自
由
で
、
ほ
と
ん
ど
制

約
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ッ
プ
が

供
給
す
る
最
新
の
燃
料
を
使
う
と
、
そ
れ

だ
け
で
50
〜
60
馬
力
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が

可
能
だ
っ
た
。
し
か
し
、
91
年
か
ら
92
年

頃
に
な
る
と
、
エ
ル
フ
や
シ
ェ
ル
も
ア
ジ

ッ
プ
が
何
を
し
て
い
る
か
を
理
解
し
て
、

そ
れ
と
同
等
か
、
あ
る
い
は
上
回
る
よ
う

な
燃
料
を
作
り
始
め
た
。

　

こ
れ
ら
が
当
時
の
状
況
だ
っ
た
。
こ
う

Claudio LombardiInterview with
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情けないほど低迷したのはなぜか？
シーズン開始から終了までライバル勢に太刀打ちできなかった1992年のフェラーリ

人事やデータから浮かび上がる元凶の数々を３つの点に分けて考察してみよう

Text/Toshiyuki Endo
Photos/Kenji Sawada, XPB Images

不
振
の
元
凶
は
マ
ラ
ネ
ロ
の
内
紛
体
質

組
織
と
し
て
迷
走
を
続
け
て
い
た

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
が
年
間
０
勝
と
い
う
シ
ー

ズ
ン
は
歴
史
的
に
見
て
、
そ
う
珍
し
い
こ

と
で
も
な
い
。
タ
イ
ト
ル
獲
得
の
翌
年
が

０
勝
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
１
９
７
０

年
代
後
半
は
５
年
間
で
４
度
も
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
ズ
王
座
を
獲
得
し
た
の
に
、
80

年
は
一
転
し
て
０
勝
、
と
い
っ
た
具
合
だ
。

こ
の
と
き
は
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
10
位

ま
で
凋
落
し
て
い
る
。

　

本
書
の
主
役
フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｆ
92
Ａ
（
Ｆ

92
Ａ
Ｔ
を
含
む
＝
以
下
同
）
が
走
っ
た
92

年
も
０
勝
、
不
振
年
の
代
表
例
の
ひ
と
つ

で
あ
る
が
、
当
時
も
90
年
に
は
６
勝
し
て

タ
イ
ト
ル
争
い
を
演
じ
て
お
き
な
が
ら
、

91
年
に
い
き
な
り
０
勝
と
急
落
す
る
と
、

抜
け
出
せ
な
い
泥
沼
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
。

　

91
年
の
期
待
値
が
高
か
っ
た
た
め
、
予

想
外
の
不
振
で
マ
ラ
ネ
ロ
は
大
い
に
揺
れ

た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
急
坂
を
転
が
り
落
ち

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
時
は
大
概
、
こ

の
内
紛
が
絡
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。
特
に
91
〜
92
年
は
典
型
例
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

躍
進
の
90
年
を
指
揮
し
た
チ
ェ
ザ
ー
レ

・
フ
ィ
オ
リ
オ
が
91
年
途
中
で
チ
ー
ム
を

追
わ
れ
る
と
、
そ
の
あ
と
は
ト
ロ
イ
カ
体

制
な
る
言
葉
が
飛
び
出
し
て
き
た
。
ク
ラ

ウ
デ
ィ
オ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
、
マ
ル
コ
・

ピ
ッ
チ
ニ
ー
ニ
、
ピ
エ
ロ
・
ラ
ル
デ
ィ
・

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
３
巨
頭
体
制
と
記
憶
す
る

が
、
こ
の
時
代
の
Ｆ
1
は
〝
キ
ン
グ
ギ
ド

ラ
〞
で
は
ダ
メ
。
ト
ッ
プ
が
明
確
な
組
織

と
な
る
必
要
が
あ
っ
た
（
と
思
う
）。

　

93
年
途
中
に
ジ
ャ
ン
・
ト
ッ
ド
が
プ
ジ

ョ
ー
か
ら
移
っ
て
く
る
ま
で
の
約
２
年
間
、

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
組
織
と
し
て
迷
走
し
た
。

特
に
92
年
は
丸
々
、
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た

と
い
え
る
わ
け
で
、
そ
ん
な
状
態
で
い
い

ク
ル
マ
を
つ
く
っ
た
り
、
抜
群
の
戦
略
で

レ
ー
ス
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
不
振
の
元

凶
は
マ
ラ
ネ
ロ
の
内
紛
体
質
に
あ
っ
た
と

考
え
る
べ
き
だ
。

　

そ
れ
で
も
ト
ッ
ド
招
聘
に
動
く
契
機
に

な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
の
ち
の
黄
金
期
の

礎
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
失
敗
で
は

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
の
約
30
年
、

こ
こ
ま
で
の
ひ
ど
い
内
紛
は
フ
ェ
ラ
ー
リ

に
起
き
て
い
な
い
と
思
う
。
91
〜
92
年
の

混
乱
が
い
い
教
訓
に
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
!?

その❶
チーム体制

92年の跳ね馬不振を考察する
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優
勝
経
験
者
不
在
は
異
例

ア
レ
ジ
も
カ
ペ
リ
も

当
時
は
過
大
評
価
だ
っ
た
？

　

チ
ー
ム
２
年
目
の
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
と
、

新
加
入
イ
ワ
ン
・
カ
ペ
リ
。
92
年
の
マ
ラ

ネ
ロ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
だ
が
、

優
勝
経
験
者
不
在
は
異
例
と
い
っ
て
い
い
。

75
〜
79
年
の
栄
光
期
以
降
で
考
え
た
場
合
、

開
幕
時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
が

と
も
に
優
勝
未
経
験
だ
っ
た
の
は
こ
の
年

だ
け
と
見
ら
れ
る
。

　

ア
レ
ジ
も
カ
ペ
リ
も
偉
大
な
Ｆ
1
ド
ラ

イ
バ
ー
で
あ
り
、
ア
レ
ジ
は
の
ち
に
、
当

時
１
０
０
人
に
満
た
な
か
っ
た
Ｆ
1
ウ
イ

ナ
ー
に
も
な
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
92

年
を
迎
え
る
時
点
で
は
、
申
し
訳
な
い
け

れ
ど
両
者
と
も
過
大
評
価
さ
れ
て
い
た
面

は
否
定
で
き
な
い
。
日
本
の
フ
ァ
ン
に
と

っ
て
そ
う
だ
し
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
上
層
部
に

と
っ
て
も
同
じ
だ
っ
た
か
。

　

ア
レ
ジ
に
関
し
て
い
え
ば
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
１
年
目
の
91
年
、
マ
シ
ン
の
不
調
は
さ

て
お
き
、
僚
友
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
に
予

選
で
２
勝
13
敗
と
い
う
の
は
い
た
だ
け
な

か
っ
た
。
い
か
に
相
手
が
プ
ロ
ス
ト
と
は

い
え
、
若
い
ア
レ
ジ
が
速
さ
で
完
敗
と
い

う
の
は
…
…
。

　

カ
ペ
リ
の
方
は
マ
ー
チ
〜
レ
イ
ト
ン
ハ

ウ
ス
で
の
活
躍
に
よ
り
、
日
本
で
特
に
高

い
評
価
を
受
け
て
い
た
。
で
も
、
冷
静
に

振
り
返
っ
て
み
る
と
彼
が
本
当
に
輝
い
た

の
は
88
年
シ
ー
ズ
ン
後
半
と
90
年
フ
ラ
ン

ス
Ｇ
Ｐ
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
カ
ペ
リ
は
完
走
経
験
に
乏
し

か
っ
た
。
マ
シ
ン
の
信
頼
性
が
低
か
っ
た

せ
い
も
あ
り
、
そ
の
才
能
を
熟
成
さ
せ
る

だ
け
の
経
験
値
を
稼
げ
な
い
ま
ま
フ
ェ
ラ

ー
リ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
手
元
集
計
だ
が
、

カ
ペ
リ
の
91
年
ま
で
の
Ｆ
1
に
お
け
る
リ

ザ
ル
ト
上
の
完
走
率
は
32
・
1
％
し
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
（
ち
な
み
に
ア
レ
ジ
は

テ
ィ
レ
ル
で
都
合
１
年
半
過
ご
し
た
だ
け

で
フ
ェ
ラ
ー
リ
入
り
し
て
い
る
が
、
彼
は

こ
の
間
、
完
走
率
が
65
・
2
％
あ
っ
た
）。

　

た
だ
、
91
年
の
最
終
戦
前
に
プ
ロ
ス
ト

を
解
雇
し
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
、
92
年
に
向

け
て
カ
ペ
リ
以
外
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
か

と
い
う
と
、
現
実
味
の
あ
っ
た
範
囲
に
他

は
…
…
？　

91
年
の
内
紛
が
様
々
な
意
味

で
当
面
の
連
敗
地
獄
を
約
束
し
て
し
ま
っ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

その❸
ドライバー

完
走
率
が
低
か
っ
た
Ｆ
92
Ａ

絶
望
的
に
遅
か
っ
た

と
ま
で
は
言
え
な
い
？

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
92
年
シ
ー
ズ
ン
用
マ
シ

ン
、
Ｆ
92
Ａ
は
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
な
ど
と
呼

ば
れ
た
新
基
軸
の
採
用
に
よ
り
、
Ｆ
1
史

の
中
で
も
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
マ
シ

ン
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
フ

ァ
ン
も
意
外
に
（
？
）
多
い
と
か
。
た
だ
、

成
績
的
に
は
泣
か
ず
飛
ば
ず
と
表
現
す
る

し
か
な
く
、〝
赤
い
未
勝
利
馬
〞
の
一
頭

に
な
っ
て
い
る
。

　

前
記
し
た
よ
う
に
チ
ー
ム
体
制
が
混
乱

し
続
け
て
い
た
と
い
え
る
状
況
下
で
Ｆ
92

Ａ
は
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
る
過
程
で
も
テ

ク
ニ
カ
ル
パ
ー
ソ
ン
の
顔
ぶ
れ
が
変
化
し

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
不
遇
な
境
遇
に
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
主
戦

ド
ラ
イ
バ
ー
ふ
た
り
が
（
後
述
す
る
よ
う

に
）
経
験
値
に
乏
し
く
、
マ
シ
ン
開
発
の

手
腕
に
長
け
て
い
た
と
は
い
え
な
か
っ
た

点
も
厳
し
い
条
件
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
Ｆ
92
Ａ
だ
が
、
な
に
よ
り
ネ
ッ

ク
だ
っ
た
の
は
完
走
率
の
低
さ
と
考
え
ら

れ
る
。
全
16
戦
、
の
べ
32
回
の
出
走
で
リ

ザ
ル
ト
上
の
リ
タ
イ
ア
が
20
回
。
完
走
率

は
37
・
５
％
し
か
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
本
誌
Ｖ
ｏ
ｌ
・

27
で
採
り
上
げ
た
89
年
型
マ
シ
ン
「
フ
ェ

ラ
ー
リ
６
４
０
」
で
あ
る
。
あ
の
マ
シ
ン

も
完
走
率
は
低
か
っ
た
。
完
走
は
年
間
９

回
の
み
。
こ
れ
は
92
年
（
完
走
12
回
）
よ

り
も
３
回
少
な
く
、
89
年
の
完
走
率
（
失

格
は
統
計
外
と
し
た
場
合
）
は
32
・
1
％

で
、
こ
れ
も
92
年
よ
り
低
か
っ
た
。

　

た
だ
、
89
年
は
完
走
し
た
９
回
が
全
部

３
位
以
内
。
６
４
０
は
速
か
っ
た
の
で
あ

る
。
一
方
の
Ｆ
92
Ａ
は
完
走
12
回
の
う
ち
、

６
位
以
内
入
賞
が
８
回
、
表
彰
台
圏
内
の

リ
ザ
ル
ト
は
３
位
が
２
回
あ
る
だ
け
だ
。

　

６
４
０
と
の
比
較
は
さ
て
お
き
、
92
年

の
予
選
順
位
を
見
て
み
よ
う
。
最
高
は
３

位
。
ト
ッ
プ
10
が
23
回
あ
る
の
で
、
絶
望

的
に
遅
か
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
？　

特
に
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
に
つ
い
て
は
16
戦

中
15
戦
が
ト
ッ
プ
10
。
こ
の
時
代
は
フ
ィ

ー
ル
ド
全
体
の
完
走
率
も
そ
ん
な
に
高
く

な
い
の
で
、
入
賞
ラ
イ
ン
は
６
位
と
厳
し

い
が
、
も
っ
と
生
き
残
れ
て
い
れ
ば
も
っ

と
ポ
イ
ン
ト
も
稼
げ
た
、
と
当
た
り
前
の

こ
と
を
思
わ
さ
れ
る
数
字
で
あ
る
。
ア
レ

ジ
は
完
走
＝
入
賞
６
回
だ
っ
た
。

その❷
マシン
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世
界
が
変
わ
っ
た

│
│
ア
ラ
ン･

プ
ロ
ス
ト
が
フ
ェ
ラ
ー
リ

の
Ｆ
１
マ
シ
ン
を
ト
ラ
ッ
ク
呼
ば
わ
り
し

て
首
脳
陣
の
逆
鱗
に
触
れ
、
電
撃
解
雇
と

な
っ
た
の
が
１
９
９
１
年
日
本
Ｇ
Ｐ
終
了

直
後
の
こ
と
で
す
。
そ
の
せ
い
で
、
あ
な

た
に
お
呼
び
が
掛
か
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も

異
例
に
遅
か
っ
た
。
翌
年
の
身
の
振
り
方

は
す
で
に
決
定
済
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
調
整
さ
れ
た
の
で
す
か
？

「
レ
イ
ト
ン
ハ
ウ
ス
が
ヤ
バ
そ
う
と
い
う

の
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
候
補
に
な
り

そ
う
な
チ
ー
ム
と
早
く
か
ら
話
し
合
い
を

進
め
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
ス
ク
ー
デ
リ

ア
・
イ
タ
リ
ア
と
仮
契
約
ま
で
進
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
か
ら
誘
い
が
あ
っ

インタビュー イワン・カペリ

1991年終盤、突如として念願叶ったフェラーリとの契約

夢見心地のまま迎えた新シーズンだったが

待ち受けていたのは屈辱的な仕打ちの数々……

いったいなぜ彼だけが冷遇されなければならなかったのか

衝撃秘話が明らかにした当時のチーム内情とは？

10000字近くの心の叫びが物語るカペリの憤激

Text/Adam Cooper  Translation/Yutaka Mita(Quality Translation)
Photos/Bernard Asset, Kenji Sawada, Masaru Miyajima, Motorsport Images

た
ん
だ
。
確
か
10
月
末
く
ら
い
だ
っ
た
と

思
う
。
す
で
に
約
束
し
た
チ
ー
ム
が
あ
っ

た
こ
と
を
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ロ
ン
バ
ル
デ

ィ
に
打
ち
明
け
る
と
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
代

わ
っ
て
ス
ク
ー
デ
リ
ア･

イ
タ
リ
ア
と
話

を
つ
け
る
と
言
わ
れ
て
ね
。
エ
ン
ジ
ン
を

何
基
か
無
償
提
供
す
る
の
と
引
き
換
え
に

私
を
譲
り
受
け
る
、
と
い
う
解
決
方
法
だ

っ
た
ら
し
い
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
契
約
関
係

を
一
手
に
引
き
受
け
る
有
名
な
弁
護
士
事

務
所
が
ス
イ
ス
に
あ
っ
て
、
そ
こ
で
出
さ

れ
た
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
ん
だ
」

│
│
夢
が
現
実
に
な
っ
た
、
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
か
？

「
そ
り
ゃ
そ
う
さ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
フ
ェ

ラ
ー
リ･

ド
ラ
イ
バ
ー
は
男
の
憧
れ
だ
が
、

本
当
に
そ
う
な
れ
る
と
は
ま
ず
考
え
な
い
。

そ
れ
が
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
て
、

イ
タ
リ
ア
国
内
で
私
の
顔
と
名
前
を
知
ら

な
い
者
は
い
な
い
、
一
躍
有
名
人
に
な
っ

ち
ま
う
ん
だ
か
ら
な
ぁ
。

　

発
表
記
者
会
見
の
日
の
早
朝
、
あ
る
友

人
記
者
と
同
じ
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
マ
ラ

ネ
ロ
に
向
け
て
出
発
し
た
ん
だ
。
高
速
に

乗
る
手
前
で
給
油
し
た
際
は
何
も
起
き
な

か
っ
た
が
、
同
じ
日
の
夕
方
、
ミ
ラ
ノ
に

戻
る
途
中
で
同
じ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

寄
っ
た
ら
、
も
の
の
５
分
も
経
た
な
い
う

ち
に
周
囲
に
人
垣
が
で
き
始
め
た
。
私
だ

と
気
づ
い
て
サ
イ
ン
を
ね
だ
る
た
め
だ
。

わ
ず
か
８
時
間
で
そ
れ
ほ
ど
世
界
が
変
わ

っ
た
、ま
さ
に
驚
き
と
い
う
ほ
か
な
い
ね
」

私
に
否
や
は
な
か
っ
た

│
│
91
年
車
（
６
４
３
）
で
テ
ス
ト
を
行

な
い
ま
し
た
が
、ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
？

「
最
初
の
テ
ス
ト
は
フ
ィ
オ
ラ
ノ
だ
っ
た
。

ピ
ッ
ト
を
出
る
時
に
両
手
で
ス
テ
ア
リ
ン

グ
を
握
り
し
め
、
そ
の
中
央
に
躍
る
跳
ね

馬
の
刻
印
に
視
線
が
行
っ
た
瞬
間
、
胸
に

グ
ッ
と
込
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た

よ
。
自
分
の
身
に
起
き
て
い
る
こ
と
が
、

ま
ず
信
じ
ら
れ
な
い
。
言
葉
で
は
う
ま
く

説
明
で
き
な
い
感
動
の
嵐
に
襲
わ
れ
て
、

あ
れ
が
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
、
今
も

っ
て
自
問
を
繰
り
返
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

と
も
あ
れ
、
続
く
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
テ
ス

ト
で
は
91
年
型
で
コ
ー
ス
レ
コ
ー
ド
を
更

新
す
る
快
走
を
披
露
し
た
。
同
じ
91
年
ス

ペ
ッ
ク
で
も
レ
イ
ト
ン
ハ
ウ
ス
と
フ
ェ
ラ

ー
リ
と
で
は
パ
ワ
ー
も
バ
ラ
ン
ス
も
、
そ

の
ほ
か
す
べ
て
91
年
型
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
段

違
い
に
上
だ
っ
た
。
あ
の
と
き
は
ア
ウ
ト

ス
プ
リ
ン
ト
誌
が
表
紙
に
私
の
写
真
を
載

せ
て
く
れ
て
、
そ
り
ゃ
あ
誇
ら
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ウ
イ

ン
タ
ー
テ
ス
ト
で
最
速
ラ
ッ
プ
記
録
を
塗

り
替
え
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
く
ら
い
価

値
あ
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
」

│
│
そ
の
段
階
で
は
、
あ
な
た
は
ま
だ
意

気
盛
ん
で
、
い
ず
れ
投
入
さ
れ
る
新
型
マ

シ
ン
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

チ
ー
ム
全
体
が
ま
だ
楽
観
ム
ー
ド
だ
っ
た

と
言
え
そ
う
で
す
ね
。

「
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
の
契
約
は
、
交
渉
ら
し

い
交
渉
は
な
く
て
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に

判
を
押
し
た
、
と
い
う
の
も
の
だ
っ
た
。

だ
か
ら
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
い
っ
た
い
ど
う
い

う
チ
ー
ム
構
想
や
戦
略
で
92
年
シ
ー
ズ
ン

を
戦
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
一
切
尋
ね

た
り
は
し
な
か
っ
た
よ
。
そ
も
そ
も
、
ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
や
他
の
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

し
て
も
、
立
ち
話
す
ら
交
わ
す
機
会
が
な

か
っ
た
か
ら
、
来
季
の
プ
ラ
ン
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
知
る
術
が
な
か
っ
た
ん
だ
。

　

チ
ー
ム
か
ら
言
わ
れ
た
の
は
、
状
況
は

か
く
か
く
し
か
じ
か
で
、
私
が
そ
れ
を
受

け
入
れ
れ
ば
良
し
、
ノ
ー
な
ら
話
は
そ
れ

ま
で
、
と
い
う
も
の
。
も
ち
ろ
ん
私
に
否

や
は
な
か
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ･

ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
見
送
る
な
ん
て
、

イ
タ
リ
ア
人
に
は
絶
対
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
な
の
さ
。
た
と
え
理
由
が
何
で
あ
っ
た

と
し
て
も
ね
」

失
敗
作
だ
と
気
づ
い
た

│
│
大
い
に
期
待
し
て
い
た
Ｆ
92
Ａ
が
、

実
際
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
た
ら
ま
っ
た
く

話
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
知
っ
た
時
の
心

境
は
？

「
忘
れ
も
し
な
い
、
記
者
発
表
会
の
前
夜
、

マ
ラ
ネ
ロ
で
の
こ
と
だ
。
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

に
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
ロ
ゴ
を

貼
る
仕
上
げ
作
業
が
進
行
中
で
、
そ
の
横

で
ジ
ャ
ン･

ア
レ
ジ
と
私
が
立
ち
話
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ル
カ
・
デ
ィ
・
モ
ン

テ
ゼ
モ
ロ
も
加
わ
っ
た
。
社
長
の
前
だ
け

ど
む
し
ろ
そ
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
ジ
ャ

ン
に
こ
う
言
っ
た
ん
だ
。『
こ
の
ク
ル
マ
、

え
ら
く
カ
ッ
コ
い
い
け
ど
、
実
際
に
走
ら

せ
て
ど
う
か
な
。
こ
こ
ま
で
美
し
い
と
万

一
タ
イ
ト
ル
を
獲
り
逃
が
し
た
時
、
見
か

け
倒
し
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
う
ね
』。
ほ
か

に
も
っ
と
気
の
利
い
た
言
い
方
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
。
単

刀
直
入
に
、
災
厄
、
と
か
ね
。

　

そ
し
て
エ
ス
ト
リ
ル
で
の
最
初
の
大
掛

か
り
な
合
同
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
た
時
、

残
念
な
が
ら
私
は
ク
ル
マ
が
と
ん
で
も
な

い
失
敗
作
だ
と
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト
が
、
風
洞
の
デ
ー

タ
と
大
違
い
で
、
ま
る
で
足
り
な
い
。
フ

ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
機

能
し
て
い
な
く
て
、
た
と
え
て
言
う
な
ら

一
体
構
造
の
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
に
皿
バ
ネ
の

ロ
ッ
カ
ー
を
付
け
た
だ
け
、
み
た
い
な
代

物
だ
っ
た
。
も
う
悪
夢
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
を
装
着
し
て
い
た
ウ

イ
リ
ア
ム
ズ
と
の
比
較
も
行
な
っ
た
よ
。

こ
の
と
き
は
ジ
ャ
ン
が
Ｆ
92
Ａ
を
テ
ス
ト

し
て
、
私
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
同
じ
型
落
ち

マ
シ
ン
だ
っ
た
け
ど
、
常
に
１
２
０
〜
１

３
０
ℓ
の
燃
料
を
積
ん
で
走
っ
て
い
た
。

そ
れ
以
下
で
コ
ー
ス
に
出
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
か
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
当
然
ジ
ャ
ン

よ
り
タ
イ
ム
は
落
ち
る
よ
ね
。

　

と
も
あ
れ
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
バ
ス
の
中
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「
こ
れ
が
夢
見
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
な
の
か
？
」

屈
辱
を
味
わ
っ
た
カ
ペ
リ
だ
か
ら
こ
そ
語
り
尽
く
せ
る
不
遇
の
一
年

こ
れ
ま
で
口
外
し
て
こ
な
か
っ
た
積
年
の
恨
み
辛
み
を
本
誌
だ
け
に
激
白
！

Inte
rv iew

with



で
打
ち
合
わ
せ
を
や
る
と
い
う
の
で
、
私

も
参
加
し
た
時
の
こ
と
だ
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

も
ほ
と
ん
ど
顔
を
揃
え
て
い
て
、
彼
ら
を

前
に
ジ
ャ
ン
が
、『
ク
ル
マ
は
素
晴
ら
し
い
、

文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
』
と
言
い
始
め

た
ん
だ
。

　

黙
っ
て
聞
い
て
い
た
ら
、『
こ
れ
な
ら

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
狙
え
る
』
と
か
、
も
う

吹
か
す
の
な
ん
の
。
私
が
タ
イ
ム
シ
ー
ト

を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
と
は
違
う
の
で
、

『
あ
の
さ
、
ジ
ャ
ン
、
そ
う
は
言
う
け
ど

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
ウ
チ
ら
よ
り
も
最
低
で

も
１
秒
、
下
手
す
る
と
１
・
５
秒
も
速
い

ん
だ
。
文
句
な
し
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ

よ
？
』
と
私
が
言
っ
て
も
、
彼
は
、『
で

も
自
分
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
』
の
一

点
張
り
で
ね
…
…
。

　

テ
ス
ト
最
終
日
に
、
よ
う
や
く
私
も
半

日
だ
け
新
車
を
試
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
だ

が
、
や
は
り
災
厄
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

か
っ
た
。
ま
ず
、
ジ
ャ
ン
に
合
わ
せ
た
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
が
私
の
好
み
と
ま
る
で
違
う
。

フ
ロ
ン
ト
が
敏
感
す
ぎ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を

丸
ご
と
変
え
て
も
ら
う
し
か
な
か
っ
た
け

ど
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
く
遅
か

っ
た
」

す
べ
て
ヘ
ン
だ
っ
た

│
│
開
幕
戦
を
迎
え
る
頃
に
は
少
し
は
良

く
な
っ
た
の
で
す
か
？

「
い
い
や
。
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
問
題
を

抱
え
て
い
た
。
最
初
の
数
レ
ー
ス
で
私
に

与
え
ら
れ
た
Ｆ
92
Ａ
は
一
応
新
車
っ
て
こ

と
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス

と
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
91
年
型
だ
っ
た
。

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
総
力

を
挙
げ
て
も
、
ま
と
も
に
動
く
ギ
ヤ
ボ
ッ

ク
ス
を
４
つ
揃
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
そ
れ
が
理
由
さ
。

　

ジ
ャ
ン
の
ク
ル
マ
は
、
ス
ペ
ア
も
合
わ

せ
て
、
２
台
と
も
横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
。

私
は
最
初
の
何
レ
ー
ス
か
を
縦
置
き
ギ
ヤ

ボ
ッ
ク
ス
で
戦
っ
て
い
た
。
ク
ル
マ
の
リ

ヤ
エ
ン
ド
の
形
状
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
か

ら
、
空
力
コ
ン
セ
プ
ト
も
当
初
の
狙
い
か

ら
外
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
悪
夢
の
よ
う

な
ク
ル
マ
だ
と
前
に
言
っ
た
け
ど
、
そ
れ

も
無
理
は
な
い
よ
。
採
取
デ
ー
タ
の
す
り

合
わ
せ
が
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
そ
も

そ
も
別
の
ク
ル
マ
な
の
で
、
情
報
を
シ
ェ

ア
し
て
も
意
味
が
な
い
、
使
え
な
い
デ
ー

タ
っ
て
こ
と
だ
。

　

イ
モ
ラ
を
例
に
採
る
と
、
彼
が
予
選
７

位
で
私
が
そ
の
後
ろ
。
ジ
ャ
ン
と
の
差
は

コ
ン
マ
１
秒
ほ
ど
だ
か
ら
ペ
ー
ス
は
ほ
ぼ

互
角
だ
が
、
乗
っ
て
い
る
ク
ル
マ
は
ま
っ

た
く
別
の
も
の
だ
っ
た
ん
だ
。
ロ
ン
バ
ル

デ
ィ
以
下
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
額
を
集
め

て
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
分
析
し
て
い
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
る
よ
。
彼
ら
が
言
う
に
は
、

『
カ
ペ
リ
が
こ
の
位
置
な
ら
ジ
ャ
ン
は
２

番
手
か
せ
め
て
３
番
手
に
い
な
き
ゃ
』、

っ
て
こ
と
ら
し
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
方

の
ク
ル
マ
が
コ
ン
マ
７
、
８
秒
は
速
い
か

ら
な
ん
だ
と
さ
。
私
の
走
り
が
ど
う
か
は
、

ハ
ナ
か
ら
問
題
に
し
て
い
な
い
わ
け
さ
。

カ
ペ
リ
が
乗
る
も
う
１
台
が
、
ど
う
い
う

わ
け
か
ジ
ャ
ン
と
ほ
ぼ
同
タ
イ
ム
で
走
っ

て
い
る
、
な
ん
で
だ
？　

そ
う
か
、
ジ
ャ

ン
に
何
か
し
ら
ミ
ス
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で

前
に
行
け
な
か
っ
た
ん
だ
、
っ
て
…
…
。

冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
！
」

│
│
横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
が
い
つ
投
入

さ
れ
た
の
か
、
諸
説
あ
っ
て
ど
う
に
も
ハ

ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
記
憶
は
？

「
私
の
記
憶
で
は
、
ジ
ャ
ン
は
最
初
か
ら

横
置
き
だ
っ
た
。
私
は
縦
置
き
で
序
盤
を

戦
い
、
今
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
け
ど
、
当

時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
は
電
子
制
御
が
ま
と

も
に
機
能
す
る
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
が
４
つ
も

な
か
っ
た
か
ら
な
ん
だ
。
ふ
た
つ
し
か
な

い
そ
れ
は
当
然
ジ
ャ
ン
が
使
う
、
分
か
り

切
っ
た
こ
と
だ
。
と
に
か
く
、
や
っ
て
い

る
こ
と
が
す
べ
て
ヘ
ン
だ
っ
た
。

　

ひ
と
つ
、
ど
う
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
。
ウ
イ
ン
タ
ー
テ
ス
ト
を
始
め

た
頃
の
私
は
、
当
時
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
在
籍

し
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

作
業
し
た
。
実
際
に
は
、
サ
ー
キ
ッ
ト
に

来
て
い
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
全
員
と
い
う
意
味

な
ん
だ
け
ど
ね
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
専
任

担
当
だ
と
い
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
フ

ラ
ン
コ･
フ
ァ
ン
ト
ゥ
ッ
ツ
ィ
は
、
な
ん

と
テ
ス
ト
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
が
初
対

面
、
し
か
も
開
幕
戦
の
南
ア
フ
リ
カ
に
向

か
う
機
内
で
引
き
合
わ
さ
れ
た
ん
だ
。
フ

ェ
ラ
ー
リ
が
や
る
こ
と
と
は
と
て
も
思
え

な
い
だ
ろ
、
で
も
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
、
本
当

の
話
さ
。
冬
の
間
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
何
か
し
ら
一
緒
に
仕
事
し

た
の
に
、
空
い
て
い
る
人
間
が
い
な
く
て

レ
ー
ス
で
は
別
の
者
を
付
け
る
と
い
う
。

そ
れ
が
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
。
テ
ス
ト
チ
ー
ム
で
働
い
た
経
験
は

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
１
年
以
上
前
の
こ
と

で
、
聞
け
ば
量
産
車
部
門
か
ら
急
遽
配
転

を
言
い
渡
さ
れ
た
の
だ
と
。

　

キ
ャ
ラ
ミ
に
着
い
て
、
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン

コ
と
ピ
ッ
ト
レ
ー
ン
で
立
ち
話
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
だ
。
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
だ
し

ピ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ル
ま
で
出
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
ふ
た
り
し
て
歩
い
て

い
っ
た
ら
、
な
ん
と
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
が

明
後
日
の
方
向
を
見
つ
め
て
い
る
じ
ゃ
な

い
か
。『
ク
ル
マ
が
来
る
の
は
そ
っ
ち
じ

ゃ
な
い
、
こ
ち
ら
側
だ
よ
』
と
教
え
て
あ

げ
た
ん
だ
け
ど
、
あ
れ
に
は
さ
す
が
に
ビ

ッ
ク
リ
し
た
ね
」

パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
の
理
由

│
│
レ
ー
ス
絡
み
で
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と

と
い
え
ば
、
や
は
り
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

で
す
か
？

「
確
か
に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
壊
れ
て
い
た

か
ら
な
ぁ
。
私
の
場
合
は
ブ
レ
ー
キ
の
不

具
合
も
多
く
て
、
確
か
イ
モ
ラ
が
そ
う
だ

っ
た
。
そ
れ
と
モ
ン
ツ
ァ
、
た
ぶ
ん
ト
ラ

ブ
ル
の
種
類
も
同
じ
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
、そ
の
頃
チ
ー
ム
内
で〝
ブ

ロ
ー
バ
イ
〞
と
呼
ん
で
い
た
オ
イ
ル
漏
れ

の
問
題
が
深
刻
で
、
フ
ル
パ
ワ
ー
で
走
っ

て
は
い
け
な
い
決
ま
り
だ
っ
た
。
メ
キ
シ

コ
と
か
、
エ
ン
ジ
ン
に
負
担
が
か
か
る
サ

ー
キ
ッ
ト
は
特
に
厳
し
く
て
、
金
曜
と
土

曜
の
周
回
数
を
足
し
て
も
10
ラ
ッ
プ
に
満

た
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
よ
。

高
速
ロ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
は
強
烈
な
横
Ｇ

で
オ
イ
ル
が
片
寄
る
か
ら
、
ま
す
ま
す
ト

ラ
ブ
ル
が
出
や
す
く
な
る
ん
だ
。

　

ほ
か
に
も
私
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
問

題
を
抱
え
て
い
た
。
私
は
ジ
ャ
ン
よ
り
若

干
上
背
が
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
悩
ま
し

か
っ
た
の
が
体
型
の
違
い
な
ん
だ
。
私
の

方
が
脚
は
長
い
の
に
胴
は
短
い
。
ジ
ャ
ン

が
シ
ー
ト
に
収
ま
っ
て
ハ
ー
ネ
ス
を
締
め

る
と
、
ど
こ
に
も
当
た
ら
ず
に
ぴ
っ
た
り

フ
ィ
ッ
ト
す
る
の
だ
が
、
私
が
座
る
と
頭

の
位
置
は
低
い
し
、
ナ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
が

脚
の
筋
肉
の
同
じ
場
所
に
常
時
触
れ
て
い

て
、
そ
れ
が
何
よ
り
辛
か
っ
た
。
当
た
り

ど
こ
ろ
が
悪
い
と
い
う
か
、
ど
う
に
も
避

け
よ
う
が
な
く
て
、
走
り
終
わ
る
と
い
つ

だ
っ
て
脚
の
感
覚
が
失
わ
れ
て
い
た
よ
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
合
わ
な
い
の
と
、
こ
の
問

題
が
重
な
っ
て
、
シ
ー
ズ
ン
中
ず
っ
と
苦

し
め
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。
チ
ー
ム
に
い
く

ら
訴
え
て
も
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
内
部
に
手
を

加
え
て
く
れ
る
こ
と
は
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
。

翌
年
、
私
と
入
れ
替
わ
り
に
フ
ェ
ラ
ー
リ

開幕戦南アフリカGP。エンジントラブルで戦列を去るカペリ。アレジも

その後エンジントラブルでリタイアするなど先行き不安な出だしだった
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ま
っ
た
こ
と
さ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン

を
過
ぎ
た
最
初
の
シ
ケ
イ
ン
で
、
こ
の
と

き
は
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ア
ッ

プ
ラ
イ
ト
が
破
損
し
た
の
が
原
因
だ
。
し

か
し
チ
ー
ム
か
ら
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ト
ラ

ブ
ル
の
せ
い
だ
と
い
う
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

は
一
切
出
な
い
。
公
式
発
表
で
な
く
て
い

い
か
ら
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
か
メ
カ
ニ
ッ
ク
、

そ
の
ほ
か
誰
で
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
責
任

で
は
な
い
と
ひ
と
こ
と
言
っ
て
く
れ
た
ら
、

私
の
立
場
も
随
分
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
ね
。
呆
れ
た
こ
と
に
、
社
長

の
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
に
さ
え
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
ん
だ
。

　

ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
は
と
て
も
い
い
走
り

が
で
き
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
エ
ン
ジ
ン
の

バ
ル
ブ
が
お
か
し
く
な
っ
て
、
結
局
は
い

つ
も
の
運
転
し
づ
ら
い
ク
ル
マ
に
戻
っ
て

い
た
ね
」

│
│
い
ず
れ
に
し
て
も
、
エ
ン
ジ
ン
が
ネ

ッ
ク
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
シ
ー
ズ
ン
中

に
少
し
は
改
善
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
か
？

「
少
し
も
良
く
な
っ
て
い
な
い
。
改
善
努

力
を
し
た
と
も
思
え
な
い
。
ロ
ン
バ
ル
デ

ィ
の
や
り
口
な
ら
よ
く
覚
え
て
い
る
。
彼

が
チ
ー
ム
全
体
を
見
て
い
た
時
は
、
当
然

シ
ャ
シ
ー
も
管
轄
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
に
つ
い
て
彼
は
絶
対
に
文
句
を
言
わ

ず
立
ち
回
り
方
を
心
得
て
い
た
。
ポ
ス
ル

ズ
ウ
エ
イ
ト
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し

て
全
権
を
掌
握
し
、
エ
ン
ジ
ン
の
担
当
に

任
命
さ
れ
る
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
は
途
端
に

シ
ャ
シ
ー
部
門
に
責
任
を
押
し
付
け
始
め

た
。
シ
ャ
シ
ー
が
ク
ソ
だ
と
掌
を
返
し
た

よ
う
に
言
え
る
の
は
、
典
型
的
な
イ
タ
リ

ア
ン
ス
タ
イ
ル
だ
よ
ね
」

普
通
の
ク
ル
マ
に
…
…

│
│
開
発
の
方
向
性
を
正
し
い
方
へ
導
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
か
？　

私
が

聞
い
た
限
り
で
は
、
車
高
に
対
し
て
ひ
ど

く
過
敏
だ
っ
た
、
ク
ル
マ
そ
の
も
の
は
そ

れ
ほ
ど
悪
く
な
い
、
と
の
意
見
も
あ
る
よ

う
で
す
。

「
そ
れ
は
私
に
は
ち
ょ
っ
と
分
か
り
か
ね

る
。
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
フ

ロ
ン
ト
に
モ
ノ
シ
ョ
ッ
ク
を
採
用
し
て
い

て
、
そ
れ
が
正
し
く
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
の
は
確
か
だ
。
ク
ル
マ
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
た
め
に
、
フ
ロ
ン
ト
を
ガ
チ
ガ
チ
に

固
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
大
し
て
成
功
し

た
と
は
言
え
な
い
が
ね
。
空
力
は
お
粗
末

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト
を
十
分
発

生
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
が
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ク

ル
マ
を
減
速
さ
せ
て
い
た
っ
て
こ
と
だ
。

　

イ
モ
ラ
の
テ
ス
ト
で
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ

ー
ン
や
エ
ン
ジ
ン
カ
バ
ー
な
ど
、
コ
ク
ピ

ッ
ト
周
り
の
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
が
全
部
吹
っ

飛
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
サ
イ

ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
内
に
溜
ま
っ
た
圧
力
に
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
脱
落
し
た
ボ

デ
ィ
パ
ー
ツ
が
当
た
っ
て
リ
ヤ
ウ
イ
ン
グ

が
壊
れ
、
む
ろ
ん
フ
ル
ブ
レ
ー
キ
を
試
み

た
が
止
ま
り
ゃ
し
な
い
。
ト
サ･

コ
ー
ナ

ー
の
両
サ
イ
ド
の
バ
リ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
２

回
ず
つ
当
た
っ
て
、
最
後
に
よ
う
や
く
セ

ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
の
端
っ
こ
で
静
止
し
た

ん
だ
。

　

モ
ナ
コ
の
ロ
ウ
ズ･

ヘ
ア
ピ
ン
の
手
前

で
写
し
た
も
の
で
、
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン

の
形
状
が
明
ら
か
に
歪
ん
で
い
る
の
が
分

か
る
写
真
が
あ
る
よ
。
興
味
が
あ
っ
た
ら

調
べ
て
み
る
と
い
い
。

　

シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
で
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
の

テ
ス
ト
を
や
っ
た
、
こ
れ
も
確
か
な
記
憶

だ
。
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー
ン
と
フ
ラ
ッ
ト
ボ

ト
ム
の
間
の
隙
間
を
完
全
に
塞
い
だ
、
そ

の
効
果
を
確
か
め
る
た
め
の
テ
ス
ト
さ
。

つ
ま
り
普
通
の
ク
ル
マ
に
戻
そ
う
と
し
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

お
そ
ら
く
ダ
ブ
ル
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ト
ム
に
見

モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
に
直
談
判

│
│
あ
な
た
は
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ

ジ
ョ
ー
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
か
？　

そ
れ
と
も
彼
が
手
掛
け
た
ク
ル
マ
は
自
分

に
は
合
わ
な
か
っ
た
と
？

「
ど
の
ク
ル
マ
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
別
な
コ

ン
セ
プ
ト
が
あ
る
。
問
題
を
抱
え
て
い
て

も
コ
ン
セ
プ
ト
は
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
ミ
ジ

ョ
ー
は
、
人
間
的
に
と
て
も
ナ
イ
ス
ガ
イ

で
問
題
は
な
か
っ
た
。
た
だ
困
っ
た
こ
と

に
、
チ
ー
ム
内
で
の
私
の
立
ち
位
置
が
微

妙
で
、
ミ
ジ
ョ
ー
、
ジ
ャ
ン
、
ポ
ス
ル
ズ

ウ
エ
イ
ト
と
い
う
テ
ィ
レ
ル
移
籍
組
の
輪

の
中
に
は
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
加
わ
れ

る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。
あ
の
ト
リ
オ

は
、
仕
事
で
無
類
の
結
束
を
誇
っ
た
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
す

ご
く
仲
の
良
い
友
人
同
士
だ
っ
た
ん
だ
。

ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
と
私
は
ど
う
し
て
も
組

織
の
中
で
孤
立
し
て
し
ま
い
が
ち
で
、
ま

る
で
別
に
も
う
ひ
と
つ
チ
ー
ム
が
あ
る
み

た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

　

ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
は
、
Ｆ
１
経
験
は
な

き
に
等
し
く
、
そ
れ
が
か
な
り
の
ハ
ン
デ

ジ
ニ
ア
を
固
定
す
る
と
い
う
も
の
で
、
私

の
レ
ー
ス
カ
ー
は
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
の
担

当
だ
か
ら
、
レ
ー
ス
の
時
は
当
然
彼
が
私

に
付
く
。
と
こ
ろ
が
、
テ
ス
ト
で
は
別
の

ク
ル
マ
を
運
転
す
る
こ
と
の
方
が
多
く
、

そ
う
い
う
場
合
は
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
は
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
に
居
残
り
、
そ
の
シ
ャ
シ
ー

を
担
当
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
私
と
コ
ン
ビ

を
組
む
わ
け
だ
。
経
験
の
乏
し
い
ジ
ャ
ン

フ
ラ
ン
コ
に
少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
私
は
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
に
、
せ
め
て
レ
ー
ス
直
前
に
行
な

う
テ
ス
ト
だ
け
で
も
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
を

連
れ
て
い
き
た
い
、
と
説
い
て
回
っ
た
。

　

で
も
、
い
く
ら
説
得
を
試
み
て
も
一
向

に
ラ
チ
が
明
か
ず
、
つ
い
に
私
は
モ
ン
テ

ゼ
モ
ロ
に
直
談
判
す
る
し
か
な
い
と
心
を

決
め
た
。
１
時
間
く
ら
い
か
け
て
事
情
を

説
明
し
た
ら
、
ど
う
や
ら
分
か
っ
て
も
ら

切
り
を
つ
け
た
ん
だ
。
変
え
る
と

こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
か
っ

た
け
ど
ね
」

に
な
っ
て
い
た
。
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ

ト
の
や
り
方
は
、
シ
ャ
シ
ー

毎
に
担
当
す
る
エ
ン

え
た
よ
う
で
、
そ
の
場
で
ポ
ス
ル
ズ
ウ

エ
イ
ト
か
ミ
ジ
ョ
ー
の
ど
ち
ら

か
と
、
ま
る
で
サ
ッ
カ
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に
や
っ
て
き
た
ゲ
ル
ハ
ル
ト･

ベ
ル
ガ
ー
は
、

ア
レ
ジ
と
の
体
格
差
は
私
以
上
だ
。
シ
ー

ト
合
わ
せ
に
さ
ぞ
時
間
が
か
か
っ
た
だ
ろ

う
と
想
像
し
て
、
少
し
ば
か
り
複
雑
な
心

境
だ
っ
た
な
」

│
│
フ
ァ
ン
ト
ゥ
ッ
ツ
ィ
が
言
っ
て
い
た

こ
と
で
す
が
、
あ
な
た
の
場
合
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
位
置
が
エ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
空
気
取

り
入
れ
口
と
干
渉
し
て
、
そ
れ
で
パ
ワ
ー

ダ
ウ
ン
を
喫
し
た
可
能
性
が
あ
っ
た
の
だ

と
か
。

「
ま
あ
、
そ
れ
も
多
少
は
あ
っ
た
だ
ろ
う

な
。
当
時
の
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
と
か
、
仕

事
へ
の
取
り
組
み
が
ど
う
だ
っ
た
か
、
そ

れ
が
よ
く
分
か
る
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
よ
う
。
彼
ら
が
問
題
解
決
と
言
う
時

の
、
そ
の
レ
ベ
ル
が
知
れ
る
よ
。

　

イ
モ
ラ
の
テ
ス
ト
で
、
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ

ン
ポ
ッ
ド
を
塞
い
で
し
ま
う
そ
の
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
私
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
持
っ
て
こ
い
と
言
う
ん
だ
。
す

る
と
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
ひ
と
り
呼
ん
で
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
渡
し
、
一
緒
に
ガ
レ
ー
ジ
の
奥

に
引
っ
込
ん
で
い
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
戻
っ
て
き
て
、
私
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
返

し
て
、
こ
れ
で
走
っ
て
み
ろ
と
い
う
。
装

着
し
た
ら
、
確
か
に
以
前
よ
り
１
〜
１
・

５
㎝
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
。『
こ
れ
な

ら
エ
ア
ボ
ッ
ク
ス
を
邪
魔
し
な
い
な
』
と
、

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
は
ご
満
悦
だ
。『
そ
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
い
に
く
私
は
前
が

見
え
ま
せ
ん
』
と
私
。
な
ん
の
こ
と
は
な

い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
詰
め
物
を
取
り
去
っ

て
深
く
被
れ
る
よ
う
に
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

装
着
位
置
が
下
が
っ
て
視
界
を
塞
い
で
し

ま
っ
た
っ
て
わ
け
だ
」

伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

│
│
何
度
か
接
触
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

「
あ
あ
、
イ
モ
ラ
は
ブ
レ
ー
キ
が
原
因
で
、

モ
ナ
コ
は
私
の
ミ
ス
だ
。
プ
ー
ル･

シ
ケ

イ
ン
の
バ
リ
ア
に
当
た
り
、
前
輪
の
ト
ー

が
開
い
て
し
ま
っ
た
。
走
れ
な
い
こ
と
は

な
い
が
極
め
て
危
険
で
、
私
が
失
敗
と
言

う
の
は
、
最
後
に
ク
ル
マ
を
停
め
た
や
り

方
が
え
ら
く
マ
ズ
か
っ
た
と
い
う
意
味
だ
。

　

予
選
で
ス
ピ
ン
を
喫
し
た
カ
ナ
ダ
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
暴
露
話
な
の
で
注
意
し
て

聞
く
と
い
い
。
実
は
あ
れ
は
、
メ
カ
ニ
ッ

ク
が
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ー
の
皿
バ
ネ
を

間
違
っ
た
方
向
に
付
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
原
因
な
ん
だ
。
で
な
き
ゃ
予
選
で
２
回

も
ス
ピ
ン
し
た
り
す
る
も
ん
か
。
メ
カ
ニ

ッ
ク
が
そ
の
ミ
ス
を
発
見
す
る
と
チ
ー
フ

メ
カ
ニ
ッ
ク
が
私
の
方
に
や
っ
て
き
て
、

『
ち
ょ
っ
と
い
い
か
』
と
袖
を
引
く
。『
あ

の
さ
、
ご
覧
の
と
お
り
散
々
な
内
容
で
、

そ
れ
で
な
く
と
も
チ
ー
ム
に
重
圧
が
か
か

っ
て
い
る
時
に
、
も
し
あ
な
た
が
今
回
の

チ
ョ
ン
ボ
を
記
者
連
中
に
バ
ラ
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
い
い
よ
う
に
書
き
立
て
ら
れ
て

誰
に
と
っ
て
も
タ
メ
に
な
ら
な
い
。
こ
こ

は
ひ
と
つ
内
密
に
、
と
い
う
こ
と
で
納
得

し
て
も
ら
え
ま
い
か
、
ま
げ
て
頼
む
』。

こ
う
頭
を
下
げ
ら
れ
て
、
仕
方
な
く
私
が

ス
ピ
ン
し
た
こ
と
に
し
た
。
傍
目
に
は
い

か
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
し
く
じ
っ
た
よ
う

に
見
え
る
、
そ
う
い
う
動
き
だ
っ
た
ん
だ
。

　

私
に
と
っ
て
最
悪
だ
っ
た
の
は
、
レ
ー

ス
で
ま
た
も
や
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
演
じ
て
し

Inte
rv iew

with

グリッドでレース開始を待つカペリ。担当エンジニアの経験、マシンの信頼性、チームからのサポート、すべてが不足していた
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さ
れ
ず
に
済
ん
だ
は
ず
だ
。
チ
ー
ム
や
ク

ル
マ
が
悲
惨
な
有
り
様
と
い
う
こ
と
は
お

く
び
に
も
出
さ
ず
沈
黙
を
貫
い
た
。
そ
の

結
果
、
シ
ー
ズ
ン
終
了
を
待
た
ず
に
寝
耳

に
水
の
解
雇
通
告
だ
。
契
約
期
間
は
４
年

だ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
チ
ー
ム
が
い
つ
で

も
契
約
解
除
で
き
る
条
項
が
あ
っ
た
か
ら
、

ど
の
み
ち
同
じ
だ
け
ど
さ
。
腹
が
立
っ
た

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
深
く

傷
つ
い
た
よ
。
父
親
に
電
話
し
た
ら
す
ぐ

に
察
し
て
く
れ
て
、
い
い
か
ら
す
ぐ
に
家

に
戻
っ
て
こ
い
、
す
べ
て
忘
れ
ろ
、
も
う

済
ん
だ
こ
と
だ
、
っ
て
ね
」

│
│
あ
れ
か
ら
30
年
近
い
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。
気
持
ち
の
整
理
は
つ
き
ま
し
た

か
？　

そ
れ
と
も
い
ま
だ
に
引
き
ず
っ
て

い
る
と
か
？

「
あ
そ
こ
ま
で
辛
い
思
い
を
味
わ
っ
た
こ

と
は
、
そ
れ
以
前
も
以
後
も
な
い
。
簡
単

に
忘
れ
ら
れ
る
出
来
事
じ
ゃ
な
い
よ
。
私

の
キ
ャ
リ
ア
を
破
壊
し
、
心
ま
で
ズ
タ
ズ

タ
に
し
た
ん
だ
。
93
年
に
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の

シ
ー
ト
を
得
た
も
の
の
、
一
度
落
ち
た
評

判
は
元
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
し
、
ト
ラ
ウ

マ
と
な
っ
て
私
を
苛
ん
で
い
た
。
そ
ん
な

状
態
で
メ
ン
タ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の

は
不
可
能
だ
。
だ
か
ら
、
本
来
の
実
力
を

出
せ
た
と
も
思
っ
て
い
な
い
」

│
│
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
と
今
で
も

悔
し
さ
や
悲
し
み
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
30
年
は
長
い
で
す
ね
。

「
ま
っ
た
く
ね
。
イ
タ
リ
ア
人
の
男
に
生

ま
れ
、
Ｆ
１
で
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
ド
ラ
イ
ブ

す
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン

ス
が
巡
っ
て
き
た
の
に
、
能
力
を
発
揮
す

る
条
件
が
整
わ
ず
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
優

秀
か
も
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
、
そ
れ
を
証

明
す
る
手
立
て
も
な
い
。
こ
う
な
っ
た
ら

死
ぬ
ま
で
そ
の
思
い
を
抱
え
て
い
く
つ
も

り
で
い
る
よ
」

ラ
・
ラ
リ
ー
ニ
と
交
代
し
た
経
緯
と
は
？

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
レ
ー
ス
後
、『
モ
ン

テ
ゼ
モ
ロ
か
ら
私
に
緊
急
を
要
す
る
話
が

あ
る
』
と
社
長
秘
書
と
い
う
人
物
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
ん
だ
。
す
ぐ
さ
ま
マ
ラ
ネ
ロ

に
駆
け
つ
け
る
と
、
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
サ
ン
テ･

ゲ
デ
ィ
ー
ニ
が
待
ち
構
え

て
い
て
、
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
の
で
は
な
く
ポ

ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
に
連
れ
て

い
か
れ
た
。
文
字
ど
お
り
、
連
行
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
ね
。

　

部
屋
に
い
た
の
は
サ
ン
テ
と
ポ
ス
ル
ズ

ウ
エ
イ
ト
、
そ
し
て
私
の
３
人
だ
け
。
テ

ー
ブ
ル
の
上
に
書
類
が
置
い
て
あ
っ
た
が

裏
返
し
な
の
で
文
字
は
読
め
な
い
。
ポ
ス

ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
が
お
も
む
ろ
に
口
を
開
い

て
、『
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
君
と
の
雇
用
関
係

を
停
止
す
る
決
定
を
下
し
た
』
と
言
っ
た
。

残
る
２
戦
の
鈴
鹿
と
ア
デ
レ
ー
ド
で
翌
年

向
け
の
特
製
パ
ー
ツ
を
試
験
投
入
す
る
予

定
が
あ
り
、
ラ
リ
ー
ニ
を
一
種
の
テ
ス
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
起
用
し
た
い
、
と
い

う
の
が
理
由
だ
。
少
な
く
と
も
そ
う
い
う

説
明
で
本
当
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
フ

ェ
ラ
ー
リ
と
の
関
係
が
終
わ
っ
た
こ
と
は

即
座
に
理
解
で
き
た
。
理
由
？　

そ
ん
な

も
の
は
ク
ソ
食
ら
え
さ
」

│
│
屈
辱
的
な
仕
打
ち
で
す
ね
。
そ
れ
も
、

フ
ェ
ラ
ー
リ
に
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
。

「
チ
ー
ム
の
た
め
に
そ
れ
こ
そ
粉
骨
砕
身
、

自
分
が
汚
名
を
着
る
こ
と
も
厭
わ
ず
忠
誠

を
尽
く
し
た
の
に
、
こ
ん
な
か
た
ち
で
放

り
出
さ
れ
る
な
ん
て
ね
。
そ
れ
が
何
よ
り

悔
し
い
。
メ
デ
ィ
ア
に
真
相
を
ぶ
ち
ま
け

て
い
れ
ば
、
あ
そ
こ
ま
で
無
能
呼
ば
わ
り

1963年５月24日生まれ。イタリア出身。83年イタリアF3王者と

なり、翌年ヨーロッパF3でタイトル獲得。85年国際F3000に進

み、同年ティレルから２戦のみF1に参戦した。86年国際F3000

でタイトル獲得後、87年マーチから念願のF1フル参戦を果たす。

92年フェラーリに移籍したが、入賞わずか２回で終盤２戦を前に

解雇される。93年はジョーダンで序盤２戦のみ参戦。その後ツー

リングカーで活躍した後引退。現在はコメンテーター等も務める

イワン・カペリ
Ivan Capelli
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ー
の
試
合
で
声
援
を
送
る
よ
う
に
大
声
で

怒
鳴
っ
て
い
た
。

『
レ
ー
ス
前
の
テ
ス
ト
に
フ
ァ
ン
ト
ゥ
ッ

ツ
ィ
を
帯
同
し
た
い
、
と
カ
ペ
リ
が
言
っ

て
い
る
！
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
10
分

近
く
も
わ
め
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
お
も

む
ろ
に
受
話
器
を
置
く
と
私
に
向
き
直
り
、

『
よ
し
、
イ
ワ
ン
、
話
が
つ
い
た
ぞ
。
レ

ー
ス
直
前
に
行
な
う
テ
ス
ト
は
す
べ
て
、

ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ
が
君
と
一
緒
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
何
か
リ
ク
エ
ス
ト

は
あ
る
か
ね
？
』
と
言
っ
て
き
た
か
ら
私

は
慌
て
て
、『
い
い
え
、
社
長
、
今
の
お

話
で
大
満
足
で
す
。
そ
れ
だ
け
は
何
と
し

て
も
必
要
だ
と
思
っ
た
も
の
で
す
か
ら
』、

そ
の
よ
う
に
言
っ
て
オ
フ
ィ
ス
を
辞
し
た

ん
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
コ

が
何
度
く
ら
い
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
か
、

知
り
た
い
か
ね
？　

　

ゼ
ロ
だ
よ
、
ゼ
ロ
！　

社
長
直
々
の
オ

ー
ケ
ー
が
出
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
来
ら
れ

な
い
の
か
と
尋
ね
る
と
、
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン

コ
が
言
う
に
は
、『
ド
ラ
イ
バ
ー
に
付
き

添
い
テ
ス
ト
に
参
加
す
べ
し
、
と
い
う
指

示
書
が
社
内
の
然
る
べ
き
部
署
か
ら
出
て

い
な
い
と
、
通
常
勤
務
か
ら
抜
け
ら
れ
な

い
。
つ
ま
り
ず
っ
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
勝
手
に
出
た
り
は
で

き
な
い
ん
だ
』
だ
と
さ
。
と
い
う
わ
け
で
、

彼
は
テ
ス
ト
に
は
来
な
か
っ
た
。
呆
れ
る

だ
ろ
」

簡
単
に
忘
れ
ら
れ
な
い

│
│
２
戦
を
残
し
て
突
然
の
解
雇
。
ニ
コ

自分がどれだけ優秀かも分かってもらえず、それを証明する手立てもない
死ぬまで悔しい気持ちを抱えていくつもりでいるよ

078
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当時の戦力構図、ウイリアム

ズ、マクラーレン、ベネトン、

フェラーリが続く。夢と現実

のギャップは大きかった
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イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
フ
ェ
ラ
ー
リ
な
の
に
、
イ
タ
リ
ア

人
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
起
用
は
き
わ
め
て
稀
だ
。
近
年

は
そ
も
そ
も
Ｆ
１
に
ま
で
辿
り
着
く
イ
タ
リ
ア
人
ド
ラ
イ
バ

ー
自
体
が
少
な
い
。

　

エ
ン
ツ
ォ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
名
門
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
の
代

行
ワ
ー
ク
ス
チ
ー
ム
を
率
い
て
い
た
の
が
１
９
３
０
年
代
。

タ
ツ
ィ
オ
・
ヌ
ボ
ラ
ー
リ
、
ア
キ
ッ
レ
・
バ
ル
ヅ
ィ
、
ル
イ

ジ
・
フ
ァ
ジ
オ
ー
リ
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
フ
ァ
リ
ー
ナ
ら
Ｇ
Ｐ

レ
ー
ス
界
の
頂
点
に
は
イ
タ
リ
ア
人
が
大
勢
い
た
。
そ
し
て

フ
ェ
ラ
ー
リ
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
戦
後
間
も
な
い
１
９
４

７
年
。
ル
イ
ジ
・
ビ
ッ
ロ
レ
ー
ジ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
ス
カ

リ
等
を
擁
し
て
優
勝
戦
線
に
加
わ
り
、
新
進
若
手
た
ち
も
続

い
た
。
と
こ
ろ
が
55
年
に
ア
ス
カ
リ
（
52
〜
53
年
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
）
が
事
故
死
し
た
の
に
続
い
て
、
57
年
に
は
エ
ウ

ジ
ェ
ニ
オ
・
キ
ャ
ス
テ
ロ
ッ
テ
ィ
、
58
年
に
は
ル
イ
ジ
・
ム

ッ
ソ
と
、
相
次
い
で
事
故
死
す
る
と
、
イ
タ
リ
ア
人
Ｇ
Ｐ
ド

ラ
イ
バ
ー
の
系
譜
が
突
然
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
イ
タ
リ
ア
レ
ー
ス
界
全
体
が
若
手
育
成
に
力
を
入

れ
、
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｆ
Ｊ
（
後
の
Ｆ
３
に
準
ず
る
）
か
ら
台

F1世界選手権が始まった1950年以降

唯一参戦を続けるフェラーリは

イタリアを代表するチームでありながら

それを操るレギュラードライバーに

意外にもイタリア人は少ない……

Text/Ring Archives
Photos/Motorsport Images, Kenji Sawada, SAN-EI

ティフォシの期待と声援、非難や批判を一身に

跳ね馬のイタリア人レギュラーは稀!?

文／リング・アーカイヴズ

図
っ
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
２
輪
出
身
の
天
才
肌
イ
ギ
リ
ス
人

ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
を
エ
ー
ス
に
迎
え
入
れ
、
新
人
ル

ド
ビ
コ
・
ス
カ
ル
フ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
の
負
傷
に
よ
り
バ
ン
デ
ィ

ー
ニ
が
ナ
ン
バ
ー
２
に
収
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
。

サ
ー
テ
ィ
ー
ス
が
逆
転
王
座
に
就
く
64
年
に
は
バ
ン
デ
ィ
ー

ニ
も
良
い
働
き
を
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
Ｇ
Ｐ
に
て
初
優
勝
、

ラ
ン
キ
ン
グ
４
位
。
63
年
ル
・
マ
ン
24
時
間
と
65
年
タ
ル
ガ

・
フ
ロ
ー
リ
オ
で
も
優
勝
。
65
年
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
で
は
サ
ー
テ

ィ
ー
ス
よ
り
も
上
位
の
２
位
に
食
い
込
ん
だ
。
そ
し
て
66
年

６
月
、
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
が
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
喧
嘩
別

れ
し
て
離
脱
、
結
果
的
に
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
が
エ
ー
ス
に
繰
り

上
が
る
。
当
時
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

氏
が
イ
タ
リ
ア
人
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
を
優
遇
し
よ
う
と
し
た
た

め
と
言
わ
れ
た
が
、
実
際
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
と
血
縁
関
係
に
あ

る
ス
カ
ル
フ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
を
ル
・
マ
ン
直
前
に
優
遇
し
た
の

と
、
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
の
座
を
狙
っ
て
い
た
英
国
人
マ
イ
ク
・

パ
ー
ク
ス
の
存
在
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
Ｆ
１
と
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
の
両
方
に
挑
ん
で
い
た
当
時
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
は
契
約

ド
ラ
イ
バ
ー
が
数
多
く
存
在
し
、
誰
も
が
隙
あ
ら
ば
Ｆ
１
の

シ
ー
ト
を
と
狙
っ
て
い
た
。

　

バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
は
若
い
頃
か
ら
苦
労
人
。
し
か
し
陽
気
で

開
け
っ
ぴ
ろ
げ
な
性
格
で
、
エ
ン
ツ
ォ
か
ら
も
気
に
入
ら
れ
、

フ
ァ
ン
の
間
で
も
人
気
が
高
か
っ
た
。
得
意
客
へ
の
市
販
車

フ
ェ
ラ
ー
リ
納
品
の
際
に
は
、
マ
ラ
ネ
ロ
か
ら
顧
客
の
も
と

に
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
が
操
縦
し
て
納
車
に
向
か
う
こ
と
も
あ
っ

た
と
か
。
新
３
ℓ
Ｆ
１
初
年
度
の
66
年
、
緒
戦
モ
ナ
コ
で
２

位
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
は
勝
利
目
前
で
リ
タ
イ
ア
。

67
年
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
デ
イ
ト
ナ
24
時
間
と
モ
ン
ツ
ァ
１

０
０
０
㎞
で
幸
先
よ
く
優
勝
し
、
迎
え
た
得
意
の
モ
ナ
コ
Ｇ

Ｐ
で
も
終
盤
２
位
に
就
け
、
首
位
デ
ニ
ス
・
ハ
ル
ム
を
追
い

か
け
て
い
た
。
し
か
し
１
０
０
周
レ
ー
ス
の
82
周
目
、
海
岸

沿
い
の
シ
ケ
イ
ン
で
藁
束
に
乗
り
上
げ
、
裏
返
し
と
な
っ
た

67年モナコGP。２位走行中のバンディーニの

312はシケイン侵入時にコントロールを失い、

藁束にぶつかった後に裏返り炎上。３日後に

亡くなる。５月13日の葬儀には10万人が参列

頭
し
た
の
が
ジ
ャ
ン
カ

ル
ロ
・
バ
ゲ
ッ
テ
ィ
と

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
バ
ン
デ

ィ
ー
ニ
だ
っ
た
。
自
身

Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
デ
ビ
ュ
ー
戦

61
年
フ
ラ
ン
ス
で
優
勝

し
た
バ
ゲ
ッ
テ
ィ
は
そ

の
後
期
待
外
れ
に
終
わ

る
が
、
62
年
モ
ナ
コ
３

位
の
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
は

徐
々
に
評
価
を
上
げ
て

い
っ
た
。

　

63
年
に
体
制
強
化
を

ロレンツォ・バンディーニ （1962-67）
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途
端
、
炎
に
包
ま
れ
た
。
火
勢
が
強
く
て
防
火
服
も
着
て
い

な
い
マ
ー
シ
ャ
ル
は
近
づ
け
ず
、
事
故
現
場
を
撮
影
に
や
っ

て
来
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
起
こ
す
風
の
せ
い
で
火
勢
が
さ
ら

に
強
ま
り
、
３
１
２
の
下
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
の
バ
ン

デ
ィ
ー
ニ
は
脱
出
で
き
な
い
。
そ
し
て
３
日
後
、
32
歳
の
命

を
落
と
す
こ
と
に
。
現
在
の
よ
う
な
消
火
体
制
あ
る
い
は
医

療
が
あ
れ
ば
、
助
か
っ
た
命
だ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
フ
ェ

ラ
ー
リ
は
久
々
の
イ
タ
リ
ア
人
エ
ー
ス
を
黒
煙
の
中
に
失
っ

た
。
フ
ァ
ン
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
対
す
る
非
難
や
批
判
も
大
き

か
っ
た
。
こ
れ
で
エ
ン
ツ
ォ
も
イ
タ
リ
ア
人
起
用
に
懲
り
て

し
ま
っ
た
。

　

ち
な
み
に
モ
ナ
コ
か
ら
一
カ
月
後
の
ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
で
パ

ー
ク
ス
が
大
事
故
で
マ
シ
ン
か
ら
放
り
出
さ
れ
脚
を
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
に
す
る
と
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
ス
カ
ル
フ
ィ
オ
ッ

テ
ィ
も
Ｆ
１
引
退
を
表
明
（
後
に
撤
回
す
る
も
、
翌
68
年
、

ポ
ル
シ
ェ
移
籍
後
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
で
事
故
死
と
い
う
皮
肉
）、

フ
ェ
ラ
ー
リ
陣
営
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
若
い
ク
リ

ス
・
エ
イ
モ
ン
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

70
年
に
は
イ
グ
ナ
ツ
ィ
オ
・
ジ
ュ
ン
テ
ィ
（
当
時
日
本
で

は
ギ
ュ
ン
テ
ィ
と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
）、
73
年
に
は
ア
ル

ト
ゥ
ー
ロ
・
メ
ル
ツ
ァ
リ
オ
ら
イ
タ
リ
ア
の
若
手
た
ち
が
ス

ポ
ッ
ト
参
戦
し
た
が
、
い
ず
れ
も
Ｆ
１
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
は
定

着
で
き
な
か
っ
た
。
ジ
ュ
ン
テ
ィ
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
レ
ー
ス

の
エ
ー
ス
と
し
て
起
用
さ
れ
た
71
年
開
幕
戦
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
に
て
、
気
の
毒
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
事
故
に
よ
っ

て
落
命
し
な
け
れ
ば
、
Ｆ
１
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
た

可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
悲
し
い
流
れ
の
後
に
、
83
年
末
、
弱
小
テ
ィ

レ
ル
で
奮
闘
し
て
い
た
27
歳
ミ
ケ
ー
レ
・
ア
ル
ボ
レ
ー
ト
の

フ
ェ
ラ
ー
リ
Ｆ
１
入
り
が
発
表
さ
れ
た
。
バ
ン
デ
ィ
ー
ニ
以

来
の
エ
ー
ス
起
用
、
フ
ァ
ン
の
期
待
と
声
援
が
い
か
に
大
き

か
っ
た
か
。
エ
ン
ツ
ォ
は
「
ふ
さ
わ
し
い
イ
タ
リ
ア
人
が
よ

う
や
く
現
れ
た
」
と
言
っ
た
。
84
年
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
、

す
ぐ
に
ル
ネ
・
ア
ル
ヌ
ー
を
凌
駕
し
、
翌
85
年
に
は
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
争
い
を
リ
ー
ド
す
る
が
、
チ
ー
ム
自
体
が
楽
観
ム
ー

ド
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
最
後
は
リ
タ
イ
ア
続
き
で
ア
ラ
ン
・

プ
ロ
ス
ト
の
逆
転
を
許
し
た
。
86
年
以
降
は
中
位
に
埋
も
れ
、

ホ
ン
ダ
勢
の
躍
進
も
あ
り
、
ま
た
エ
ン
ツ
ォ
自
身
の
体
調
も

悪
化
し
て
チ
ー
ム
内
の
後
継
者
争
い
や
ご
た
ご
た
が
渦
巻
き
、

結
果
を
残
せ
な
い
ア
ル
ボ
レ
ー
ト
に
対
す
る
非
難
も
高
ま
る

と
い
う
悪
循
環
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
断
っ

た
ア
ル
ボ
レ
ー
ト
の
義
理
堅
さ
は
結
果
的
に
仇
と
な
る
。
エ

ン
ツ
ォ
90
歳
で
の
没
後
す
ぐ
の
88
年
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
の
奇

跡
的
な
１
‐
２
が
救
い
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
ル
ボ
レ
ー
ト
は

88
年
末
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
か
ら
去
る
。
そ
し
て
92
年
、
イ
ワ
ン

・
カ
ペ
リ
の
跳
ね
馬
加
入
と
な
る
の
だ
が
…
…
。

　

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ナ
ニ
ー
ニ
に
も
フ
ェ
ラ
ー
リ
入
り
の

話
が
あ
っ
た
。
90
年
９
月
の
こ
と
だ
。
前
年
の
鈴
鹿
で
初
優

勝
す
る
な
ど
、
ベ
ネ
ト
ン
で
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い
た
が
、

90
年
限
り
で
フ
ェ
ラ
ー
リ
を
去
る
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
マ
ン
セ
ル

に
代
わ
る
候
補
と
し
て
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
と
併
行
し
て
交
渉

に
入
っ
て
い
た
。
結
局
ベ
ネ
ト
ン
残
留
が
発
表
さ
れ
る
が
、

そ
の
直
後
の
10
月
12
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
事
故
に
遭
っ
た
ナ

ニ
ー
ニ
は
突
如
Ｆ
１
生
命
を
絶
た
れ
て
し
ま
う
。
92
年
末
、

フ
ィ
オ
ラ
ノ
で
Ｆ
92
Ａ
試
走
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、

右
腕
切
断
の
大
怪
我
か
ら
の
回
復
を
祝
う
フ
ェ
ラ
ー
リ
か
ら

の
御
褒
美
だ
っ
た
と
言
え
そ
う
だ
。

　

イ
タ
リ
ア
人
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
ア
ス
カ
リ
以
降
、

い
ま
だ
ひ
と
り
と
し
て
誕
生
し
て
い
な
い
。

カペリ以来、跳ね馬に見初められるイタリアン登場はいつか？

イタリア人フェラーリF1ドライバー
ドライバー 在籍年 出走数 最高位

アルベルト・アスカリ 1950-54 26 13勝

ルイジ・ビッロレージ 1950-53 20 ２位

ドリノ・セラフィーニ 1950 1 ２位

ピエロ・タルッフィ 1951-55 13 １勝

ジュゼッペ・ファリーナ 1952-55 20 １勝

ジャンフランコ・コモッティ※ （1952） 1 12位

ピエロ・カリーニ 1952-53 3 リタイア

ウンベルト・マリオーリ 1953-55 6 ３位

エウジェニオ・キャステロッティ 1955-57 11 ２位

ルイジ・ムッソ 1956-58 15 １勝

ジョルジオ・スカルラッティ 1956 1 リタイア

チェザーレ・ペルディーサ 1957 1 ６位

ジャンカルロ・バゲッティ 1961-66 8 １勝

ロレンツォ・バンディーニ 1962-67 35 １勝

ルドビコ・スカルフィオッティ 1963-67 6 １勝

ニーノ・バッカレッラ 1965 1 12位

アンドレア・デ・アダミッチ 1968 1 リタイア

エルネスト・ブランビッラ 1969 － ns

イグナツィオ・ジュンティ 1970 4 ４位

ナンニ・ギャリ 1972 1 13位

アルトゥーロ・メルツァリオ 1972-73 11 ４位

ミケーレ・アルボレート 1984-88 80 ３勝

ジャンニ・モルビデリ 1991 1 ６位

イワン・カペリ 1992 14 ５位

ニコラ・ラリーニ 1992-94 4 ２位

ルカ・バドエル 2009 2 14位

ジャンカルロ・フィジケラ 2009 5 ９位

・赤字はレギュラー、※は非ワークス参戦のみ

92年10月、フィオラノで２年ぶりのF1、片手でシフトチェン

ジできるように改造されたF92Aを走らせたナニーニは笑顔！

イワン・カペリ （1992）

ミケーレ・アルボレート （1984-88）
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カーナンバー「27」を背負い、跳ね馬のエースとして臨んだ1992年シーズン

ジャン・アレジを待ち受けていたのは、苦難の連続だった

信頼性に問題を抱え、走らないマシン

責任を押しつけ合うシャシー部門とエンジン部門のスタッフ、高まるプレッシャー……

それでも困難に立ち向かい、自らの魂を燃やすかのようなアレジの攻撃的な走りは

たとえ記録には残らなくても、人々の心と記憶に深く焼きついている──

Photo/Bernard Asset

“じゃじゃ馬”をねじ伏せ、ティフォシを熱狂させたシーズン

────── ──────
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Jean Alesi
────闘神─────

“じゃじゃ馬”をねじ伏せ、ティフォシを熱狂させたシーズン
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│
│
１
９
９
１
年
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
競
争

力
を
欠
き
、
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
の
離
脱

な
ど
も
あ
っ
て
、
翌
92
年
に
向
け
て
チ
ー

ム
体
制
の
大
幅
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
ま
し

た
。
組
織
改
革
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

た
の
か
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

「
僕
が
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
の
契
約
に
サ
イ
ン

し
た
の
は
90
年
で
、
ア
ラ
ン
が
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
目
指
し
て
戦
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

翌
シ
ー
ズ
ン
は
タ
イ
ト
ル
ど
こ
ろ
か
１
勝

も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
有
り
様
だ
。
経

験
豊
富
な
ア
ラ
ン
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
が
大
混
乱
に
陥
り
、
夏
頃
に
は
も
う
内

戦
勃
発
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
僕
は
Ｆ
１

に
フ
ル
参
戦
し
て
２
年
目
の
新
参
だ
し
、

厳
し
い
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
。

本
来
な
ら
も
っ
と
静
か
で
落
ち
着
い
た
環

境
で
走
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
ね
。

と
は
い
え
、
ア
ラ
ン
か
ら
多
く
を
学
び
、

そ
れ
が
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
役
立
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
」

│
│
プ
ロ
ス
ト
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
の
は

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。〝
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
〞
の
言
葉
ど
お
り
、
あ
な
た

の
個
人
教
授
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
。

「
ま
っ
た
く
さ
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

た
時
は
い
つ
だ
っ
て
協
力
的
だ
っ
た
し
、

お
ま
け
に
す
ご
く
速
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
い
い
シ

ー
ズ
ン
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
チ
ー
ム
の

状
況
が
あ
ま
り
に
も
混
乱
し
て
い
た
」

│
│
91
年
限
り
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ニ
コ
ル

ス
が
チ
ー
ム
を
出
て
、
入
れ
替
わ
り
に
ハ

ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ
イ
ト
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
さ
な
か
、
ジ
ャ
ン
‐

ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ジ
ョ
ー
は
、
あ
の
驚
く
べ

き
空
力
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
っ
て
い
た
わ
け

で
す
。

「
ハ
ー
ベ
イ
と
ミ
ジ
ョ
ー
が
い
た
か
ら
こ

そ
、
自
分
が
評
価
し
て
も
ら
え
た
と
い
う

部
分
が
あ
る
。
僕
が
テ
ィ
レ
ル
で
与
え
ら

れ
た
マ
シ
ン
は
、
当
時
の
最
先
端
を
行
く

コ
ン
セ
プ
ト
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
そ

れ
を
作
っ
た
の
が
こ
の
ふ
た
り
な
ん
だ
。

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
の
手
法
は
も
う
時

代
遅
れ
に
な
り
か
け
て
い
て
、
で
も
マ
ク

ラ
ー
レ
ン
は
そ
れ
を
捨
て
切
れ
ず
に
い
た
。

ホ
ン
ダ
の
強
力
な
エ
ン
ジ
ン
の
お
か
げ
で
、

か
ろ
う
じ
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
居
座
っ
て

い
た
と
い
う
感
じ
か
な
。
シ
ャ
シ
ー
コ
ン

セ
プ
ト
に
多
少
問
題
が
あ
っ
て
も
、
エ
ン

ジ
ン
さ
え
良
け
れ
ば
、
レ
ー
ス
で
も
そ
こ

そ
こ
勝
て
る
か
ら
ね
。
そ
の
当
時
、
文
句

な
し
の
ベ
ス
ト
と
評
判
を
呼
ん
だ
の
が
テ

ィ
レ
ル
だ
っ
た
わ
け
。
だ
か
ら
、
ミ
ジ
ョ

ー
と
ハ
ー
ベ
イ
が
チ
ー
ム
に
戻
る
と
知
っ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
。
僕
は
彼
ら
の
仕
事

の
進
め
方
を
知
っ
て
い
る
し
、
あ
の
技
術

力
が
自
分
の
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
る
と
な

れ
ば
、
間
違
い
な
く
い
い
仕
事
が
で
き
る

と
考
え
た
ん
だ
」

フ
ロ
ア
剛
性
の
問
題

│
│
完
成
し
た
92
年
型
マ
シ
ン
を
テ
ス
ト

し
た
感
想
は
ど
う
で
し
た
か
。

「
調
整
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ね
。

フ
ロ
ア
の
剛
性
が
足
り
な
く
て
、
た
わ
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
。
そ
の
せ

ジャン・アレジにとって、思い入れ深い一台であるフェラーリF92A

しかし、040 V12エンジンの性能不足に泣かされて

成績自体は振るわず、０勝、表彰台わずか２回にとどまった

当時、アレジはどんなことを考え、シーズンに臨んでいたのか？

29年経った今だからこそ明かすエピソードとともに、振り返ってくれた

Text/Adam Cooper
Translation/Yutaka Mita
Photos/Hiroshi Kaneko, Bernard Asset, XPB Images, SAN-EI

問題だらけのF92Aと内輪揉めが絶えなかったチーム組織

Interview with

ジャン・アレジ インタビュー
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で
走
り
続
け
た
ん
だ
。
ど
こ
も
か
す
り
さ

え
し
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
、
ウ
ソ
み
た
い

な
話
さ
。
と
は
い
え
、
ま
た
エ
ン
ジ
ン
ト

ラ
ブ
ル
で
リ
タ
イ
ア
し
た
ん
だ
け
ど
ね
」

│
│
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｐ
で
は
消
火
器
が
誤
作

動
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
嘘
み
た
い
な

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
ま
し
た
ね
。

「
あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。
消
火
器
が
い
き
な

り
破
裂
し
た
ん
だ
っ
た
！
」

│
│
続
く
ド
イ
ツ
Ｇ
Ｐ
は
予
選
５
位
を
獲

得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
ン
ジ
ン
が
良
く

な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

「
例
の
〝
ブ
ロ
ー
バ
イ
〞
は
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
解
決
に
向
か
っ
て
い

で
も
正
直
に
打
ち
明
け
る
と
、
エ
ン
ジ
ン

は
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
似
た
よ
う
な
レ
ベ

ル
だ
っ
た
の
で
、
結
果
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
印
象
は
な
い
か
な
」

今
も
続
く
ミ
ジ
ョ
ー
と
の
交
流

│
│
ポ
ル
ト
ガ
ル
Ｇ
Ｐ
は
ス
ピ
ン
、
日
本

Ｇ
Ｐ
で
は
５
位
、
最
終
戦
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
Ｇ
Ｐ
は
４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
先

ほ
ど
の
話
に
出
て
き
た
横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ

ク
ス
で
す
が
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
聞
い
た
話
で
は
、「
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

ー
へ
の
空
気
流
を
邪
魔
し
て
あ
ま
り
良
い

ア
イ
デ
ア
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
の

考
え
方
と
も
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
た
と

思
う
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
い
か
が

で
す
か
。

「
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
ん
な
気
も
す
る
け

ど
、
正
直
あ
ま
り
覚
え
て
は
い
な
い
ん
だ
。

横
置
き
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
を
搭
載
し
た
マ
シ

ン
は
、
ノ
ー
ズ
か
ら
ボ
デ
ィ
後
端
に
流
れ

る
ラ
イ
ン
を
始
め
と
し
て
、
見
栄
え
だ
け

は
結
構
良
か
っ
た
と
思
う
よ
」

│
│
ピ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
ま
り
に
過
激
で
、

マ
シ
ン
が
コ
ー
ナ
ー
に
う
ま
く
入
っ
て
い

か
な
い
話
も
聞
き
ま
し
た
。
も
し
、
最
初

か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
が
搭
載
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
う
ま
く
働
い
て
い
れ
ば
、
別
物
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
う

い
っ
た
印
象
は
あ
り
ま
し
た
か
。

「
ピ
ッ
チ
過
敏
症
と
い
う
の
は
、
そ
の
と

お
り
だ
ね
。
で
も
、
フ
ロ
ン
ト
に
装
着
し

た
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
の
問
題
が
こ

れ
と
は
別
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
て
、
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
ガ
チ
ガ
チ
に
硬
い
状
況

だ
っ
た
。
僕
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
タ
イ
ル

に
は
合
っ
て
い
た
け
ど
、
他
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
扱
え
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
」

│
│
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
登
場
す
る

の
は
こ
の
年
の
ラ
ス
ト
２
戦
で
、
ニ
コ
ラ

・
ラ
リ
ー
ニ
が
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
ま
し
た
。

「
開
発
は
続
い
て
い
た
け
ど
、
重
く
な
る

の
が
難
点
だ
っ
た
。
確
か
、
ニ
コ
ラ
が
鈴

鹿
で
使
っ
て
い
た
よ
ね
」

│
│
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
イ
ワ
ン
・
カ
ペ
リ

に
と
っ
て
は
悲
願
と
も
言
え
る
フ
ェ
ラ
ー

リ
加
入
で
し
た
が
、
最
悪
の
結
末
を
迎
え

ま
し
た
（
第
14
戦
ポ
ル
ト
ガ
ル
Ｇ
Ｐ
で
解

雇
）。
気
の
毒
だ
と
感
じ
ま
し
た
か
。

「
イ
ワ
ン
は
駆
け
引
き
を
す
る
よ
う
な
男

で
は
な
い
し
、
彼
が
言
っ
て
い
る
こ
と
も

個
人
的
に
は
反
論
の
余
地
が
な
い
と
思
う
。

た
。
で
も
依
然
と
し
て
２
倍
の
量
の
オ
イ

ル
が
必
要
だ
っ
た
し
、
そ
う
し
な
い
と
完

走
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
残
量
が
少
な
く
な

っ
て
く
る
と
、
予
備
タ
ン
ク
か
ら
移
し
替

え
る
そ
の
手
間
も
同
じ
だ
っ
た
よ
。
レ
ー

ス
中
の
給
油
が
な
い
時
代
だ
っ
た
し
、
燃

料
タ
ン
ク
の
容
量
が
な
ん
と
２
０
５
㎏
も

あ
っ
た
。
そ
れ
を
満
タ
ン
に
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
マ
シ
ン
バ
ラ
ン
ス

も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
、
一
筋
縄
で
は
い

か
な
か
っ
た
。
難
し
い
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
じ

ゃ
な
い
よ
」

│
│
５
番
グ
リ
ッ
ド
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

ベ
ル
ギ
ー
Ｇ
Ｐ
は
、
パ
ン
ク
に
よ
り
リ
タ

イ
ア
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

エンジンは話にならないくらい非力で、おまけによく壊れた
20周もするとオイルが空になってしまうから、目も当てられなかった

「
雨
で
始
ま
っ
た
レ
ー

ス
だ
っ
た
け
ど
、
ナ
イ

ジ
ェ
ル
（
マ
ン
セ
ル
）

に
当
て
ら
れ
る
し
、
挙

げ
句
の
果
て
に
リ
タ
イ

ア
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、

散
々
な
週
末
さ
」

│
│
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
の

予
選
３
位
は
、
エ
ン
ジ

ン
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
成
果
で
し
ょ
う
か
。

「
パ
ワ
ー
も
そ
う
だ
け

ど
、
元
々
良
か
っ
た
空

力
シ
ス
テ
ム
が
さ
ら
に

進
化
し
た
。
レ
ス
ダ
ウ

ン
フ
ォ
ー
ス
仕
様
だ
と
、

ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
が
効
果

を
発
揮
す
る
ん
だ
。
お

か
げ
で
か
な
り
の
ハ
イ

ペ
ー
ス
で
走
れ
た
よ
。

ティレル時代にミジョー（左端）、ポスルズウエイト（左から２番目）と仕事をした経験を持つア

レジは、「ふたりとも尊敬してやまない人物」だと語る。ミジョーとは現在も交流が続いている

パワーも信頼性も低く、最後まで足を引っ張り続けたTipo 040エンジン。通

常の倍のオイルを消費することから予備タンクを搭載し、対処していた
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い
で
空
力
に
悪
影
響
が
出
て
、
風
洞
で
計

測
し
た
値
と
ズ
レ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
。
フ
ロ
ア
の
ね
じ
れ
と
か
は
、
実
際
に

マ
シ
ン
で
走
行
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
か
ら
ね
。
で
も
、
そ
れ
は
徐
々
に
改
善

さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
エ

ン
ジ
ン
が
最
大
の
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。
も
う
お
話
に
な
ら
な

い
く
ら
い
非
力
で
、
お
ま
け
に
よ
く
壊
れ

た
。
チ
ー
ム
内
部
で
〝
ブ
ロ
ー
バ
イ
〞
と

名
付
け
ら
れ
た
ト
ラ
ブ
ル
さ
。
走
行
中
に

む
や
み
や
た
ら
と
オ
イ
ル
を
吹
く
の
で
、

そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
期
待
外
れ
の
う
え
に
、

20
周
も
す
る
と
オ
イ
ル
が
空
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
目
も
当
て
ら
れ
な
い
。
下
手
を

す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
が
丸
ご
と
壊
れ
て
し

ま
う
ん
だ
か
ら
」

│
│
そ
れ
は
大
変
で
し
た
ね
。

「
大
変
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
じ
ゃ
な
い
よ
。
そ

れ
で
チ
ー
ム
が
ど
う
い
う
解
決
策
を
採
っ

た
か
と
い
う
と
、
予
備
の
タ
ン
ク
を
ひ
と

つ
搭
載
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
通
常
の
倍
の

オ
イ
ル
を
消
費
す
る
か
ら
仕
方
な
い
。
当

然
、
そ
の
分
重
く
な
る
け
ど
ね
。
し
か
も
、

ト
ラ
ブ
ル
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

20
周
後
く
ら
い
に
ま
た
し
て
も
ピ
ッ
ト
ボ

ー
ド
が
出
て
、
見
れ
ば
『
Ｐ
‐
ｏ
ｉ
ｌ
』

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
イ
ル
ポ

ン
プ
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
合
図
だ
。
今

度
は
オ
イ
ル
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
が
駄

目
に
な
っ
て
、
レ
ー
ス
序
盤
で
脱
落
と
い

う
こ
と
が
、
い
っ
た
い
何
度
あ
っ
た
こ
と

か
…
…
」

│
│
最
初
の
テ
ス
ト
で
、
す
で
に
多
難
な

シ
ー
ズ
ン
を
覚
悟
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

「
は
っ
き
り
し
て
い
た
の
は
、
フ
ロ
ア
剛

性
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
。
イ
モ

ラ
で
散
々
テ
ス
ト
し
た
結
果
、
ウ
エ
ッ
ト

路
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
空
力
シ
ス
テ
ム
の
基
本
は
き
ち

ん
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
希
望

の
光
と
言
え
た
か
な
。
で
も
、
Ｆ
１
は
ひ

と
つ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
わ
け
だ
か

ら
、
エ
ン
ジ
ン
性
能
が
あ
そ
こ
ま
で
お
粗

末
だ
と
ほ
と
ん
ど
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
っ
た
」

│
│
そ
れ
で
も
開
幕
戦
南
ア
フ
リ
カ
Ｇ
Ｐ

は
、
予
選
５
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
ず

ま
ず
の
出
来
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
か
っ
た

の
で
は
？

「
予
選
は
い
い
と
し
て
も
、
レ
ー
ス
が
ね

…
…
。
ず
っ
と
ミ
ハ
エ
ル
（
シ
ュ
ー
マ
ッ

ハ
ー
）
を
後
方
に
従
え
て
走
っ
て
い
た
ん

だ
け
ど
、
ス
タ
ー
ト
時
は
イ
エ
ロ
ー
だ
っ

た
ベ
ネ
ト
ン
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
時
に

は
茶
色
に
な
っ
て
た
か
ら
な
あ
（
笑
）」

│
│
ウ
エ
ッ
ト
の
走
り
は
良
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
３
位
表
彰
台
を
獲
得
し

た
雨
の
ス
ペ
イ
ン
Ｇ
Ｐ
は
確
か
に
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

「
記
憶
が
あ
や
ふ
や
だ
け
ど
、
確
か
に
表

彰
台
に
上
が
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
か
な
り

雨
が
激
し
く
降
っ
て
い
た
よ
ね
」

│
│
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
の
予
選
４
位
は
、
マ
シ

ン
の
進
化
に
か
な
り
手
応
え
を
感
じ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
そ
う
だ
ね
。
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に

基
本
は
悪
く
な
い
マ
シ
ン
で
、
エ
ン
ジ
ン

が
す
べ
て
の
元
凶
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
エ
ン
ジ
ン
の
担
当
者
は
、
冷

却
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
ミ
ジ
ョ
ー
を

責
め
る
。
じ
ゃ
あ
、
マ
シ
ン
を
開
け
て
調

べ
て
み
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
そ
の

あ
た
り
か
ら
泥
仕
合
の
様
相
を
呈
し
始
め

た
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
縦
置
き
だ
っ
た
ギ
ヤ

ボ
ッ
ク
ス
を
、
シ
ー
ズ
ン
の
途
中
で
横
置

き
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
ま
で
や
っ
て
ね
。

が
む
し
ゃ
ら
に
開
発
は
進
め
る
ん
だ
け
ど
、

エ
ン
ジ
ン
部
門
と
シ
ャ
シ
ー
部
門
の
間
で

い
つ
も
責
任
を
押
し
つ
け
合
う
と
い
う
具

合
で
、
ど
う
に
も
連
携
プ
レ
ー
が
で
き
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
態
だ
っ
た
」

│
│
そ
の
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
の
決
勝
で
は
、
シ

ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
当
て
ら
れ
た
影
響
で
電

子
制
御
系
が
壊
れ
、
リ
タ
イ
ア
に
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

「
当
時
の
彼
は
や
た
ら
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
だ

っ
た
か
ら
、
あ
の
と
き
も
随
分
無
茶
な
こ

と
を
す
る
な
…
…
と
あ
き
れ
た
も
の
だ
よ
」

タ
ン
ク
の
容
量
は
２
０
５
㎏

│
│
カ
ナ
ダ
Ｇ
Ｐ
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
、

続
く
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
の
決
勝
は
ウ
エ
ッ
ト

レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ペ
ー
ス
的
に
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。

「
み
ん
な
ウ
エ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
を
選
択
し
て
、

僕
だ
け
が
ス
リ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
を
履
い
て
い

た
。
高
速
コ
ー
ナ
ー
を
抜
け
た
先
の
ロ
ン

グ
ス
ト
レ
ー
ト
で
、
直
線
部
分
を
端
か
ら

端
ま
で
使
っ
て
３
６
０
度
タ
ー
ン
を
披
露

し
た
あ
の
シ
ー
ン
を
見
逃
し
て
い
た
ら
、

お
気
の
毒
と
言
う
し
か
な
い
な
（
笑
）。

ス
ト
レ
ー
ト
エ
ン
ド
で
よ
う
や
く
ノ
ー
ズ

が
前
を
向
い
て
、
そ
の
ま
ま
何
食
わ
ぬ
顔

Interview with

Jean Alesi
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た
だ
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
い
う
チ
ー
ム
は
、

特
に
内
部
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
時
が
そ

う
な
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
以
上
は
な
い
ほ
ど

陰
険
に
な
れ
る
ん
だ
。
相
手
と
目
を
合
わ

せ
る
こ
と
な
く
、
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て
る

と
い
う
ふ
う
に
ね
。
イ
ワ
ン
は
ま
さ
に
そ

れ
を
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
さ
。

フ
ェ
ラ
ー
リ
に
入
る
前
は
レ
イ
ト
ン
ハ
ウ

ス
で
頑
張
っ
て
い
た
し
、
良
い
仕
事
を
し

て
い
る
と
常
々
思
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
り

ゃ
あ
気
の
毒
だ
っ
た
よ
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
と

の
因
縁
は
、
も
は
や
呪
わ
れ
て
い
る
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
と
い
う
気
も
す
る
ね
」

│
│
ふ
た
り
の
ポ
イ
ン
ト
差
が
大
き
く
開

い
て
し
ま
っ
た
の
は
、あ
な
た
の
方
が〝
じ

ゃ
じ
ゃ
馬
〞
を
扱
う
の
に
長
け
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。

「
そ
れ
が
最
も
分
か
り
や
す
い
説
明
に
な

る
だ
ろ
う
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ワ
ン
に
も

チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
。
で
も
な
ぜ
か
、
彼

に
は
ス
タ
イ
ル
を
合
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ん
だ
」

│
│
92
年
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
、
最
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
要
素
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
な
ん
で
す
か
。

「
ミ
ジ
ョ
ー
と
ハ
ー
ベ
イ
が
チ
ー
ム
に
い

た
こ
と
だ
。
ふ
た
り
と
も
私
が
敬
愛
し
て

や
ま
な
い
人
間
だ
か
ら
ね
。
ハ
ー
ベ
イ
は

ド
ラ
イ
バ
ー
を
理
解
し
、
ど
う
話
せ
ば
い

い
の
か
を
知
り
尽
く
し
て
い
た
。
だ
か
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
て
、
今
み
た
い
に
長

々
と
や
っ
た
り
は
し
な
い
。
で
も
せ
っ
か

ち
な
僕
は
、
そ
れ
で
も
急
か
す
の
が
常
だ

っ
た
け
ど
ね
（
笑
）」

│
│
ミ
ジ
ョ
ー
と
の
交
流
は
、
今
も
続
い

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
親
友
だ
け
ど
、

リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
存
在
と
い
う
間
柄
で

し
ょ
う
か
。

「
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
テ
ィ
レ
ル

で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
頃
か
ら
、
ず

っ
と
尊
敬
し
て
い
た
。
ミ
ジ
ョ
ー
に
限
ら

ず
、
ス
タ
ッ
フ
に
良
い
人
が
多
い
の
が
、

あ
の
チ
ー
ム
の
特
徴
だ
っ
た
ん
だ
。
か
つ

て
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
、

今
で
も
折
に
触
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が

届
く
し
ね
。
だ
か
ら
私
の
Ｆ
１
キ
ャ
リ
ア

の
中
で
最
も
素
晴
ら
し
い
時
期
は
い
つ
か

と
聞
か
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
テ
ィ
レ
ル
時
代

と
答
え
る
よ
」

│
│
そ
の
ミ
ジ
ョ
ー
も
不
運
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
か
。
Ｆ
１
の
空
力
概
念
を
一
変
さ

せ
る
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
唱
し
た
の

に
、
成
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
。
30
年
が
経
過
し
た
今
で
も
一
種
の

ア
イ
デ
ア
倒
れ
だ
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、

彼
を
責
め
る
の
は
不
公
平
で
す
よ
ね
。

「
ミ
ジ
ョ
ー
を
責
め
る
だ
っ
て
？　

公
平

と
か
不
公
平
と
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
よ
。

さ
っ
き
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
あ
の
マ
シ

ン
の
問
題
は
エ
ン
ジ
ン
が
元
凶
な
ん
だ
。

ぶ
っ
ち
ゃ
け
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
し

フ
ェ
ラ
ー
リ
が
コ
ス
ワ
ー
ス
を
搭
載
し
て

い
た
ら
、
何
勝
か
挙
げ
て
い
た
…
…
と
い

う
話
さ
」

チ
ー
ム
内
の
ム
ー
ド
は
最
悪

│
│
当
時
の
チ
ー
ム
運
営
に
つ
い
て
も
お

尋
ね
し
ま
す
。
ル
カ
・
デ
ィ
・
モ
ン
テ
ゼ

モ
ロ
が
復
帰
す
る
一
方
で
、
ピ
エ
ロ
・
ラ

ル
デ
ィ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
も
ま
だ
力
を
維
持

シート、ハーネス、ペダル位置、すべてが自分専用にセットされた
30年前のF92Aが、そのまま残っているんだ。すごいことだよ!

自宅で大切に保管されているF92A。すべてが自分用にセットアップされたままだというが、入手後にアレジ自身が走らせたことは一度もないらしい
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1964年６月11日生まれ。フランス・ア

ヴィニョン出身。89年フランスGPでテ

ィレルからF1デビューを果たし、いきな

り４位入賞を記録する。翌90年に同チー

ムからフル参戦し、アメリカGPでは２位

表彰台を獲得。91年から95年までフェラ

ーリに在籍し、95年のカナダGPでは初

優勝を達成した。以後、96～97年はベネ

トン、98～99年はザウバー、2000年は

プロスト、2001年はプロスト（第１～

12戦）、ジョーダン（第13～17戦）に在

籍し、01年限りでF1を引退。その後は

DTMやインディ500などに参戦した

ジャン・アレジ
Jean Alesi

し
て
い
て
、
チ
ー
ム
代
表
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ

オ
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
ふ
た
り
の
間
で
右

往
左
往
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
指
揮
系

統
が
混
乱
す
る
中
で
、
あ
な
た
は
自
分
の

ボ
ス
が
誰
な
の
か
分
か
っ
て
い
ま
し
た
か
。

「
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
の
指
示
に
従
う
べ
き
な

ん
だ
ろ
う
な
…
…
っ
て
思
っ
て
い
た
か
な
。

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
混
乱
状
態
だ
っ
た
し
、

い
ろ
い
ろ
な
噂
が
飛
び
交
っ
て
、
ろ
く
に

話
し
合
い
も
行
な
わ
れ
な
い
ま
ま
、
次
々

と
新
し
い
決
定
が
下
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
厄
介
だ
し
、
辛
か
っ
た
よ
」

│
│
こ
れ
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
が
語
っ
て
い

た
こ
と
で
す
が
、
エ
ン
ジ
ン
と
シ
ャ
シ
ー

部
門
の
対
立
を
煽
っ
て
い
た
張
本
人
が
モ

ン
テ
ゼ
モ
ロ
だ
っ
た
…
…
と
い
う
節
も
あ

る
そ
う
で
す
。

「
チ
ー
ム
内
の
ム
ー
ド
が
最
悪
だ
っ
た
の

は
確
か
だ
ね
。
誰
か
が
素
晴
ら
し
い
仕
事

を
し
て
も
、
組
織
と
し
て
は
問
題
だ
ら
け

で
、
内
輪
揉
め
が
絶
え
な
い
か
ら
、
理
想

に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
だ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
状
況
の
中
で
救
い
に
な
っ
て

い
た
の
は
、
テ
ィ
フ
ォ
シ
の
存
在
さ
。
あ

と
は
自
分
の
意
志
の
力
。
コ
ー
ス
上
で
自

分
の
で
き
る
精
一
杯
の
走
り
を
披
露
す
る

こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
れ

で
良
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
様
々
な
問
題

に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
済
ん
だ
の
だ
か
ら
。

そ
う
い
う
立
ち
位
置
に
い
ら
れ
た
お
か
げ

で
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
中
で
自
分
だ
け
の
自

由
を
手
に
入
れ
、
さ
ら
に
３
シ
ー
ズ
ン
を

こ
の
チ
ー
ム
で
過
ご
す
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
」

│
│
翌
93
年
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
と
っ
て
大

変
革
の
年
と
な
り
、
ジ
ャ
ン
・
ト
ッ
ド
の

加
入
を
含
め
て
チ
ー
ム
体
制
が
一
新
さ
れ

ま
し
た
ね
。

「
ジ
ャ
ン
の
招
聘
が
大
正
解
だ
っ
た
。
僕

に
と
っ
て
み
れ
ば
、
少
し
時
期
が
遅
す
ぎ

た
の
が
残
念
だ
け
ど
ね
。
余
計
な
こ
と
を

言
わ
ず
、
黙
々
と
仕
事
を
こ
な
す
と
い
う

自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
今
さ
ら
崩
そ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た
し
、
96
年
に
ミ
ハ
エ
ル
が

加
入
す
る
と
決
ま
っ
た
段
階
で
、
自
分
が

チ
ー
ム
を
出
て
い
く
し
か
な
い
と
分
か
っ

て
い
た
」

│
│
あ
な
た
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
か
ら
Ｆ
92
Ａ

を
手
に
入
れ
て
、
現
在
も
大
切
に
保
管
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
う
い
っ
た

経
緯
で
、
そ
う
な
っ
た
の
で
す
か
。

「
92
年
末
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
ゲ
ル
ハ
ル
ト

（
ベ
ル
ガ
ー
）
と
契
約
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
さ
。
ニ
キ
・
ラ
ウ
ダ
が
チ
ー
ム
の
顧

問
に
就
任
し
て
、
最
近
ま
で
メ
ル
セ
デ
ス

で
や
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
の
参
謀
と

で
も
言
え
ば
い
い
の
か
な
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト

の
加
入
が
公
に
な
る
と
地
元
紙
の
ガ
ゼ
ッ

タ
・
デ
ル
・
ス
ポ
ル
ト
が
、『
フ
ェ
ラ
ー

リ
に
救
世
主
が
現
る
！
』
と
か
、『
ナ
ン

バ
ー
１
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ベ
ル
ガ
ー
で
決
ま

り
！
』
な
ん
て
こ
と
を
盛
ん
に
書
き
立
て

た
。
そ
れ
で
私
は
ニ
キ
に
電
話
し
て
、
溜

ま
っ
て
い
た
鬱
憤
を
す
べ
て
吐
き
出
し
た

ん
だ
。『
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う

こ
と
だ
？　

ろ
く
で
も
な
い
マ
シ
ン
を
１

５
０
％
の
力
で
走
ら
せ
て
き
た
の
は
僕
だ

ぞ
。
こ
の
際
だ
か
ら
言
う
が
、
僕
は
フ
ェ

ラ
ー
リ
に
命
を
懸
け
て
い
る
ん
だ
。
そ
う

い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
を
差
し
置
い
て
、
こ
ん

な
記
事
を
書
か
せ
る
と
は
何
事
だ
。
が
っ

か
り
す
る
に
も
ほ
ど
が
あ
る
』
と
ね
。
そ

う
し
た
ら
ニ
キ
が
『
Ｏ
Ｋ
。
ジ
ャ
ン
、
君

の
言
い
分
は
分
か
っ
た
。
ギ
ャ
ラ
を
増
額

す
る
と
い
う
こ
と
で
話
を
つ
け
よ
う
と
思

う
が
ど
う
だ
？
』
と
言
う
ん
だ
。
ゲ
ル
ハ

ル
ト
と
の
契
約
は
今
さ
ら
動
か
せ
な
い
か

ら
、
金
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
魂
胆
さ
。

『
誰
も
金
が
欲
し
い
な
ん
て
言
っ
て
い
な

い
』
と
詰
め
寄
る
と
、
ニ
キ
か
ら
『
ま
あ
、

そ
う
怒
る
な
。
モ
ン
テ
ゼ
モ
ロ
と
相
談
す

る
か
ら
、
追
っ
て
連
絡
す
る
』
と
言
わ
れ

た
ん
だ
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
ニ
キ
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
、『
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
に
Ｆ

１
マ
シ
ン
を
１
台
、
進
呈
す
る
か
ら
、
そ

れ
で
機
嫌
を
直
せ
』
と
い
う
。『
あ
り
が

た
く
頂
戴
す
る
が
、
ナ
ン
バ
ー
２
ド
ラ
イ

バ
ー
は
絶
対
に
願
い
下
げ
だ
』
と
釘
を
刺

し
て
や
っ
た
よ
。
ニ
キ
は
、『
そ
れ
に
つ

い
て
は
心
配
す
る
な
』
と
言
っ
て
い
た
が
、

確
か
に
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
ね
。

　

翌
年
、
ジ
ャ
ン
が
現
場
で
指
揮
を
執
り

始
め
て
、
ハ
ッ
キ
リ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

新
品
の
ギ
ヤ
ボ
ッ
ク
ス
や
特
注
ノ
ー
ズ
が

ひ
と
つ
し
か
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
そ
れ
を
実
戦
に
投
入
す
る
こ
と
は

な
い
。
２
台
の
マ
シ
ン
に
同
時
に
装
着
す

る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん

だ
ま
ま
か
、そ
の
ど
ち
ら
か
だ
っ
た
ん
だ
」

│
│
Ｆ
92
Ａ
は
、
電
気
系
や
そ
の
他
の
付

属
品
も
す
べ
て
セ
ッ
ト
で
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
か
。

「
全
部
、
揃
っ
て
い
る
よ
。
フ
ィ
オ
ラ
ノ

で
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
時
に
、
使
用
済

み
の
タ
イ
ヤ
も
自
分
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
ん
で
自
宅
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
が
、

今
も
そ
の
ま
ま
置
い
て
あ
る
ん
だ
。
で
も
、

一
度
も
マ
シ
ン
を
走
ら
せ
た
こ
と
は
な
い
」

│
│
い
つ
か
は
コ
ー
ス
で
出
て
、
Ｆ
92
Ａ

を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
た
い
で
す
か
。

「
実
際
に
マ
シ
ン
を
走
ら
せ
る
と
な
る
と
、

費
用
が
結
構
高
く
つ
く
か
ら
ね
…
…
。
で

も
肝
心
な
こ
と
は
、
か
つ
て
ド
ラ
イ
ブ
し

た
Ｆ
１
マ
シ
ン
が
自
分
の
手
元
に
あ
る
と

い
う
こ
と
さ
。
シ
ー
ト
、
ハ
ー
ネ
ス
、
ペ

ダ
ル
位
置
、
す
べ
て
が
自
分
専
用
に
セ
ッ

ト
さ
れ
た
30
年
前
の
マ
シ
ン
が
、
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
ん
だ
。
す
ご
い
こ
と
だ
よ
。

実
は
、
90
年
型
の
テ
ィ
レ
ル
の
マ
シ
ン
も

あ
る
ん
だ
」

│
│
実
際
に
サ
ー
キ
ッ
ト
で
走
ら
せ
る
と

な
る
と
大
変
で
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
特

別
な
マ
シ
ン
を
手
元
に
置
き
、
い
つ
で
も

気
が
向
い
た
時
に
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
幸
福

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

「
そ
う
い
う
こ
と
さ
。
よ
く
分
か
っ
て
る

じ
ゃ
な
い
か（
笑
）。最
高
の
幸
せ
だ
よ
！
」
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　フェラーリにとって1992年は、“災厄”と

呼ぶにふさわしいシーズンとなってしまった。

コンストラクターズ選手権は４位止まり。ジ

ャン・アレジがスペインGPとカナダGPで２

度の３位入賞を果たし、ドライバーズ選手権

７位につけたものの、未勝利のままシーズン

を終える極度の不振は、名門スクーデリアに

あるまじき失態である。

　フェラーリF92Aのパフォーマンスが期待

外れに終わり、そのあおりをモロに受けたの

がイワン・カペリだ。意のままにならないマ

シンに手を焼き、２度の入賞（ブラジルGP

の５位、ハンガリーGPの６位）が精一杯と

いう有り様。せっかく築き上げた評判も地に

堕ち、最後はニコラ・ラリーニに追われるよ

うにチームを去っている。

　当時、不振の原因は、F92Aの複雑な空力

コンセプトにあるのではないか、と盛んに噂

されていた。しかし、アレジの見立てはどう

も違うらしい。

「フェラーリ製V12エンジンは、内輪で“ブ

ローバイ”と命名されたある欠陥を抱えてい

た。燃焼室内のピストンリング部分からオイ

ルが漏れる症状で、その程度にもよるがパワ

ーの落ち込みが大きかった。僕の印象では、

おそらく40馬力くらいはロスしていたんじ

ゃないかな。みんなも知っているとおり、フ

ェラーリというチームにはエンジンを批判さ

れることを極端に嫌う伝統がある。そんな事

情も手伝って、ただでさえ複雑な空力部分に

責任を押しつけてしまえばいい……というこ

とになったのだと思う」

　この問題によりオイル消費が増えていった

対策として、フェラーリは予備タンクをひと

つ増設するというアイデアを思いつく。重量

増はもとより覚悟のうえだが、パワー不足は

いかんともしがたかった。「ストレートでの

最高速は、91年型フェラーリ・エンジンを

搭載したBMSダラーラの方が上」という報

告を受けたエンジニアが、わざわざ古いエン

ジンに載せ替えたF92Aで試したところ、や

はり型落ちエンジンの方が速かった……とい

う笑えないエピソードまで生まれたほどであ

る。

　しかも、問題はそれだけではなかった。イ

モラから投入された横置きギヤボックスが、

空力コンセプトの肝であるダブルフロアの効

果を減殺するという事実が判明したのだ。当

時、フェラーリでデザイナーを務めていたジ

ャン-クロード・ミジョーは、現在に至る今

もシャシーは上出来だったと信じて疑わない。

ギヤボックスは縦置きで、まともなエンジン

さえあれば、「かなりの結果を出すことがで

きたはずだ」というのだ。

直感的なドライバー

　南アフリカGPでアレジが見舞われたオイ

ル供給の問題は開幕戦ということもあり、苦

難のシーズンを予感させる出来事だったかも

しれない。その証拠に、フェラーリは一度も

レース距離を走破したことがないまま、翌戦

のメキシコGPに向けて旅立ったのだ。早く

も顕在化したマシントラブルについて、アレ

ジは次のように語っている。

「エンジンの問題とは別にトラクション不足

カナダGPでは上位陣が次々とトラブル

でリタイアするなか、最後まで生き残

って３位表彰台を獲得。優勝したベル

ガーとパルクフェルメで称え合った

の悩みを抱えていたし、概ね

アンダーステアのマシンが、

あるところから一気にオーバ

ーステアに転じてしまうのも

気になっていた。ブラジル

GPで４位に入ることができ

たのは、単にリタイアが多か

ドライバーの技量の差が明らかになるウエット路面で

アレジはたびたび超人的なマシンコントロールを見せた
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マシント
ラブルが

多く戦闘
力も低い

F92Aを
操りなが

ら

アグレッ
シブな走

りと持ち
前の闘争

本能で

時おり光
るパフォ

ーマンス
を発揮し

ていたジ
ャン・アレ

ジ

全身全霊
を懸けて

レースに
挑む姿は

、多くのフ
ァンの心

を掴んで
いた

Text/Mathias Brunner

Translation/Yutaka Mita

Photos/Motorsport Images, SAN-EI

走らない
マシンで

孤軍奮闘
したアレ

ジ

ったせいさ」

　スペインGPの３位表彰台は、ウエット

路面で超人的なマシンコントロールを披露

したアレジのお手柄だ。コンディションが

難しければ難しいほど、ドライバーの技量

の差が明らかとなる。それを身をもって証

明したレースだった。「自分でもビックリ

している。マシンがドライ用に設定されて

いたので、ますます驚きだよね」とアレジ。

　決勝と同じくらい予選が重要なモナコ

GPで、アレジは４番グリッドを獲得するが、

レースでこれが活かされることはなかった。

「スタートしてすぐにギヤボックスが言う

ことを聞かなくなった。その後、ミハエル

（シューマッハー）とぶつかって、ギヤボ

ックスの制御系が壊れたのが運の尽きさ」

　カナダGPで再び３位を得た時のアレジ

のコメントはこうだ。

「表彰台に上がるのはいつだって気分がい

い。でも正直に打ち明けると、今回もライ

バルが次々と脱落してくれたおかげで、僕

らが速かったわけじゃないんだ」

　続く７戦のうち、完走できたのはドイツ

GPの５位のみ。アレジは言う。

「上位グリッドを狙って、一発好タイムを出

すという走りなら、何とか問題をカバーでき

た。雨が降ったりとか、難しいコンディショ

ンの時も、ボロを出さずにやれることが多か

った。なぜかというと、僕が直感的にマシン

を操るタイプのドライバーだからだ。でも路

面がドライだと、それがほとんど役に立たな

いというわけさ。フェラーリははっきり言っ

て遅かったし、信頼性もひどいものだった。

消火器が暴発したイギリスGPが典型的な例

だね。でも、僕はイワンよりは何とか対応で

きたので、まだ救われた方だよ。彼にとって

は、自信を持ってドライブするのはとても無

理……というマシンだったんだろうね」

　さらに、アレジはこう続ける。

「モンツァ（イタリアGP）は、すごく悔し

かった。３番グリッドからスタートして４番

手を走行していた時に、いきなり燃圧に問題

が出てしまったんだ。どんなに調子が悪くて

も、いつも熱心に応援してくれるティフォシ

に全身全霊で報いたかったのに、それができ

なかったのが残念でならない」

　６番手につけていたカペリが同じラップで

スピンを喫し、リタイアしてしまったことも

悔しさを倍加させたに違いない。

　最終戦オーストラリアGPを４位でフィニ

ッシュし、多難なシーズンを戦い終えたアレ

ジはこう総括した。

「最後をまあまあのかたちで締め括ることが

できて良かった。自分の走りには納得してい

るが、マシンはまだまだ遅すぎる。シーズン

が終わる時はいつも寂しい気持ちになるが、

今年はそれほどでもないかな」

　トータルで見れば、“不出来”と言われて

も仕方がないF92Aが、折に触れ感嘆符付き

で誌面を飾ることになったのは、ひとえにア

レジの敢闘精神の賜物だと言っていい。かく

言う筆者も取材を通じて、アレジの底知れぬ

モチベーションにしばしば驚かされることに

なった。92年シーズンの開幕前に彼が語っ

ていたのは、「エストリルのテストで、マシ

ンが速くないことが分かった。だから、あま

り多くを期待していない」というコメント。

それでも、ひとたびレースが始まれば常に全

力でプッシュするアレジの姿にすっかり魅了

され、目の離せない存在だった。だから、テ

ィフォシも彼のことを愛してやまなかったの

だ──。
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後悔するようなことはひとつもないし

誰ひとりとして恨んでもいない

こういうキャリアを歩んだのも運命だ

　モータースポーツの世界もご多分に漏れず

「タラ・レバ」の話であふれている。ジャン

・アレジほどの才能の持ち主がF1キャリア

通算わずか１勝というのは、私に言わせれば、

百鬼夜行のF1業界でも飛び切りタチの悪い

ジョークにも思えてしまう。1995年6月11日、

カナダGPを制したのが、彼にとっては最初

で最後のグランプリウイン。奇しくも自身

31回目の誕生日に当たり、祝いに華を添え

るかたちとなったのがせめてもの慰めだ。

　フランス・アヴィニョンで生まれ育ったが、

両親はマフィアの故郷で知られるシシリー島

の出身。生来のカリスマ性は、そんな出自と

も関係しているのかもしれない。実力的に言

っても、ワールドチャンピオンを手にしてい

ても不思議ではなかった。それでは、なぜそ

うはならなかったのか？　90年代半ばにグ

ランプリシーンを席巻したウイリアムズに移

籍しようと思えばできたのに、イタリアンル

ーツの血が騒ぎ、よりにもよって一大スラン

プに陥ったフェラーリを選んでしまったこと

が原因だ。

　フェラーリF92Aが手に余る失敗作で、シ

ャシーとエンジンのどちらも難題を抱えてい

る……とアレジが気づき始めた頃、ナイジェ

ル・マンセルとリカルド・パトレーゼのウイ

リアムズ・コンビはFW14Bを駆り、破竹の

連勝街道を突っ走っていた。全16戦で争わ

れた92年シーズン、ポールポジションを逃

したのが１回のみと聞けば、当時のウイリア

ムズの速さがいかに突出していたか分かるだ

ろう。マンセルは開幕10戦で８勝を挙げ、

ほとんど鼻唄交じりでタイトル争いを制して

いる。その快進撃を支えたFW14Bが、運命

の歯車がひとつズレただけでアレジのものに

なっていたかもしれない、という話だ。

手にしていた３つの契約

　ティレルでの大活躍により一躍スターダム

にのし上がったアレジが、90年後半の一時期、

すでにサインを済ませた３つの契約を同時に

手にしていた……というのは知る人ぞ知る有

名なエピソードである。その３つとはティレ

ル、フェラーリ、そしてウイリアムズ。誰も

が知る結果論で言うと、アレジは90年限り

でティレルと袂を分かち、翌91年から５シ

ーズンをフェラーリで過ごすことになる。

　一方、ウイリアムズとの間にあった取り決

めは、契約期間３年縛りの優先的交渉権とも

言うべきもので、89年に成立したそれが90、

91年と自動更新されていたことを知る者は

そう多くはなかった。もし、ウイリアムズが

このオプション権を行使すれば、アレジは

91～93年の少なくとも３シーズンをこのイ

ギリス・グローブに本拠を置くチームで過ご

していたはず。なぜ、歯車はそのように動い

てくれなかったのか、アレジは次のように回

想する。

「ひどく込み入った話になるけど、私の弁護

士が警告してくれたのは、もしそれにサイン

すれば９月までウイリアムズに身柄を拘束さ

れて、挙げ句の果てに他のドライバーを採用

するのでオマエはいらないと言われる可能性

もある……ということだった」

　つまり７月までに取り決めが成立していな

い場合、ウイリアムズがアレジと契約する優

先権を９月まで保持するという内容だ。具体

的にはフランスGPの開催日が、その期限と

して設定されていた。

1991年シーズンに向け

た契約交渉でアレジの本

命はウイリアムズだった

が、フランク（左）はル

ノーの意向を理由になか

なか契約書にサインしな

い。その態度に業を煮や

したアレジは、すぐに契

約書を用意してくれたフ

ェラーリのモンテゼモロ

（右）とサイン。91～95年

まで跳ね馬に在籍した
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　アレジが「フランク・ウイリアムズに直接

会ってその真意を確かめたい」と思ったのは

当然だろう。なぜ、ここまで話を複雑にしな

ければならないのか？　アレジの素朴な疑問

にフランクは、「ルノーの意向を酌む必要が

あり、ウイリアムズの都合だけでは決められ

ない」と説明したという。そして「自分とし

ては、アレジ獲得をぜひともルノーに承諾さ

せたいと考えている」とも。「そこまで言わ

れたら、こちらもサインしようかって気にな

る。彼の言葉を信じたってわけだ」とアレジ。

老獪なフランク

　アメリカGPとモナコGPで２位入賞を果た

すなど、開幕４戦で目覚ましい活躍を披露し

たアレジ。オプションの期限であるフランス

GPで何か進展があるだろうと待ち構えてい

たが、ウイリアムズからは何の音沙汰もない。

迷った挙げ句にアレジは、再びフランクの元

を訪ねたという。

「挨拶もそこそこに、『今すぐ契約書にサイ

ンしてほしい』と切り出したんだ。すると彼

は、『契約書ならもうすでにあるじゃないか』

という。『違う、あれは契約なんかじゃなく

てただのオプションだ。91年は僕がウイリ

アムズのシートに座ると発表してもらいたい。

それがダメなら、僕もほかの選択肢を検討し

なければならないから』と伝えて、すぐに席

を立ったんだ。それくらい腹を立てていた」

　次いでマラネロに足を運んだアレジは、ル

カ・ディ・モンテゼモロに面談を申し込む。

そこで受けたオファーは、フェラーリとの３

年契約。しかも、ティレルとウイリアムズの

オプション権絡みで生じるかもしれない法的

問題も責任を持って処理してくれるというも

のだった。アレジは言う。

「その場で契約書を作成してくれたので、そ

れを持ってフランクのところへ行き、こう宣

言したんだ。『今ここで翌年の契約にサイン

してくれないのであれば、この契約書に署名

してフェラーリに送るが、それで構わない

か？』とね。フランクがこの期に及んでまだ

『優先権が……』と言い始めたので、さすが

に呆れて踏ん切りがついた。フェラーリと正

式に契約を取り交わし、ご覧のような仕儀と

相成ったわけさ」

　ウイリアムズは92年にマンセル、翌93年

はアラン・プロストを擁してワールドチャン

ピオンを手にした。94年はアイルトン・セ

ナの獲得に成功し、あのイモラの悲劇さえな

ければ、連覇が続いていたかもしれない。セ

ナ亡き後、デイモン・ヒルがミハエル・シュ

ーマッハーに僅差でタイトルを明け渡すもの

の、96年には奪還に成功。この衣鉢を継い

だジャック・ビルヌーブが97年のタイトル

を獲得している。

　もし、アレジがウイリアムズを駆っていた

としたら、いったいいくつの勝ち星……いや

タイトルを手にしていたことだろう。詮ない

疑問だが、F1史上最大級のチャンスを逃し

たことを、当のアレジは少しも後悔していな

いのだという。

「後悔するようなことはひとつもないし、誰

ひとりとして恨んでもいない。こういうキャ

リアを歩んだのも、ひとつの運命だ。F1通

算201レースを戦ったドライバー人生は、素

晴らしいのひと言に尽きる。ご縁はなかった

が、ウイリアムズが一度は僕を雇おうとして

くれたことに感謝しているよ」

F92Aではなく、アレジはFW14Bに乗っていたかも……で く 乗乗 て

自ら逃したF1史上最大級のチャンス。

1991年シーズン、フェラーリへ移籍したジャン・アレジだが

実は同時期に、ウイリアムズとのオプション契約も保持していた

そのまま本契約を締結していれば、92年のチャンピオンに輝いていた

可能性も大いにあるが、自身のキャリアを大きく変えたとも

言える決断を、本人は今、どう思っているのだろう──？

Text/Mathias Brunner
Translation/Yutaka Mita

Photos/Bernard Asset, Motorsport Images, XPB Images, SAN-EI
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1992年のフェラーリは歴史的ドン底を味わった

80年代に招聘した大物デザイナーの悪影響により

まさかこんなかたちで苦しめられることになろうとは

しかし、この凋落からマラネロは多くを学習し

黄金時代へ向け大きく舵を切ることになる

Text/Tetsuo Tsugawa
Photo/Bernard Asset

F92Aと

それを作り
出した者た

ちは

マラネロの
犠牲者

起
死
回
生
を
狙
っ
た
開
発

　

英
国
か
ら
ハ
ー
ベ
イ
・
ポ
ス
ル
ズ
ウ
エ

イ
ト
を
招
聘
し
、
数
年
間
の
成
功
に
満
足

し
な
が
ら
も
後
の
低
迷
を
糾
弾
、
直
ち
に

ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド

と
入
れ
替
え
た
。
そ
の
際
、
デ
ザ
イ
ン
と

開
発
の
す
べ
て
を
英
国
の
オ
フ
ィ
ス
に
委

託
す
る
契
約
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

正
確
に
言
え
ば
、
マ
ラ
ネ
ロ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
崩
壊
の
始
ま
り
は
こ
こ
か
ら
だ
。

　

確
か
に
バ
ー
ナ
ー
ド
作
の
６
４
０
と
、

そ
れ
に
搭
載
さ
れ
た
セ
ミ
オ
ー
ト
マ
の
開

発
は
、
時
代
を
先
駆
け
た
意
味
で
高
く
評

価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
マ
シ
ン
の
完
成
後

の
バ
ー
ナ
ー
ド
は
開
発
に
は
関
わ
ら
ず
、

マ
ラ
ネ
ロ
に
押
し
付
け
る
格
好
で
ベ
ネ
ト

ン
へ
移
籍
し
て
し
ま
っ
た
。
託
さ
れ
た
マ

ラ
ネ
ロ
は
、
不
完
全
な
ま
ま
の
設
計
・
開

発
組
織
で
す
べ
て
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
画
期
的
だ
っ
た
６
４
０
が

飛
び
抜
け
た
成
果
を
残
せ
な
か
っ
た
理
由

は
、
脆
弱
だ
っ
た
マ
ラ
ネ
ロ
の
開
発
力
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ニ
コ
ル
ス
が
バ
ー
ナ
ー

ド
の
後
を
引
き
受
け
た
。
６
４
０
の
発
展

型
６
４
１
並
び
に
６
４
１
／
２
を
90
年
に

投
入
し
、
タ
イ
ト
ル
ま
で
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
ま
で
善
戦
す
る
が
、
勝
負
の
シ
ー
ズ

ン
と
思
わ
れ
た
91
年
型
の
６
４
２
は
、
早

々
に
〝
限
界
〞
と
見
切
ら
れ
、
シ
ー
ズ
ン

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
突
貫
で
新
車
を
開
発

す
る
羽
目
に
な
っ
た
。
結
局
、
マ
ク
ラ
ー

レ
ン
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
６
４
３
で
も

成
績
は
上
向
か
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ア
ラ

　

Ｆ
92
Ａ
の
失
敗
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が

あ
っ
た
と
思
う
。
最
も
大
き
な
問
題
は
こ

の
時
期
マ
ラ
ネ
ロ
に
は
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ

ス
も
、
確
立
さ
れ
た
Ｒ
＆
D
も
存
在
せ
ず
、

と
て
も
堅
牢
な
組
織
と
は
言
い
が
た
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
の
Ｆ
１
参
戦
は
70
年
を
超

え
、
現
在
ま
で
一
度
も
欠
場
な
く
走
り
続

け
て
き
た
唯
一
無
二
の
チ
ー
ム
。
し
か
し
、

そ
の
歴
史
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
い
。

好
不
調
の
波
が
大
き
く
、
歴
史
的
に
見
れ

ば
「
負
」
の
時
代
の
方
が
は
る
か
に
「
好
」

よ
り
多
い
。

　

残
念
だ
が
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
長
年
ア
ン
グ

ロ
・
イ
タ
リ
ア
に
固
執
し
て
き
た
。
し
か

し
、
低
迷
す
る
ス
ク
ー
デ
リ
ア
の
体
た
ら

く
に
我
慢
な
ら
な
い
〝
主
〞
エ
ン
ツ
ォ
は
、

ニ
キ
・
ラ
ウ
ダ
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
シ
ェ
ク
タ

ー
、
そ
し
て
３
１
２
Ｔ
時
代
の
終
焉
を
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
建
て
直
し
に
慣
例
を
破
る

外
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
雇
用
を
受
け
入
れ

て
い
く
。
こ
こ
か
ら
渾
沌
の
時
代
が
始
ま

っ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

諸悪の根
源はバー

ナードに
あり!?
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ン
・
プ
ロ
ス
ト
を
有
し
な
が
ら
５
年
ぶ
り

の
未
勝
利
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
Ｆ
92
Ａ

は
そ
ん
な
低
迷
機
の
ス
ク
ー
デ
リ
ア
が
起

死
回
生
を
狙
っ
て
開
発
し
た
意
欲
作
だ
っ

た
わ
け
だ
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
責
任
で
は
な
い

　

ニ
コ
ル
ス
と
ジ
ャ
ン
‐
ク
ロ
ー
ド
・
ミ

ジ
ョ
ー
が
開
発
し
た
Ｆ
92
Ａ
は
、
斬
新
な

容
姿
で
世
間
を
驚
か
せ
た
。
当
初
、
ダ
ブ

ル
フ
ロ
ア
は
「
画
期
的
」
と
高
評
価
を
得

て
い
た
が
、
開
発
陣
の
思
惑
ど
お
り
に
は

機
能
せ
ず
、
結
果
的
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
史
上

１
位
、
２
位
を
争
う
〝
汚
点
車
〞
の
レ
ッ

テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
非
力
な
エ

ン
ジ
ン
パ
ワ
ー
が
足
を
引
っ
張
っ
た
こ
と

が
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
文
律
の
ご

と
く
そ
こ
は
言
及
さ
れ
ず
に
車
体
の
失
敗

を
糾
弾
す
る
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　

失
速
の
原
因
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
失

敗
で
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
す
べ

て
の
元
凶
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
マ
シ
ン
作

り
へ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
イ
タ
リ

ア
式
組
織
の
不
毛
さ
の
表
れ
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
成
功
者
の
こ
と
は
ち
や
ほ
や
持

ち
上
げ
て
も
、
わ
ず
か
な
失
敗
に
は
鬼
の

首
を
取
っ
た
よ
う
に
叱
責
さ
れ
、
低
迷
の

原
因
と
責
任
を
押
し
付
け
ら
れ
お
払
い
箱

に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
次
な
る
ビ
ッ
グ
ネ

ー
ム
を
物
色
し
て
は
招
き
入
れ
る
、
そ
れ

の
繰
り
返
し
だ
。
し
た
が
っ
て
壁
際
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
技
術
者
た
ち
は
起
死
回
生

の
賭
け
に
身
を
投
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

ま
さ
に
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
。

　

現
行
Ｆ
１
の
空
力
で
言
え
ば
ダ
ブ
ル
フ

ロ
ア
は
あ
り
得
な
い
手
法
で
、
ポ
ン
ツ
ー

ン
下
部
の
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
を
同
じ
視
点

で
ダ
ブ
ル
フ
ロ
ア
を
語
る
者
も
い
る
が
、

効
果
も
意
味
も
ま
っ
た
く
違
う
も
の
。
当

時
の
ミ
ジ
ョ
ー
の
空
力
は
、
航
空
機
を
原

点
と
し
た
エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
歴
史

の
序
文
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
・

開
発
が
進
ん
だ
地
上
を
走
る
Ｆ
１
型
エ
ア

ロ
の
分
野
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
相
当

か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。

　

競
争
力
の
高
い
ク
ル
マ
を
求
め
る
チ
ー

ム
に
対
し
て
短
時
間
で
そ
れ
を
カ
タ
チ
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
考
え
る
と
、

脆
弱
な
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
で
は
時
間
を

か
け
た
風
洞
実
験
も
で
き
な
い
。
こ
れ
で

は
感
覚
で
Ｆ
１
マ
シ
ン
を
作
る
よ
う
な
も

の
だ
。

失
敗
か
ら
の
学
び

　

Ｆ
92
Ａ
の
失
敗
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
バ

ー
ナ
ー
ド
と
契
約
し
た
際
に
デ
ザ
イ
ン
オ

フ
ィ
ス
の
権
限
の
す
べ
て
を
イ
ギ
リ
ス
に

譲
渡
し
た
こ
と
を
起
源
に
生
じ
た
顛
末
だ

と
私
は
信
じ
て
い
る
。
こ
の
間
の
フ
ェ
ラ

ー
リ
は
開
発
組
織
を
す
べ
て
捨
て
、
イ
ギ

リ
ス
産
の
カ
ス
タ
マ
ー
カ
ー
を
高
額
で
購

入
し
て
い
た
の
と
同
じ
。
そ
し
て
、
そ
の

購
入
先
と
の
取
引
が
な
く
な
る
と
慌
て
て

自
前
の
ク
ル
マ
を
作
ろ
う
と
し
て
も
、
蓄

積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
開
発
組
織
が
な
い
の

だ
か
ら
ま
と
も
な
ク
ル
マ
を
生
み
出
せ
る

わ
け
が
な
い
。

　

思
う
に
、
Ｆ
92
Ａ
の
あ
の
類
似
性
の
な

い
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ク
ル
マ
が
生
ま

れ
た
背
景
と
そ
れ
は
密
接
に
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
い
か
な
る
天
才
で
も

こ
の
状
況
下
で
は
ま
と
も
な
仕
事
な
ど
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

　

フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
92
年
の
途
中
に
再
び

バ
ー
ナ
ー
ド
を
呼
び
戻
し
、
も
う
一
度
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
す
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
マ
ラ
ネ
ロ
と
ひ
と
つ
だ
け
大
き
く
異

な
っ
て
い
た
の
は
、
２
度
目
の
過
ち
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
、
真
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
こ
と
だ
。
ひ
と

り
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
が
す
べ
て
を
変
え
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
の
は
屈
強
な

組
織
力
で
あ
る
こ
と
に
。
ジ
ャ
ン
・
ト
ッ

ド
が
そ
の
指
揮
者
に
選
ば
れ
、
そ
こ
か
ら

ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
、
ロ
ス
・

ブ
ラ
ウ
ン
、
ロ
リ
ー
・
バ
ー
ン
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
集
め
て
い

く
。
Ｆ
92
Ａ
の
失
敗
は
、
後
の
大
成
の
源

に
な
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

私
は
今
で
も
Ｆ
92
Ａ
と
そ
れ
を
作
り
出

し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ

の
イ
タ
リ
ア
ン
マ
イ
ン
ド
の
混
沌
に
潰
さ

れ
た
犠
牲
者
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

F92Aの
失敗は、

後のフェ
ラーリ大

成の源に
なってい

く
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記
録
づ
く
め
で
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
マ
ン
セ
ル
が
念
願
の
王
座
に
就
き

ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
は
ホ
ン
ダ
最
終
年
に
健
闘
も
連
覇
は
で
き
ず

初
優
勝
を
遂
げ
た
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
や

ミ
カ
・
ハ
ッ
キ
ネ
ン
ら
気
鋭
の
若
手
た
ち
が
世
代
交
代
を
促
し

休
養
中
の
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
が
最
速
の
シ
ー
ト
を
も
の
に
し
た

１
９
９
２
年
の
Ｆ
１
世
界
選
手
権
を
振
り
返
る

T
e
x
t/K

a
zu

y
a
 T

a
k
e
m

u
ra

 P
h

o
to

s
/K

e
n

ji S
a
w

a
d

a

　

92
年
は
３
・
５
ℓ
自
然
吸
気
エ
ン
ジ
ン
規
定

４
年
目
、
エ
ン
ジ
ン
パ
ワ
ー
だ
け
で
は
勝
て
な

く
な
り
、
シ
ャ
シ
ー
性
能
と
合
わ
せ
た
パ
ッ
ケ

ー
ジ
が
重
要
視
さ
れ
た
時
代
。
そ
の
最
適
解
は

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ル
ノ
ー
だ
っ
た
。
前
年
ア
イ

ル
ト
ン
・
セ
ナ
＋
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
・
ホ
ン
ダ
に

惜
敗
し
た
空
力
マ
シ
ン
Ｆ
Ｗ
14
に
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
追
加
装
備
し
た
Ｆ
Ｗ
14

Ｂ
を
投
入
。
操
る
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
マ
ン
セ
ル
は

開
幕
５
連
勝
し
、
第
11
戦
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
早
く

も
悲
願
の
初
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
奪
取
し
た
。

　

し
か
し
第
13
戦
イ
タ
リ
ア
の
決
勝
朝
、
同
年

限
り
で
の
Ｆ
１
引
退
を
電
撃
的
に
発
表
。
翌
年

の
契
約
金
等
で
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
と
揉
め
た
よ
う

だ
。
結
局
マ
ン
セ
ル
は
翌
年
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
に

参
戦
、
最
速
の
シ
ー
ト
は
休
養
中
だ
っ
た
ア
ラ

ン
・
プ
ロ
ス
ト
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

1992年F１世界選手権ランキング
ドライバーズ

順位 ドライバー マシン 総得点（優勝回数）

1 ナイジェル・マンセル ウイリアムズ・ルノー 108（9）

2 リカルド・パトレーゼ ウイリアムズ・ルノー 56（1）

3 ミハエル・シューマッハー ベネトン・フォード 53（1）

4 アイルトン・セナ マクラーレン・ホンダ 50（3）

5 ゲルハルト・ベルガー マクラーレン・ホンダ 49（2）

6 マーティン・ブランドル ベネトン・フォード 38

7 ジャン・アレジ フェラーリ 18

8 ミカ・ハッキネン ロータス・フォード 11

9 アンドレア・デ・チェザリス ティレル・イルモア 8

10 ミケーレ・アルボレート フットワーク・無限ホンダ 6

11 エリック・コマス リジェ・ルノー 4

12 カール・ベンドリンガー マーチ・イルモア 3

13 イワン・カペリ フェラーリ 3

14 ティエリー・ブーツェン リジェ・ルノー 2

14 ピエルルイジ・マルティニ ダラーラ・フェラーリ 2

14 ジョニー・ハーバート ロータス・フォード 2

17 ベルトラン・ガショー ベンチュリー・ランボルギーニ 1

17 クリスチャン・フィッティパルディ ミナルディ・ランボルギーニ 1

17 ステファノ・モデナ ジョーダン・ヤマハ 1

順位 コンストラクター 得点（優勝回数）

1 ウイリアムズ・ルノー 164（10）

2 マクラーレン・ホンダ 99（5）

3 ベネトン・フォード 91（1）

4 フェラーリ 21

5 ロータス・フォード 13

6 ティレル・イルモア 8

7 フットワーク・無限ホンダ 6

7 リジェ・ルノー 6

9 マーチ・イルモア 3

10 ダラーラ・フェラーリ 2

11 ベンチュリー・ランボルギーニ 1

11 ミナルディ・ランボルギーニ 1

11 ジョーダン・ヤマハ 1

コンストラクターズ

　

前
年
こ
そ
セ
ナ
は
３
度
目
の
王
座
に
就
く
が
、

旧
態
化
し
た
シ
ャ
シ
ー
に
ハ
イ
テ
ク
化
が
遅
れ

た
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
で
は
タ
イ
ト
ル
防
衛
ど
こ
ろ

か
フ
ル
参
戦
１
年
目
の
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ

ッ
ハ
ー
＋
ベ
ネ
ト
ン
・
フ
ォ
ー
ド
と
選
手
権
２

位
を
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
始
末
。
そ
し
て

こ
の
年
、
ホ
ン
ダ
が
第
二
期
活
動
を
終
了
し
た
。

　

大
健
闘
は
フ
ォ
ー
ド
Ｖ
８
で
選
手
権
５
位
に

つ
け
た
ロ
ー
タ
ス
。
前
年
快
走
し
た
ジ
ョ
ー
ダ

ン
は
、
フ
ォ
ー
ド
Ｖ
８
か
ら
ヤ
マ
ハ
Ｖ
12
に
替

え
た
も
の
の
成
績
は
大
き
く
後
退
。
同
じ
く
Ｖ

12
搭
載
の
ス
ク
ー
デ
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
／
ベ
ン

チ
ュ
リ
ー
／
ミ
ナ
ル
デ
ィ
も
低
迷
し
、
長
大
で

重
い
Ｖ
12
勢
は
厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
た
。

　

日
本
人
は
鈴
木
亜
久
里
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

移
籍
、
片
山
右
京
が
ベ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ラ
ル
ー

ス
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
す
る
が
、
共
に
入
賞
な
ら
ず
。

デビューからちょうど１年後のベルギーGPでシューマッハー

は初優勝を遂げた。ウイリアムズ勢に次ぐ選手権３位は見事

オフにリジェ・ルノーをテスト。一時は同チーム

買収に動いたプロストは結局ウイリアムズ入り

非力なロータスで４強に迫った若手⑪ハッキネン。その才能

を買われ、翌年マクラーレンが抜擢。セナの同僚に収まる

⑤マンセルに挑む①セナだが、ウイリアムズ・ルノーとマクラーレン・ホンダの戦闘力の差は歴然。それでも新王者とな

ったマンセルが計９勝を挙げたの対し、モナコを含む３勝で抗したのはひとえにセナの走りによるところが大きかった

無
敵
マ
ン
セ
ル
、
16
戦
９
勝
で
初
戴
冠
も
…
…
!?



フェラーリF92A／F92AT全成績
金曜日 土曜日 日曜日

No.　ドライバー（シャシーNo.） フリー走行１回目／順位 予選１回目／順位 フリー走行２回目／順位 予選２回目／順位 予選
順位

決勝朝ウォームアップ
／順位

レース中ベストタイム
／周回／順位 決勝結果

第１戦　３／１　南アフリカGP（キャラミ）　曇／ドライ　4.261km×72周＝306.792km　参加30台・決勝出走26台・完走13台

27 アレジ（131） 1'18"184／５ 1'18"388／６ 1'18"087／５ 1'17"208／５ 5 1'21"072／６ 1'20"332／35周目／７ Ｒ／40周（エンジン）

28 カペリ（132） 1'18"904／７ 1'19"039／９ 1'18"725／７ 1'18"387／９ 9 1'21"856／13 1'21"376／28周目／19 Ｒ／28周（エンジン）

ラップリーダー：（1-72＝マンセル）

第２戦　３／22　メキシコGP（メキシコシティ）　晴／ドライ　4.421km×69周＝305.049km　参加30台・決勝出走26台・完走13

27 アレジ（131） 1'21"389／10 1'21"434／21 1'19"354／９ 1'19"417／10 10 1'20"457／８ 1'20"965／21周目／14 Ｒ／31周（エンジン）

28 カペリ（132） 1'22"741／20 1'20"223／12 1'20"659／23 1'21"120／24 20 1'21"986／19 ────────── Ｒ／０周（アクシデント）

ラップリーダー：（1-69＝マンセル）

第３戦　４／５　ブラジルGP（インテルラゴス）　晴／ドライ　4.325km×71周＝307.075km　参加32台・決勝出走26台・完走10台

27 アレジ（131） 1'19"734／７ 1'19"340／６ 1'18"873／６ 1'18"647／６ 6 1'20"763／４ 1'22"048／52周目／７ 4

28 カペリ（132） 1'21"559／23 1'19"895／13 1'19"688／12 1'19"300／10 11 1'21"033／８ 1'22"116／40周目／９ 5

ラップリーダー：（1-31＝パトレーゼ、32-71＝マンセル）

第４戦　５／３　スペインGP（バルセロナ）　雨／ウエット　4.747km×65周＝308.555km　参加32台・決勝出走26台・完走12台

27 アレジ（131） 1'22"577／９ 1'22"746／８ 1'48"241／１ 1'45"903／１ 8 1'42"779／３ 1'43"469／43周目／６ 3

28 カペリ（135） 1'22"304／７ 1'22"413／５ 2'01"293／16 1'52"319／10 5 1'44"636／８ 1'44"032／11周目／７ 10

ラップリーダー：（1-65＝マンセル）

第５戦　５／17　サンマリノGP（イモラ）　晴／ドライ　5.040km×60周＝302.400km　参加32台・決勝出走26台・完走14台

27 アレジ（131） 1'23"747／４ 1'23"970／６ 1'23"742／４ 1'24"103／５ 7 1'27"613／８ 1'28"071／38周目／６ Ｒ／39周（アクシデント）

28 カペリ（135） 1'25"029／７ 1'24"274／７ 1'24"802／７ 1'24"192／７ 8 1'29"142／16 1'29"832／10周目／17 Ｒ／11周（スピンオフ）

ラップリーダー：（1-60＝マンセル）

第６戦　５／31　モナコGP（モンテカルロ市街）　曇／ドライ　3.328km×78周＝259.584km　参加32台・決勝出走26台・完走12台

27 アレジ（131） 1'24"384／９ 1'22"942／５ 1'21"672／４ 1'20"895／４ 4 1'25"118／４ 1'24"827／25周目／７ Ｒ／28周（電気系統）

28 カペリ（135） 1'24"620／11 1'23"813／10 1'22"799／８ 1'22"119／８ 8 1'25"776／11 1'25"032／28周目／10 Ｒ／60周（アクシデント）

ラップリーダー：（1-70＝マンセル、71-78＝セナ）

第７戦　６／14　カナダGP（モントリオール）　晴／ドライ　4.430km×69周＝305.670km　参加32台・決勝出走26台・完走14台

27 アレジ（131） 1'22"323／６ 1'21"777／７ 1'21"856／５ 1'22"033／７ 8 1'24"334／７ 1'23"774／45周目／７ 3

28 カペリ（135） 1'23"945／19 1'22"297／８ 1'25"207／25 1'26"259／29 9 1'25"587／18 1'25"500／14周目／21 Ｒ／18周（アクシデント）

ラップリーダー：（1-37＝セナ、38-69＝ベルガー）

第８戦　７／５　フランスGP（マニクール）　曇時々雨／ドライ＆ウエット　4.250km×69周＝293.250km　参加30台・決勝出走26台・完走11台

27 アレジ（136） 1'16"967／６ 1'17"686／８ 1'15"947／６ 1'16"118／６ 6 1'29"132／２ 1'18"431／44周目／３ Ｒ／61周（エンジン）

28 カペリ（133） 1'19"448／21 1'18"152／９ 1'16"698／９ 1'16"443／８ 8 1'35"544／23 1'19"324／36周目／10 Ｒ／38周（電気系統）

ラップリーダー：（1-20＝パトレーゼ、21-69＝マンセル）

第９戦　７／12　イギリスGP（シルバーストン）　曇／ドライ　5.226km×59周＝308.334km　参加32台・決勝出走26台・完走17台

27 アレジ（131） 1'23"650／６ 1'23"723／８ 1'25"069／11 1'39"961／３ 8 1'27"592／９ 1'26"035／36周目／７ Ｒ／43周（消火器）

28 カペリ（133） 1'25"307／14 1'24"558／14 1'25"205／13 1'41"734／10 14 1'27"726／11 1'26"871／43周目／10 9

ラップリーダー：（1-59＝マンセル）

第10戦　７／26　ドイツGP（ホッケンハイム）　晴／ドライ　6.815km×45周＝306.675km　参加32台・決勝出走26台・完走16台

27 アレジ（137） 1'43"580／６ 1'42"563／６ 1'42"115／６ 1'40"959／５ 5 1'45"077／６ 1'44"099／38周目／７ 5

28 カペリ（133） 1'45"263／16 1'43"744／11 1'44"742／24 1'42"748／12 12 1'45"947／10 1'46"029／12周目／20 Ｒ／21周（エンジン）

ラップリーダー：（1-14＝マンセル、15-19＝パトレーゼ、20-45＝マンセル）

第11戦　８／16　ハンガリーGP（ブダペスト）　晴／ドライ　3.968km×77周＝305.536km　参加31台・決勝出走26台・完走11台

27 アレジ（137） 1'20"318／12 1'19"511／10 1'18"481／５ 1'18"665／９ 9 1'20"057／４ 1'23"307／13周目／12 Ｒ／14周（スピン）

28 カペリ（133） 1'19"915／９ 1'19"313／９ 1'19"807／12 1'18"765／10 10 1'22"508／15 1'22"620／27周目／９ 6

ラップリーダー：（1-38＝パトレーゼ、39-77＝セナ）

第12戦　８／30　ベルギーGP（スパ‐フランコルシャン）　曇時々雨／ドライ→ウエット→ドライ　6.974km×44周＝306.856km　参加30台・決勝出走26台・完走18台

27 アレジ（137） 1'57"769／12 1'54"438／５ 2'16"759／６ 2'11"360／３ 5 1'58"617／８ 2'15"494／１周目／19 Ｒ／７周（スピンオフ）

28 カペリ（133） 1'57"818／13 1'56"075／12 2'27"255／21 2'15"529／16 12 1'59"422／10 2'16"933／25周目／22 Ｒ／25周（エンジン）

ラップリーダー：（1＝セナ、2-3＝マンセル、4-6＝パトレーゼ、7-10＝セナ、11-33＝マンセル、34-44＝シューマッハー）

第13戦　９／13　イタリアGP（モンツァ）　晴／ドライ　5.800km×53周＝307.400km　参加28台・決勝出走26台・完走11台

27 アレジ（137） 1'24"285／５ 1'22"976／３ 1'24"584／６ 1'23"333／３ 3 1'26"745／２ 1'29"508／11周目／12 Ｒ／12周（エンジン）

28 カペリ（136） 1'25"694／16 1'24"877／８ 1'26"086／19 1'24"321／７ 7 1'28"417／13 1'29"639／10周目／14 Ｒ／12周（スピンオフ）

ラップリーダー：（1-19＝マンセル、20-47＝パトレーゼ、48-53＝セナ）

第14戦　９／27　ポルトガルGP（エストリル）　晴／ドライ　4.350km×71周＝308.850km　参加26台・決勝出走26台・完走14台

27 アレジ（137） 1'17"061／９ 1'16"937／10 1'17"115／10 1'16"884／９ 10 1'21"347／９ 1'21"638／９周目／19 Ｒ／12周（スピンオフ）

28 カペリ（136） 1'18"714／23 1'18"030／21 1'17"705／16 1'17"287／16 16 1'22"101／16 1'21"799／28周目／20 Ｒ／34周（エンジン）

ラップリーダー：（1-71＝マンセル）

第15戦　10／25　日本GP（鈴鹿）　晴／ドライ　5.864km×53周＝310.792km　参加26台・決勝出走26台・完走15台

27 アレジ（133） 1'42"622／８ 1'42"824／15 1'58"799／２ ────── 15 1'47"353／18 1'45"455／34周目／12 5

28 ラリーニ（134） 1'43"840／17 1'42"488／11 2'06"788／12 ────── 11 1'48"156／23 1'45"661／35周目／16 12

ラップリーダー：（1-35＝マンセル、36-53＝パトレーゼ）

第16戦　11／８　オーストラリアGP（アデレード市街）　曇／ドライ　3.780km×81周＝306.180km　参加26台・決勝出走26台・完走13台

27 アレジ（133） 1'16"638／７ 1'16"091／６ 1'16"705／８ 1'17"213／６ 6 1'18"667／７ 1'19"119／65周目／13 4

28 ラリーニ（134） 1'18"776／25 1'17"465／19 1'18"504／21 1'18"618／17 19 1'19"595／９ 1'19"202／75周目／14 11

ラップリーダー：（1-18＝マンセル、19-50＝パトレーゼ、51-81＝ベルガー）

（第１～11戦は２台とも、および第12戦のカペリはF92A。第12戦のアレジ、および第13～16戦は２台ともF92AT）
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Brabham

BT55

両肩が露出する異様に低い超偏平マシンはゴードン・マーレイの意欲作

しかし、先進的すぎたコンセプトは机上の空論を抜け出せず

名門ブラバムを苦しめた――空気抵抗の大きい空力

剛性不足のモノコック、そしてドライバーの死という悲劇

次なる主役は16戦15勝の金字塔につながる“フラットフィッシュ”BT55
※内容は変更になる場合があります

編 集 後 記

●アレジの取材で思い出すのは、本人

が出資していたトラットリアAMICIで

のインタビュー、F1最後のレースとな

った2001年の鈴鹿、そして本誌412T2

号の話を聞いた鈴鹿でのインタビュー。

このときは息子のジュリアーノもいて、

親バカぶりを見せてもらいました（笑）。

そして、パドックでお見かけした後藤

久美子さんがとても綺麗だったことも

よく覚えています　　　　　　（横谷）

●F92Aと643の写った雑誌を広げ、サ

イドポンツーンに面影があるのかな？　

なんて、分かったふうな気持ちになっ

て見比べていた当時の私に「ルーツは

ティレル019だよ、020の直系だよ！」

と教えてあげたい。最近3Dプリンター

を買ったので、このマシンを立体化し

たいところ。せっかくなのでダブルフ

ロアのロスマンズ・ティレル・ホンダ

的な架空マシンにしようかな？（小西）

●カペリのインタビューを読んだあと、

人間にとって幸せって何だろうって思

いました（笑）。子供の頃から憧れてい

たものを手にしたら幸せですよね。け

れど、それが目の前でぶっ壊されたら、

その幸せは求めていた本当の幸せだっ

たのかな？　ぶっ壊されたことが、あ

る意味幸せだったんじゃないだろうか

って……。92年に戻って、彼に思いを

寄せていただければ幸いです！（高山）

●今号にどんな感想をお持ちでしょう

か？　カペリの話を読んでも私はやは

りこれが跳ね馬だと。ミハエル加入後

の黄金期は完全に別の多国籍軍で、あ

の頃からF1を見始めた人には、今のフ

ェラーリにもどかしさを感じるかもし

れません。でも、あの数年間が稀だっ

ただけで、また元のイタリア気質に戻

っただけのこと。だからルクレールと

アレジがダブって見えてしまう（三橋）

●アレジといえば、91年モンツァのチ

ームテントで、編集者と「642模型対

決」をして審査員になってもらったっ

け。当然勝ったけれど、かなり贅沢な

思い出。F92Aは、現在もタメオから

メタルキットが発売されている。リヤ

のディテールが簡略化されていて、こ

この修正に悪戦苦闘した記憶がある。

どうですか編集長、今度はパトレーゼ

審査員で、一度勝負しません？（高安）

●関係者の当時の話は非常に興味深い

……のだが、ドライバーやチーム代表

など主要メンバー、デザイナー以外の、

あまり名前が知られていない方々の写

真を探すのが一苦労。さらにガイジン

さんにありがちなのが、近影から当時

写真を探しても「え、この人？」と激

変ぶりに戸惑うことが何度か。ま、そ

んな方々の話の方がおそらく真実に近

く、面白いんですけどね　　　（竹村）

GP Car Story Special Edition 2021

無限F1―参戦30年目の真実（仮）
９月発売予定
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速いクルマは格好良く見えるもの

それがF1カーのセオリーだが

中には例外も存在する

ジェット戦闘機を彷彿させた

サイドポンツーンのインテーク

異名・ダブルデッカーの由来となる

二層構造フロアを備えたF92Aの

勇ましさに惹かれた者は少なくない

しかし、低迷から脱出を図るために

マラネロが見せた攻めの姿勢は

皮肉にも裏目となって

歴史に残る暴れ馬を生み出した



跳ね馬への忠誠を誓った男と

イタリア人としての夢を掴んだ男を

マラネロは殺したようなものだ

あの日、あの時──

F92Aを駆っていなかったら

ふたりの未来は違う景色になっていただろう

それほどスクーデリアの罪は深い

しかし、それもまた人生

Epilogo
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